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信州大学大学院総合工学系研究科学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

総合工学系研究科

信州大学大学院総合工学系研究科の目的に則り、「創造性豊かな優れた研究・開発」に不可欠な知識と能力

を充分培い、かつ、専攻ごとの学位授与方針に定められた知識と能力等を有する学生に「博士」の学位を授与

する。

生命機能・ファイバー工学専攻

生命機能・ファイバー工学専攻の目的に則り、以下のいずれかの知識と能力を充分に培った上で、更に自立

的に研究を推進する能力と研究成果を適切に発信する能力を身につけたと認められる学生に対して、「博士」

の学位を授与する。

１. 生物機能科学に関連した知識を修得しそれを研究に活かす能力。

２. ファイバー機能工学に関連した知識を修得しそれを研究に活かす能力。

３. スマート材料工学に関連した知識を修得しそれを研究に活かす能力。

４. 感性生産システム工学に関連した知識を修得しそれを研究に活かす能力。

５. その他の総合的な知識を修得しそれを研究に活かす能力。

システム開発工学専攻

システム開発工学専攻の目的に則り、以下のいずれかの知識と能力を充分に培った学生に対して「博士」の

学位を授与する。

１. 人間、社会及び自然と調和したシステムあるいはデバイスの研究・開発を自立的に遂行できる知識と能

力。

２. 基本原理を深く理解し、これらの基本原理に基づき自立的に多様な応用研究を展開できる知識と能力。

３. 他者の考えを理解した上で自らの考えを主張できる協調性と競争性の均衡のとれた素養と能力。

物質創成科学専攻

物質創成科学専攻の目的に則り、以下の知識と能力等を充分に培った学生に対して、「博士」の学位を授与

する。

１. 基本原理を深く理解し、これらの基本原理に基づき自立的に多様な応用研究を展開できる知識と能力。

２. 社会及び自然環境と科学・技術との調和に対する深い理解力。

３. 他者の考えを理解した上で自らの考えを主張できる協調性と競争性の均衡のとれた素養と能力。

山岳地域環境科学専攻

山岳地域環境科学専攻の目的に則り、以下の知識と能力を充分に培った学生に対して、「博士」の学位を授

与する。

１. 自然と人間の共生に関して、研究することのできる知識と能力。

２. 山岳環境科学に関する高度な基礎力と深い専門性を有し、実際の問題について応用することのできる能

力。

３. 協調性と競争性の均衡のとれたプロジェクトリーダーとしての知識と能力。

生物・食料科学専攻

生物・食料科学専攻の目的に則り、以下の知識と能力を充分に培った学生に対して、「博士」の学位を授与

する。

１. 自然界の生物にみられる多様な構造と機能に、未知あるいは未解決の問題を発掘できる知識と能力。

２. 生命科学及び食料科学に関する的確な総合科学的思考力と創造力。

３. 環境保全に立脚した生物・食料科学の発展に寄与する知識と能力。



信州大学大学院教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）

大学院課程における教育課程編成の方針

１．信州大学大学院は，研究科及び専攻の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を自ら開設するとと

もに，研究指導の計画を策定し，体系的に教育課程を編成します。

２．信州大学大学院は，教育課程の編成に当たっては，専攻分野に関する高度の専門的知識及び能力を修得さ

せるとともに，当該専攻分野に関連する分野の基礎的素養を涵養するよう適切に配慮します。

大学院課程における教育課程実施の方針

１．信州大学大学院は，専門性の一層の向上を図り幅広い学識を涵養するため，コースワークを充実させ，コ

ースワークから研究指導へ有機的につながる体系的な教育を行います。また，各研究科の「学位授与の方

針」に定めた，修了時までに修得すべき知識・能力等がカリキュラム体系のなかでどのように養成されるの

かを示すため，シラバスで「学位授与の方針」で定められた知識・能力等との対応を示し，それら諸能力等

を修得するプロセスを履修プロセス概念図で示します。

２．信州大学大学院は，学生個々人の主体的で活発な勉学意欲を促進する立場から，授業時間外の多様な学修

研究機会を通じ，諸課題に積極的に挑戦させます。

３．信州大学大学院は，成績評価の公正さと透明性を確保するため，成績の評定は，各科目に掲げられた授業

の狙い・目標に向けた到達度をめやすとして採点します。

４．信州大学大学院は，修士課程及び博士課程の学位論文審査体制を充実させ，厳格な審査を行います。
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【授業時間の形態】

・講義科目については通年又は半期のいずれか30時間とする。

・特別演習Ⅰ・Ⅱについては通年又は半期のいずれか60時間とする。

【開講日時】

・担当教員が指定する。

【授業時間帯】

時 限 １ ２ ３ ４ ５

時 間 ９：00～10：30 10：40～12：10 13：00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50



１ 教育課程及び講義内容

⑴ 生命機能・ファイバー工学専攻

⑵ システム開発工学専攻

⑶ 物質創成科学専攻

⑷ 山岳地域環境科学専攻

⑸ 生物・食料科学専攻



生命機能・ファイバー工学専攻

生物機能科学部門 E-Mail:～＠shinshu-u.ac.jp

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

Plant Molecular Cell Biology 野末雅之（上） msnozue＠ X1102

植物生理分子機能学特論 2
Topics in Plant Molecular

 
Biology

野川優洋（上） mnogawa＠ X1121

林田信明・（上） nobuaki＠
Molecular Technology of

 
Bioresource  X1104

野村隆臣（上） nomurat＠

遺伝子機能工学特論 2

Protein Science and Engineering 新井亮一（上） rarai＠ X1108

Genetic Engineering of
 

Bioresource
海老沼宏安（上） ebinuma＠ X1112

機能ゲノム学特論 Plant Functional Genomics 松村英生（上） hideoma＠ 2 X1129

微生物資源工学特論 Microbial Resource Engineering 下坂 誠（上） mashimo＠ 2 X1122

Molecular  Recognition of
 

Biopolymers
志田敏夫（上） shida＠ X1106

微生物細胞工学特論 Topics in Microbiology 山本博規（上） ymmthrk＠ 2 X1118

Special Topics in Microbiology
 

and Cell Technology
小笠原寛（上） hogasawara＠ X1117

Applied Ecology of Aquatic
 

Insects
平林公男（上） kimio＠ X1107

環境生態学特論 2
Bioresource Technology for

 
Environment

森脇 洋（上） moriwaki＠ X1119

蚕機能学特論 Topics in Insect Science 白井孝治（上） kshirai＠ ２ X1124

Silkworm Breeding Technology 梶浦善太（上） zkajiur＠ X1111
蚕利用工学特論 ２

Insect Molecular Biology 塩見邦博（上） shiomi＠ X1120

天野良彦（長） yoamano＠ X1113
酵素工学特論 Enzyme Technology ２

水野正浩（長） m-mizuno＠ X1132

酵素機能学特論
Topics in Enzymatic Function

 
and Science

野﨑功一（長） knoza＠ 2 X1125

分子生命科学
Basic and Applied Molecular

 
Biology

片岡正和（長） mars＠ 2 X1114

Reproductive Technology 保地眞一（上） shochi＠ X1115
生殖工学特論 2

Reproductive Engineering 高島誠司（上） stakashi＠ X1115

昆虫生体高分子特論 Insect Biopolymer Science 玉田 靖（上） ytamada＠ 2 X1126

植物分子生物学特論
Topics in Plant Molecular

 
Biology and Biochemistry

田口悟朗（上） gtagtag＠ 2 X1127

植物生産学特論 Topics in Plant Productivity 堀江智明（上） horie＠ ２ X1130

進化情報工学特論
Intelligent  and Evolutionary

 
Systems

松村嘉之（上） matsumu＠ 2 X1128
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所属キャンパスは，次のように省略して表記してあります。
松本キャンパス…（松）
長野（工学）キャンパス…（長）
伊那キャンパス…（伊）
上田キャンパス…（上）
長野（教育）キャンパス…（育）

担当教員は，下記のように省略して表記してあります。
（特）…特任教授
（客）…客員教授
（特特）…特別特任教授

⎫
｜
｜
｜
｜
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｜
｜
｜
｜

⎭



ファイバー機能工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

Nano Fiber Engineering 英 謙二（上） hanaken＠ X1201

ナノファイバー化学特論 Soft Matters 鈴木正浩（上） msuzuki＠ ２ X1214

Advanced Fiber Materials 撹上将規（上） kakiage＠ X1225

Supramolecular  Functional
 

Fiber
木村 睦（上） mkimura＠ X1202

超分子機能工学 ２
Functional Fiber Engineering

 
for Biomaterials

吉田裕安材（上） hiroaki y＠ X1205

Organic Synthesis for Material
 

Science
藤本哲也（上） tfujimo＠ X1203

立体選択的合成化学特論 ２

Synthetic Methodology 西井良典（上） nishii＠ X1215

Fiber Assemblies Engineering 鮑 力民（上） baolimin＠ X1213

繊維集合体加工学特論
Structure and mechanics of fiber

 
assemblies

木村裕和（上） hiro＠ 2 X1220

Fiber Assemblies Engineering
 

for Protective Textile
若月 薫（上） kaoruw＠ X1223

Polymer Physics 大越 豊（上） yokoshi＠ X1207

繊維構造創成学特論 Fiber Structure 田中稔久（上） tanakat＠ ２ X1216

Fiber Structure Formation 金 慶孝（上） khkim＠ X1208

絹形成基礎解析特論
System Engineering for Filature

 
Process

森川英明（上） morikaw＠ 2 X1209

絹形成応用解析特論 Applied Silk Formation Science 坂口明男（上） aksakag＠ 2 X1221

天然高分子有機化学
Bioprocess for Natural Polymer

 
Synthesis

大川浩作（上） kohkawa＠ 2 X1210

Polymer Chemistry 伊藤惠啓（上） yositoh＠ X1211

高分子機能工学
Functional Polymers for

 
Membrane Separation

平田雄一（上） yhirata＠ 2 X1222

Precise Polymer Synthesis 髙坂泰弘（上） kohsaka＠ X1224

スマート材料工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

Molecular Cell Biology 寺本 彰（上） ateramo＠ X1301

医用高分子機能学特論 2
Functions of Biomedical

 
Polymers

小駒喜郎（上） yogoma1＠ X1302

生体反応特論 Biomaterial Engineering 藤井敏弘（上） fujiit1＠ 2 X1303

繊維強化複合材料特論 Nano Composite 慶清（上） niqq＠ 2 X1311

材料の機能と複合化設計
Function of Materials and

 
Compound Design

夏木俊明（上） natsuki＠ 2 X1315

ナノ融合材料学特論 Nano Fusion Material 金 翼水（上） kim＠ 2 X1316

エネルギー変換材料化学 Smart Fiber Science 荒木 潤（上） jun＠ 2 X1307

― ―2



高分子電子工学特論
Semiconducting Polymer

 
Science

市川 結（上） musubu＠ ２ X1313

液晶材料工学 Materials Engineering 太田和親（上） ko52517＠ 2 X1308

Photonic and Electronic Fiber 小山俊樹（上） toshiki＠ X1309

高分子デバイス材料工学
Material Engineering of Soft

 
Devices

渡邊真志（上） mwatana＠ 2 X1318

Polymer Colloid 鈴木大介（上） d suzuki＠ X1319

有機機能化学
Chemistry of Organic

 
Functional Molecules

本吉谷二郎（上） jmotoyo＠ 2 X1310

感性生産システム工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

感性繊維設計法
Kansei Design of Textile

 
Products

堀場洋輔（上） horiba＠ 2 X1401

Design of Clothing Materials
髙寺政行・金

l

屋
（上）

takatera＠

kimko＠
X1402

アパレル素材設計 2

Fiber Product Design 乾 滋（上） inui＠ X1403

感性評価法 Kansei Evaluation Method 西松豊典（上） toyo＠ 2 X1404

衣服快適性評価
Kansei Measurement

 
Engineering

上條正義（上） kamijo＠ 2 X1405

Kansei Robotics 橋本 稔（上） hashi＠ X1406

感性ロボティックス 2
Comparative Psychology for

 
Robotics

森山 徹（上） toru＠ X1407

Mechatronics 河村 隆（上） kawatak＠ X1408
繊維機械力学特論 2

Motion Control 鈴木 智（上） s-s-2208＠ X1430

Kansei Product Development 細谷 聡（上） hosoya＠ X1413
製品開発特論 ２

Kansei Product Design 和田 功（上） isao wada＠ X1410

Fluid Mechanics for Biomimetics
 

and Biomedical Engineering
小林俊一（上） shukoba＠ X1412

応用流体工学 2

Biofluiddynamics 山口昌樹（上） masakiy＠ X1411

Solid Biomechanics 小関道彦（上） koseki＠ X1414
ソリッドバイオメカニク
ス

2
Biomechanical Continuum

 
Analysis

 
PATAKY TODD COLIN
（上）

tpataky＠ X1420

Biologica

 

E

 

ly Inspired Robotics 西川 敦（上） nishikawa＠ X1417

バイオロボティクス特論 2
Biomedical

 
Microelectromechanical

 
Systems (BioMEMS)

秋山佳丈（上） aki＠ X1421

感性・生体機能計測特論
Instrumentation and

 
Measurement of KANS

 
n

 
I and

 
Biologic Functio

 
n金井博幸（上） ka  X ai＠ 2 41 51

火
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Kansei Evaluation of Product 吉田宏昭（上） hyoshida＠ X1416
製品快適性評価 2

Environmental Ergonomics 佐古井智紀（上） t-sakoi＠ X1419

スマートデバイス工学産業技術総合研究所連携講座（連携講座）

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

斎籐 毅（客）（上）
takeshi-saito
＠aist.go.jp

スマートデバイス工学特
論（隔年開講）

Topics in Smart Device
 

Technology
安積欣志（客）（上）

asaka-kinji
＠aist.go.jp

2 X1520

持丸正明（客）（上）
m-mochimaru
＠aist.go.jp

（共通）

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

生命機能・ファイバー工
学特別講義

Special Lecture on Bioscience
 

and Textile Technology

国内外招聘教員等
（単位認定者：玉田
靖）（上）

2 X1005

生命機能・ファイバー工
学特別講義

Special Lecture on Bioscience
 

and Textile Technology

国内外招聘教員等
（単位認定者：鮑
力民）（上）

2 X1006

生命機能・ファイバー工
学特別講義

Special Lecture on Bioscience
 

and Textile Technology

国内外招聘教員等
（単位認定者：渡邊
真志）（上）

2 X1007

生命機能・ファイバー工
学特別講義

Special Lecture on Bioscience
 

and Textile Technology

国内外招聘教員等
（単位認定者：乾
滋）（上）

2 X1008

生命機能・ファイバー工
学特別講義

Special Lecture on Bioscience
 

and Textile Technology

国内外招聘教員等
（単位認定者：平林
公男）（上）

2 X1002

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （下坂） Special Seminar 下坂 誠（上） mashimo＠ 2 X1803

特別演習 （林田） Special Seminar 林田信明（上） nobuaki＠ 2 X1807

特別演習 （野末） Special Seminar 野末雅之（上） msnozue＠ 2 X1808

特別演習 （志田） Special Seminar 志田敏夫（上） shida＠ 2 X1809

特別演習 （平林） Special Seminar 平林公男（上） kimio＠ 2 X1810

特別演習 （保地） Special Seminar 保地眞一（上） shochi＠ 2 X1811

特別演習 （梶浦） Special Seminar 梶浦善太（上） zkajiur＠ 2 X1813

特別演習 （英） Special Seminar 英 謙二（上） hanaken＠ 2 X1819

特別演習 （伊藤） Special Seminar 伊藤惠啓（上） yositoh＠ 2 X1820

特別演習 （木村睦） Special Seminar 木村 睦（上） mkimura＠ 2 X1821

特別演習 （大川） Special Seminar 大川浩作（上） kohkawa＠ 2 X1822

特別演習 （藤本） Special Seminar 藤本哲也（上） tfujimo＠ 2 X1823

特別演習 （森川） Special Seminar 森川英明（上） morikaw＠ 2 X1824
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特別演習 （大越 ） Special Seminar 大越 豊（上） yokoshi＠ 2 X1826

特別演習 （藤井） Special Seminar 藤井敏弘（上） fujiit1＠ 2 X1827

特別演習 （太田） Special Seminar 太田和親（上） ko52517＠ 2 X1832

特別演習 （小山俊樹） Special Seminar 小山俊樹（上） toshiki＠ 2 X1833

特別演習 （小駒） Special Seminar 小駒喜郎（上） yogoma1＠ 2 X1834

特別演習 （本吉谷） Special Seminar 本吉谷二郎（上） jmotoyo＠ 2 X1835

特別演習 （橋本） Special Seminar 橋本 稔（上） hashi＠ 2 X1837

特別演習 （西松 ） Special Seminar 西松豊典（上） toyo＠ 2 X1839

特別演習 （高寺） Special Seminar 髙寺政行（上） takatera＠ 2 X1842

特別演習 （河村） Special Seminar 河村 隆（上） kawatak＠ 2 X1843

特別演習 （乾） Special Seminar 乾 滋（上） inui＠ 2 X1844

特別演習 （上條） Special Seminar 上條正義（上） kamijo＠ 2 X1845

特別演習 （小林） Special Seminar 小林俊一（上） shukoba＠ 2 X1846

特別演習 （ ） Special Seminar 慶清（上） niqq＠ 2 X1848

特別演習 （天野） Special Seminar 天野良彦（長） yoamano＠ 2 X1851

特別演習 （片岡） Special Seminar 片岡正和（長） mars＠ 2 X1852

特別演習 （野崎） Special Seminar 野崎功一（長） knoza＠ 2 X1853

特別演習 （山本博規） Special Seminar 山本博規（上） ymmthrk＠ 2 X1854

特別演習 （森脇） Special Seminar 森脇 洋（上） moriwaki＠ 2 X1855

特別演習 （塩見） Special Seminar 塩見邦博（上） shiomi＠ 2 X1856

特別演習 （鈴木正浩） Special Seminar 鈴木正浩（上） msuzuki＠ 2 X1857

特別演習 （西井） Special Seminar 西井良典（上） nishii＠ 2 X1858

特別演習 （田中） Special Seminar 田中稔久（上） tanakat＠ 2 X1859

特別演習 （市川） Special Seminar 市川 結（上） musubu＠ 2 X1860

特別演習 （金翼水） Special Seminar 金 翼水（上） kim＠ 2 X1861

特別演習 （田口） Special Seminar 田口悟朗（上） gtagtag＠ 2 X1863

特別演習 （松村嘉之） Special Seminar 松村嘉之（上） matsumu＠ 2 X1864

特別演習 （野川） Special Seminar 野川優洋（上） mnogawa＠ 2 X1865

特別演習 （白井） Special Seminar 白井孝治（上） kshirai＠ 2 X1866

特別演習 （鮑） Special Seminar 鮑 力民（上） baolimin＠ 2 X1869

特別演習 （夏木） Special Seminar 夏木俊明（上） natsuki＠ 2 X1870

特別演習 （寺本） Special Seminar 寺本 彰（上） ateramo＠ 2 X1871

特別演習 （小関） Special Seminar 小関道彦（上） koseki＠ 2 X1872

特別演習 （Pataky） Special Seminar PatakyToddColin（上） tpataky＠ 2 X1876

特別演習 （松村英生） Special Seminar 松村英生（上） hideoma＠ 2 X1873

特別演習 （金井） Special Seminar 金井博幸（上） kanai＠ 2 X1874

特別演習 （荒木） Special Seminar 荒木 潤（上） jun＠ 2 X1875

特別演習 （吉田宏昭） Special Seminar 吉田宏昭（上） hyoshida＠ 2 X1877

特別演習 （細谷） Special Seminar 細谷 聡（上） hosoya＠ 2 X1878

特別演習 （西川） Special Seminar 西川 敦（上） nishikawa＠ 2 X1879
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特別演習 （堀江） Special Seminar 堀江智明（上） horie＠ 2 X1880

特別演習 （平田） Special Seminar 平田雄一（上） yhirata＠ 2 X1881

特別演習 （渡邊） Special Seminar 渡邊真志（上） mwatana＠ 2 X1882

特別演習 （水野） Special Seminar 水野正浩（長） m-mizuno＠ 2 X1883

特別演習 （海老沼） Special Seminar 海老沼宏安（上） ebinuma＠ 2 X1884

特別演習 （玉田） Special Seminar 玉田 靖（上） ytamada＠ 2 X1885

特別演習 （木村裕和） Special Seminar 木村裕和（上） hiro＠ 2 X1886

特別演習 （鈴木大介） Special Seminar 鈴木大介（上） d suzuki＠ 2 X1887

特別演習 （金慶孝） Special Seminar 金 慶孝（上） khkim＠ 2 X1889

特別演習 （秋山） Special Seminar 秋山佳丈（上） aki＠ 2 X1890

特別演習 （鈴木智） Special Seminar 鈴木 智（上） s-s-2208＠ 2 X1891

特別演習 （山口） Special Seminar 山口昌樹（上） masakiy＠ 2 X1847

特別演習 （若月） Special Seminar 若月 薫（上） kaoruw＠ 2 X1892

特別演習 （佐古井） Special Seminar 佐古井智紀（上） t-sakoi＠ 2 X1894

特別演習 （堀場） Special Seminar 堀場洋輔（上） horiba＠ 2 X1895

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （下坂） Special Seminar 下坂 誠（上） mashimo＠ 2 X1903

特別演習 （林田） Special Seminar 林田信明（上） nobuaki＠ 2 X1907

特別演習 （野末） Special Seminar 野末雅之（上） msnozue＠ 2 X1908

特別演習 （志田） Special Seminar 志田敏夫（上） shida＠ 2 X1909

特別演習 （平林） Special Seminar 平林公男（上） kimio＠ 2 X1910

特別演習 （保地） Special Seminar 保地眞一（上） shochi＠ 2 X1911

特別演習 （梶浦） Special Seminar 梶浦善太（上） zkajiur＠ 2 X1913

特別演習 （英） Special Seminar 英 謙二（上） hanaken＠ 2 X1919

特別演習 （伊藤） Special Seminar 伊藤惠啓（上） yositoh＠ 2 X1920

特別演習 （木村睦） Special Seminar 木村 睦（上） mkimura＠ 2 X1921

特別演習 （大川） Special Seminar 大川浩作（上） kohkawa＠ 2 X1922

特別演習 （藤本） Special Seminar 藤本哲也（上） tfujimo＠ 2 X1923

特別演習 （森川） Special Seminar 森川英明（上） morikaw＠ 2 X1924

特別演習 （大越） Special Seminar 大越 豊（上） yokoshi＠ 2 X1926

特別演習 （藤井） Special Seminar 藤井敏弘（上） fujiit1＠ 2 X1927

特別演習 （太田） Special Seminar 太田和親（上） ko52517＠ 2 X1932

特別演習 （小山俊樹） Special Seminar 小山俊樹（上） toshiki＠ 2 X1933

特別演習 （小駒） Special Seminar 小駒喜郎（上） yogoma1＠ 2 X1934

特別演習 （本吉谷） Special Seminar 本吉谷二郎（上） jmotoyo＠ 2 X1935

特別演習 （橋本） Special Seminar 橋本 稔（上） hashi＠ 2 X1937

特別演習 （西松） Special Seminar 西松豊典（上） toyo＠ 2 X1939

特別演習 （高寺） Special Seminar 髙寺政行（上） takatera＠ 2 X1942
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特別演習 （河村） Special Seminar 河村 隆（上） kawatak＠ 2 X1943

特別演習 （乾） Special Seminar 乾 滋（上） inui＠ 2 X1944

特別演習 （上條） Special Seminar 上條正義（上） kamijo＠ 2 X1945

特別演習 （小林） Special Seminar 小林俊一（上） shukoba＠ 2 X1946

特別演習 （ ） Special Seminar 慶清（上） niqq＠ 2 X1948

特別演習 （天野） Special Seminar 天野良彦（長） yoamano＠ 2 X1951

特別演習 （片岡） Special Seminar 片岡正和（長） mars＠ 2 X1952

特別演習 （野崎） Special Seminar 野崎功一（長） knoza＠ 2 X1953

特別演習 （山本博規） Special Seminar 山本博規（上） ymmthrk＠ 2 X1954

特別演習 （森脇） Special Seminar 森脇 洋（上） moriwaki＠ 2 X1955

特別演習 （塩見） Special Seminar 塩見邦博（上） shiomi＠ 2 X1956

特別演習 （鈴木正浩） Special Seminar 鈴木正浩（上） msuzuki＠ 2 X1957

特別演習 （西井） Special Seminar 西井良典（上） nishii＠ 2 X1958

特別演習 （田中） Special Seminar 田中稔久（上） tanakat＠ 2 X1959

特別演習 （市川） Special Seminar 市川 結（上） musubu＠ 2 X1960

特別演習 （金翼水） Special Seminar 金 翼水（上） kim＠ 2 X1961

特別演習 （田口） Special Seminar 田口悟朗（上） gtagtag＠ 2 X1963

特別演習 （松村嘉之） Special Seminar 松村嘉之（上） matsumu＠ 2 X1964

特別演習 （野川） Special Seminar 野川優洋（上） mnogawa＠ 2 X1965

特別演習 （白井） Special Seminar 白井孝治（上） kshirai＠ 2 X1966

特別演習 （鮑） Special Seminar 鮑 力民（上） baolimin＠ 2 X1969

特別演習 （夏木） Special Seminar 夏木俊明（上） natsuki＠ 2 X1970

特別演習 （寺本） Special Seminar 寺本 彰（上） ateramo＠ 2 X1971

特別演習 （小関） Special Seminar 小関道彦（上） koseki＠ 2 X1972

特別演習 （Pataky） Special Seminar PatakyToddColin（上） tpataky＠ 2 X1976

特別演習 （松村英生） Special Seminar 松村英生（上） hideoma＠ 2 X1973

特別演習 （金井） Special Seminar 金井博幸（上） kanai＠ 2 X1974

特別演習 （荒木） Special Seminar 荒木 潤（上） jun＠ 2 X1975

特別演習 （吉田宏昭） Special Seminar 吉田宏昭（上） hyoshida＠ 2 X1977

特別演習 （細谷） Special Seminar 細谷 聡（上） hosoya＠ 2 X1978

特別演習 （西川） Special Seminar 西川 敦（上） nishikawa＠ 2 X1979

特別演習 （堀江） Special Seminar 堀江智明（上） horie＠ 2 X1980

特別演習 （平田） Special Seminar 平田雄一（上） yhirata＠ 2 X1981

特別演習 （渡邊） Special Seminar 渡邊真志（上） mwatana＠ 2 X1982

特別演習 （水野） Special Seminar 水野正浩（長） m-mizuno＠ 2 X1983

特別演習 （海老沼） Special Seminar 海老沼宏安（上） ebinuma＠ 2 X1984

特別演習 （玉田） Special Seminar 玉田 靖（上） ytamada＠ 2 X1985

特別演習 （木村裕和） Special Seminar 木村裕和（上） hiro＠ 2 X1986

特別演習 （鈴木大介） Special Seminar 鈴木大介（上） d suzuki＠ 2 X1987

特別演習 （金慶孝） Special Seminar 金 慶孝（上） khkim＠ 2 X1989
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特別演習 （秋山） Special Seminar 秋山佳丈（上） aki＠ 2 X1990

特別演習 （鈴木智） Special Seminar 鈴木 智（上） s-s-2208＠ 2 X1991

特別演習 （山口） Special Seminar 山口昌樹（上） masakiy＠ 2 X1949

特別演習 （若月） Special Seminar 若月 薫（上） kaoruw＠ 2 X1993

特別演習 （佐古井） Special Seminar 佐古井智紀（上） t-sakoi＠ 2 X1995

特別演習 （堀場） Special Seminar 堀場洋輔（上） horiba＠ 2 X1996

全専攻共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別課題研究 Study on Special Task 主・副指導教員 - -

学外研修２単位 Training outside the school 2c 主指導教員 - 2 X9100

学外研修４単位 Training outside the school 4c 主指導教員 - 4 X9200

研究科共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

知財管理
Intellectual Property

 
Managemeat

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9000

科学技術政策特論 ※ Science and Technology Policy

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9001

※隔年間講（平成28年度開講予定）

システム開発工学専攻

機械システム工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

流体機械要素特論
Advanced Turbomachine

 
Elements

飯尾昭一郎（長） shouiio＠ 2 X2126

乱 流 Turbulence 松原雅春（長） mmatsu＠ 2 X2104

計算流体工学
Advanced Computational Fluid

 
Mechanics

吉田尚史（長） t yoshi＠ 2 X2127

吉野正人（長） masato＠

複雑流動計算法
Numerical Methods for

 
Complex Fluid Dynamics

2 X2128

鈴木康祐（長） kosuzuki＠

機械材料工学特論
Advanced Mechanical Materials

 
Engineering

佐藤運海（育)
（教育学部）

Unkaist＠ 2 X2142

材料加工プロセス工学特
論

Advanced Materials Processing
 

Engineering
榊 和彦（長） ksakaki＠ 2 X2129

精密加工学特論
Advanced Course of Precision

 
Machining

深田茂生（長） sfukada＠ 2 X2109

塑性加工学特論
Advanced Technology of

 
Plasticity

北澤君義（長） kkitaza＠ 2 X2110

先端成形加工学特論
Advanced Cource of Materials

 
Processing

中山 昇（長） nobo＠ 2 X2130
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最適設計論
Engineering Design and

 
Optimization

中村正行（長） maxnaka＠ 2 X2111

ロバスト制御特論 Robust Control 千田有一（長） chida＠ 2 X2121

酒井 悟（長） satorus＠ 2 X2144
先端ロボティクス特論 Robotic System and Control

山崎公俊（長） kyamazaki＠ 2 X2145

機械デバイス設計
Advanced Design for

 
Mechanical Precision Devices

辺見信彦（長) henmi＠ 2 X2117

熱流体工学特論
Advanced Thermofluid

 
Engineering

姫野修廣（上) nhimeno＠ 2 X2119

材料強度制御論
Controlling  Mechanisms  of

 
Materials Strength

牛 立斌（長) niulibn＠ 2 X2122

知的センシング論 Theory of Intelligent Sensing 高山潤也（長) j takayama＠ 2 X2147

相変化伝熱特論
Heat  Transfer with Phase

 
Change

淺岡龍徳（長) asaoka＠ 2 X2150

数値解析特論 Advanced Numerical Analysis 藤井雅留太（長) g fujii＠ 2 X2151

非線形界面動電現象特論
Nonlinear Electro-kinetic Phe

 
nomena

杉岡秀行（長) hsugioka＠ 2 X2152
-

先端計算材料科学特論
Advanced Computational Mate

 
rials Science

松中大介（長) matsunaka＠ 2 X2153
-

深田茂生（長） sfukada＠ X2132

先端制御・計測システム
特別実習

Special practice of
 

measurement and control
 

systems

中山 昇（長） nobo＠ 2 X2133

松本壮平（客）（長） X2134

深田茂生（長） sfukada＠ X2135

先端制御・計測システム
特別実習

Special practice of
 

measurement and control
 

systems

中山 昇（長） nobo＠ 2 X2136

松本壮平（客）（長） X2137

深田茂生（長） sfukada＠ X2138

先端制御・計測システム
特別実習

Special practice of
 

measurement and control
 

systems

中山 昇（長） nobo＠ 2 X2139

松本壮平（客）（長） X2140

電気電子システム工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

磁気デバイス工学 Magnetic Device Engineering 田代晋久（長） tashiro＠ 2 X2227

水野 勉（長） mizunot＠ X2203
アクチュエータ工学 Actuator Engineering 2

卜 穎剛（長） buyinggang＠ X2204

生体情報システム特論
Advanced Biological

 
Information System

橋本昌巳（長） hasimoto＠cs. 2 X2222

生体情報計測特論
Advanced Biological Informa

 
tion Measurement

阿部 誠（長） abe＠cs. 2 X2223
-

センサデバイス Sensor Devices 榮岩哲二（長） haeiwa＠cs. 2 X2208

光センシング工学 Optical Sensing 齊藤保典（長） saitoh＠cs. 2 X2209

多次元計測工学 Multidimensional Measurement 石澤広明（上） zawa＠ 2 X2211

杉村立夫（長） tsugimu＠ X2214
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デジタル情報伝送論
Digital Data Transmission

 
Theory

アサノデービッド
（長）

david＠cs. 2 X2215

西新幹彦（長） mikihiko＠ X2220

半田志郎（長） handa＠ X2216

移動体通信工学
Mobile Communications

 
Engineering

笹森文仁（長） fsasa＠ 2 X2219

田久 修（長） takyu＠ X2228

田中 清（長） ktanaka＠ X2217

非線形情報通信論
Non-linear Information and

 
Communication Theory

 
AGUIRRE DURAN

 
HERNAN EDUARDO
（長）

ahernan＠ 2 X2229

秋本洋平（長） y akimoto＠ X2230

デジタル信号処理システ
ム特論

Advanced Digital Signal
 

Processing Systems
井澤裕司（長） yizawa＠cs. 2 X2224

画像情報センシング特論
Applied Image Sensing Metho

 
dology

小林一樹（長）
kkobayashi
＠cs.

2 X2226
-

計算機回路システム設計
特論

Computer Circuit and System
 

Design
上口 光（長） johguchi＠cs. 2 X2231

リモートセンシングシス
テム工学

Remote Sensing Systems
 

Engineering
冨田孝幸（長） tomida＠cs. ２ X2233

ナノカーボン先端材料工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

有機半導体工学 Organic Electronics 伊東栄次（長） eitoh＠ 2 X2302

橋本佳男（長） hashimt＠ X2303

化合物半導体工学
Compound Semiconductor

 
Engineering

番場教子（長） nbamba＠ 2 X2315

MYO THAN HTAY
（長）

myoth＠ X2337

伊藤秀明（長） rokurol＠ X2304

センシングデバイス工学 Sensing Device Engineering 松岡浩仁（長） vendome＠ 2 X2305

林 卓哉（長）
hayashi
＠endomoribu.

X2306

半導体デバイス工学 Semiconductor Devices 宮地幸祐（長） kmiyaji＠ 2 X2316

遠藤守信（特特）
（カーボン科学研究
所）（長）

endo＠endo
 

moribu.
X2308

-

量子炭素材料工学 Quantum Carbon Science 2

竹内健司（長）（カ
ーボン科学研究所）

takeuchi＠en
 

domoribu.
X2338

-

佐藤敏郎（長） labyam1＠ X2310
マイクロ磁気工学 Micromagnetics 2
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曽根原 誠（長） makoto＠ X2339

磁気及び磁性材料工学
Magnetism and Magnetic

 
Materials

劉 小晰（長） liu＠cs. 2 X2318

亀山正樹（長） kameyama＠ X2340
複合材料工学特論

Advanced Composite Materials
 

Engineering
２

西村正臣（長） nishimu＠ X2341

応用電気化学特論
Advanced Applied

 
Electrochemistry

新井 進（長） araisun＠ 2 X2314

単結晶成長工学
Single crystal growth engineer

 
ing

太子敏則（長） taishi＠ 2 X2301
-

ナノ空間炭素材料工学
Nanospace Carbon Materials

 
Engineering

金子克美（特特）
(環境・エネルギー
材料科学研究所）
（長）

kkaneko＠ 2 X2345

カーボンエレクトロニク
ス工学特論

Carbon Electronics 村松寛之（長） muramatsu＠ 2 X2309

一ノ瀬 泉(客）
（長）

ICHINOSE.
Izumi
＠nims.go.jp

分離システム工学 Separation System Engineering
佐光貞樹（客）
（長）

S A M I T S U.
Sadaki
＠nims.go.jp

2 X2350

藤井義久（客）
（長）

FUJII.Yoshi
 

hisa
＠nims.go.jp

-

佐藤敏郎（長） labyam1＠ X2319

先進センサ・デバイス特
別実習

Special practice of advanced
 

sensors and device
橋本佳男（長） hashimt＠ 2 X2320

高木秀樹（客）（長） X2321

佐藤敏郎（長） labyam1＠ X2322

先進センサ・デバイス特
別実習

Special practice of advanced
 

sensors and devices
橋本佳男（長） hashimt＠ 2 X2323

高木秀樹（客）（長） X2324

佐藤敏郎（長） labyam1＠ X2325

先進センサ・デバイス特
別実習

Special practice of advanced
 

sensors and devices
橋本佳男（長） hashimt＠ 2 X2326

高木秀樹（客）（長） X2327

佐藤敏郎（長） labyam＠ X2328

マイクロ・ナノ加工特別
実習

Special practice of micro/

nano-machining
岡田勝蔵（特）（長）

Katsuzo-

okada＠
２ X2329

廣島 洋（客）（長） X2330

佐藤敏郎（長） labyam＠ X2331

マイクロ・ナノ加工特別
実習

Special practice of micro/

nano-machining
岡田勝蔵（特）（長）

Katsuzo-

okada＠
2 X2332

廣島 洋（客）（長） X2333

佐藤敏郎（長） labyam＠ X2334
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マイクロ・ナノ加工特別
実習

Special practice of micro/

nano-machining
岡田勝蔵（特）（長）

Katsuzo-

okada＠
2 X2335

廣島 洋（客）（長） X2336

数理情報システム学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

師玉康成（長） shidama＠cs. X2401

非線形システム Nonlinear System
高野嘉寿彦（松）
（全学教育機構)

ktakano＠ 2 X2402

岡崎裕之（長） okazaki＠cs. X2403

並列計算システム特論 Parallel Computing Systems 和﨑克己（長） wasaki＠cs. 2 X2404

要求工学特論
Advanced Requirements

 
Engineering

小形真平（長） ogata＠cs. ２ X2438

河邊 淳（長） jkawabe＠ X2406
無限次元システム解析

Mathematical Analysis on
 

Infinite Dimensional Spaces 鈴木章斗（長) akito＠ 2 X2443

岡本 葵（長） m okamoto＠ X2447

量子確率論 Quantum Probability Theory 大野博道（長） h ohno＠ 2 X2441

数理情報学応用
Mathematical Information

 
Science and its Applications

カワモト ポーリンナオミ
（長）

pauline＠cs. 2 X2411

山本博章（長）
yamamoto
＠cs.

X2436

情報科学基礎論
Foundation of Computer

 
Science

2

藤原洋志（長） fujiwara＠cs. X2446

学習情報システム特論
Advanced Learning Science and

 
Technologies

香山瑞恵（長） kayama＠cs. 2 X2437

不破 泰（長） fuwa＠ X2412

ネットワークセキュリテ
ィ論

Network Security 新村正明（長） niimura＠cs. 2 X2413

國宗永佳（長）
kunimune
＠cs.

X2444

丸山 稔（長）
maruyama
＠cs.

X2415

画像認識処理論
Image Processing and

 
Understanding

宮尾秀俊（長） miyao＠cs. ２ X2416

白井啓一郎（長) keiichi＠ X2417

乙部厳己（松） otobe＠math. X2439
確率過程論 Theory of Stochastic Processes 2

謝 賓（松） bxie＠ X2440

髙木啓行（松）
takagi
＠math.

X2420

関数空間論 Theory of Function Spaces 2

佐々木 格（松） isasaki＠ X2422
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一ノ瀬 弥（松）
ichinose
＠math.

X2421

偏微分方程式論
Theory of Partial Differential

 
Equations

谷内 靖（松）
taniuchi
＠math.

2 X2430

筒井容平（松） tsutsui＠ X2453

花木章秀（松）
hanaki
＠math.

X2423

有限群の表現論
Representation Theory of Finite

 
Groups

2
佐々木洋城（育）
（教育学部）

sasakitk＠ X2432

和田堅太郎（松) wada＠math. X2425
多元環論 Theory of Algebra 2

沼田泰英（松) nu＠math. X2429

玉木 大（松）
rivulus
＠math.

X2426

栗林勝彦（松） kuri＠math. X2427

位相幾何学 Topology 五味清紀（松）
kgomi
＠math.

2 X2450

境 圭一（松）
ksakai
＠math.

X2451

片長敦子（松）
（全学教育機構)

katanaga＠ X2452

非線形現象論
Mathematical methods of

 
Nonlinear Phenomena

中山一昭（松）
nakayama
＠math.

2 X2428

数理形態学 Mathematical Morphology 山﨑 浩（長)
yamazaki
＠cs.

2 X2445

ソフトウェア解析論 Software Analysis Theory 岡野浩三（長) okano＠cs. 2 X2454

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （飯尾） Special Seminar 飯尾昭一郎（長） shouiio＠ 2 X2897

特別演習 （松原） Special Seminar 松原雅春（長） mmatsu＠ 2 X2815

特別演習 （吉田） Special Seminar 吉田尚史（長） t yoshi＠ 2 X2816

特別演習 （吉野） Special Seminar 吉野正人（長） masato＠ 2 X2881

特別演習 （佐藤運海） Special Seminar 佐藤運海（長） Unkaist＠ 2 X28A5

特別演習 （榊） Special Seminar 榊 和彦（長） ksakaki＠ 2 X2814

特別演習 （深田） Special Seminar 深田茂生（長） sfukada＠ 2 X2810

特別演習 （北澤） Special Seminar 北澤君義（長） kkitaza＠ 2 X28A4

特別演習 （中山 昇） Special Seminar 中山 昇（長） nobo＠ 2 X2885

特別演習 （中村） Special Seminar 中村正行（長） maxnaka＠ 2 X2817

特別演習 （千田） Special Seminar 千田有一（長） chida＠ 2 X2882

特別演習 （酒井 悟） Special Seminar 酒井 悟（長） satorus＠ 2 X28A6

特別演習 （山崎公俊） Special Seminar 山崎公俊（長） kyamazaki＠ 2 X28C7

特別演習 （辺見） Special Seminar 辺見信彦（長） henmi＠ 2 X2811
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特別演習 （姫野） Special Seminar 姫野修廣（上） nhimeno＠ 2 X2820

特別演習 （牛） Special Seminar 牛 立斌（長） niulibn＠ 2 X2818

特別演習 （高山） Special Seminar 高山潤也（長) j takayama＠ 2 X28C8

特別演習 （淺岡） Special Seminar 淺岡龍徳（長) asaoka＠ 2 X2819

特別演習 （藤井） Special Seminar 藤井雅留太（長) g fujii＠ 2 X2821

特別演習 （田代） Special Seminar 田代晋久（長） tashiro＠ 2 X28B2

特別演習 （水野） Special Seminar 水野 勉（長） mizunot＠ 2 X2830

特別演習 （卜） Special Seminar 卜 穎剛（長） buyinggang＠ 2 X2833

特別演習 （榮岩） Special Seminar 榮岩哲二（長） haeiwa＠cs. 2 X2834

特別演習 （橋本昌巳） Special Seminar 橋本昌巳（長）
hasimoto
＠cs.

2 X2894

特別演習 （齋藤） Special Seminar 齊藤保典（長） saitoh＠cs. 2 X2825

特別演習 （石澤） Special Seminar 石澤広明（上） zawa＠ 2 X2836

特別演習 （杉村） Special Seminar 杉村立夫（長） tsugimu＠ 2 X2826

特別演習 （アサノ） Special Seminar アサノデービッド（長） david＠cs. 2 X2831

特別演習 （西新） Special Seminar 西新幹彦（長） mikihiko＠ 2 X2886

特別演習 （半田） Special Seminar 半田志郎（長） handa＠ 2 X2828

特別演習 （笹森） Special Seminar 笹森文仁（長） fsasa＠ 2 X28A8

特別演習 （田久） Special Seminar 田久 修（長） takyu＠ 2 X28B3

特別演習 （田中） Special Seminar 田中 清（長） ktanaka＠ 2 X2832

特別演習 （AGUIR
 

RE）
Special Seminar

AGUIRRE DURAN
 

HERNAN EDUARDO
（長）

ahernan＠ 2 X28A9
-

特別演習 （秋本） Special Seminar 秋本洋平（長） y akimoto＠ 2 X28A0

特別演習 （井澤） Special Seminar 井澤裕司（長） yizawa＠cs. 2 X2891

特別演習 （小林） Special Seminar 小林一樹（長）
kkobayashi
＠cs.

2 X28A1

特別演習 （上口） Special Seminar 上口 光（長） johguchi＠cs. 2 X28D9

特別演習 （冨田） Special Seminar 冨田孝幸（長） tomida＠cs. 2 X28E1

特別演習 （伊東） Special Seminar 伊東栄次（長） eitoh＠ 2 X2848

特別演習 （橋本佳男） Special Seminar 橋本佳男（長） hashimt＠ 2 X2843

特別演習 （番場） Special Seminar 番場教子（長） nbamba＠ 2 X28B4

特別演習 （伊藤） Special Seminar 伊藤秀明（長） rokurol＠ 2 X2844

特別演習 （林） Special Seminar 林 卓哉（長）
hayashi
＠endomoribu.

2 X2847

特別演習 （宮地） Special Seminar 宮地幸祐（長） kmiyaji＠ 2 X2889

特別演習 （遠藤） Special Seminar

遠藤守信（長）（特
特）（カーボン科学
研究所）

endo
＠endomoribu.

2 X2839

特別演習 （竹内） Special Seminar
竹内健司（長）（カ
ーボン科学研究所）

takeuchi
＠endomoribu.

2 X28B7

特別演習 （佐藤敏郎） Special Seminar 佐藤敏郎（長） labyam1＠ 2 X2841

特別演習 （曽根原） Special Seminar 曽根原 誠（長） makoto＠ 2 X28B8
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特別演習 （劉） Special Seminar 劉 小晰（長） liu＠cs. 2 X2850

特別演習 （亀山） Special Seminar 亀山正樹（長） kameyama＠ 2 X28B5

特別演習 （西村） Special Seminar 西村正臣（長） nishimu＠ 2 X28A2

特別演習 （新井） Special Seminar 新井 進（長） araisun＠ 2 X2842

特別演習 （太子） Special Seminar 太子敏則（長） taishi＠ 2 X28A3

特別演習 （金子） Special Seminar

金子克己（長)（特
特）（環境・エネル
ギー材料科学研究
所）

kkaneko＠ 2 X28D5

特別演習 （村松） Special Seminar 村松寛之（長） muramatsu＠ 2 X2879

特別演習 （高野） Special Seminar 高野嘉寿彦（松） ktakano＠ 2 X2878

特別演習 （岡崎） Special Seminar 岡崎裕之（長） okazaki＠cs. 2 X28C9

特別演習 （和崎） Special Seminar 和﨑克己（長） wasaki＠cs. 2 X2875

特別演習 （小形） Special Seminar 小形真平（長） ogata＠cs. 2 X28D1

特別演習 （河邊） Special Seminar 河邊 淳（長） jkawabe＠ 2 X2869

特別演習 （鈴木） Special Seminar 鈴木章斗（長) akito＠ 2 X28C4

特別演習 （岡本） Special Seminar 岡本 葵（長) m okamoto＠ 2 X28C2

特別演習 （大野） Special Seminar 大野博道（長） h ohno＠ 2 X28C3

特別演習 （カワモト） Special Seminar
カワモト ポーリン ナオミ
（長）

pauline＠cs. 2 X2872

特別演習 （山本） Special Seminar 山本博章（長）
yamamoto
＠cs.

2 X2871

特別演習 （香山） Special Seminar 香山瑞恵（長） kayama＠cs. 2 X2888

特別演習 （不破） Special Seminar 不破 泰（長） fuwa＠ 2 X2870

特別演習 （新村） Special Seminar 新村正明（長） niimura＠cs. 2 X2876

特別演習 （國宗） Special Seminar 國宗永佳（長）
kunimune
＠cs.

2 X2896

特別演習 （丸山） Special Seminar 丸山 稔（長）
maruyama
＠cs.

2 X2874

特別演習 （宮尾） Special Seminar 宮尾秀俊（長） miyao＠cs. 2 X2877

特別演習 （白井） Special Seminar 白井啓一郎（長) keiichi＠ 2 X28C6

特別演習 （乙部） Special Seminar 乙部厳己（松） otobe＠math. 2 X28C1

特別演習 （高木） Special Seminar 髙木啓行（松）
takagi
＠math.

2 X2861

特別演習 （佐々木格) Special Seminar 佐々木 格（松） isasaki＠ 2 X2863

特別演習 （一ノ瀬） Special Seminar 一ノ瀨 弥（松）
ichinose
＠math.

2 X2853

特別演習 （谷内） Special Seminar 谷内 靖（松）
taniuchi
＠math.

2 X2883

特別演習 （筒井） Special Seminar 筒井容平（松） tsutsui＠ 2 X28E4

特別演習 （花木） Special Seminar 花木章秀（松）
hanaki
＠math.

2 X2859

特別演習 （佐々木洋
城）

Special Seminar
佐々木洋城（育）
（教育学部）

sasakitk＠ 2 X28B9
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特別演習 （和田） Special Seminar 和田堅太郎（松) wada＠math. 2 X28D4

特別演習 （沼田） Special Seminar 沼田泰英（松) nu＠math. 2 X28D2

特別演習 （玉木） Special Seminar 玉木 大（松）
rivulus
＠math.

2 X2860

特別演習 （栗林） Special Seminar 栗林勝彦（松） kuri＠math. 2 X2858

特別演習 （五味清紀） Special Seminar 五味清紀（松）
kgomi
＠math.

2 X2898

特別演習 （境 圭一） Special Seminar 境 圭一（松)
ksakai
＠math.

2 X28D3

特別演習 （中山一昭） Special Seminar 中山一昭（松）
nakayama
＠math.

2 X2862

特別演習 （山崎 浩） Special Seminar 山﨑 浩（長)
yamazaki
＠cs.

2 X28C5

特別演習 （謝 賓） Special Seminar 謝 賓（松） bxie＠ 2 X28D7

特別演習 （片長） Special Seminar
片長敦子（松）
（全学教育機構）

katanaga＠ 2 X28D8

特別演習 （藤原） Special Seminar 藤原洋志（長） fujiwara＠cs. 2 X28E2

特別演習 （岡野） Special Seminar 岡野浩三（長） okano＠cs. 2 X28E3

特別演習 （杉岡） Special Seminar 杉岡秀行（長） hsugioka＠ 2 X28E5

特別演習 （阿部） Special Seminar 阿部 誠（長） abe＠cs. 2 X28E6

特別演習 （松中） Special Seminar 松中大介（長） matsunaka＠ 2 X28E7

特別演習 （MYO） Special Seminar
SAI MYO THAN

 
HTAY（長）

myoth＠ 2 X28E8

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （飯尾） Special Seminar 飯尾昭一郎（長） shouiio＠ 2 X2996

特別演習 （松原） Special Seminar 松原雅春（長） mmatsu＠ 2 X2915

特別演習 （吉田） Special Seminar 吉田尚史（長） t yoshi＠ 2 X2916

特別演習 （吉野） Special Seminar 吉野正人（長） masato＠ 2 X2981

特別演習 （佐藤運海） Special Seminar 佐藤運海（長） Unkaist＠ 2 X29A5

特別演習 （榊） Special Seminar 榊 和彦（長） ksakaki＠ 2 X2914

特別演習 （深田） Special Seminar 深田茂生（長） sfukada＠ 2 X2910

特別演習 （北澤） Special Seminar 北澤君義（長） kkitaza＠ 2 X29A4

特別演習 （中山 昇） Special Seminar 中山 昇（長） nobo＠ 2 X2985

特別演習 （中村） Special Seminar 中村正行（長） maxnaka＠ 2 X2917

特別演習 （千田） Special Seminar 千田有一（長） chida＠ 2 X2982

特別演習 （酒井） Special Seminar 酒井 悟（長） satorus＠ 2 X29A6

特別演習 （山崎公俊） Special Seminar 山崎公俊（長） kyamazaki＠ 2 X29C7

特別演習 （辺見） Special Seminar 辺見信彦（長） henmi＠ 2 X2911

特別演習 （姫野） Special Seminar 姫野修廣（上） nhimeno＠ 2 X2920

特別演習 （牛） Special Seminar 牛 立斌（長） niulibn＠ 2 X2918
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特別演習 （高山） Special Seminar 高山潤也（長) j takayama＠ 2 X29C8

特別演習 （淺岡） Special Seminar 淺岡龍徳（長) asaoka＠ 2 X2919

特別演習 （藤井） Special Seminar 藤井雅留太（長) g fujii＠ 2 X2921

特別演習 （田代） Special Seminar 田代晋久（長） tashiro＠ 2 X29B2

特別演習 （水野） Special Seminar 水野 勉（長） mizunot＠ 2 X2930

特別演習 （卜） Special Seminar 卜 穎剛（長） buyinggang＠ 2 X2933

特別演習 （榮岩） Special Seminar 榮岩哲二（長） haeiwa＠cs. 2 X2934

特別演習 （橋本昌巳） Special Seminar 橋本昌巳（長） hasimoto＠cs. 2 X2994

特別演習 （齊藤） Special Seminar 齊藤保典（長） saitoh＠cs. 2 X2925

特別演習 （石澤） Special Seminar 石澤広明（上） zawa＠ 2 X2936

特別演習 （杉村） Special Seminar 杉村立夫（長） tsugimu＠ 2 X2926

特別演習 （アサノ） Special Seminar アサノデービッド（長） david＠cs. 2 X2931

特別演習 （西新） Special Seminar 西新幹彦（長） mikihiko＠ 2 X2986

特別演習 （半田） Special Seminar 半田志郎（長） handa＠ 2 X2928

特別演習 （笹森） Special Seminar 笹森文仁（長） fsasa＠ 2 X29A8

特別演習 （田久） Special Seminar 田久 修（長） takyu＠ 2 X29B3

特別演習 （田中） Special Seminar 田中 清（長） ktanaka＠ 2 X2932

特別演習 （AGUIR
 

RE）
Special Seminar

AGUIRRE DURAN
 

HERNAN EDUARDO
（長）

ahernan＠ 2 X29A9
-

特別演習 （秋本） Special Seminar 秋本洋平（長） y akimoto＠ 2 X29A0

特別演習 （井澤） Special Seminar 井澤裕司（長） yizawa＠cs. 2 X2991

特別演習 （上口） Special Seminar 上口 光（長） johguchi＠cs. 2 X29D9

特別演習 （冨田） Special Seminar 冨田孝幸（長） tomida＠cs. 2 X29E1

特別演習 （小林） Special Seminar 小林一樹（長）
kkobayashi
＠cs.

2 X29A1

特別演習 （伊東） Special Seminar 伊東栄次（長） eitoh＠ 2 X2948

特別演習 （橋本佳男） Special Seminar 橋本佳男（長） hashimt＠ 2 X2943

特別演習 （番場） Special Seminar 番場教子（長） nbamba＠ 2 X29B4

特別演習 （伊藤） Special Seminar 伊藤秀明（長） rokurol＠ 2 X2944

特別演習 （林） Special Seminar 林 卓哉（長）
hayashi＠en

 
domoribu.

2 X2947
-

特別演習 （宮地） Special Seminar 宮地幸祐（長） kmiyaji＠ 2 X2989

特別演習 （遠藤） Special Seminar

遠藤守信（特特）
（カーボン科学研究
所）（長）

endo
＠endomoribu.

2 X2939

特別演習 （竹内） Special Seminar
竹内健司（カーボン
科学研究所）（長）

takeuchi
＠endomoribu.

2 X29B7

特別演習 （佐藤敏郎） Special Seminar 佐藤敏郎（長） labyam1＠ 2 X2941

特別演習 （曽根原） Special Seminar 曽根原 誠（長） makoto＠ 2 X29B8

特別演習 （劉） Special Seminar 劉 小晰（長） liu＠cs. 2 X2950

特別演習 （亀山） Special Seminar 亀山正樹（長） kameyama＠ 2 X29B5

特別演習 （西村） Special Seminar 西村正臣（長） nishimu＠ 2 X29A2
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特別演習 （新井） Special Seminar 新井 進（長） araisun＠ 2 X2942

特別演習 （太子） Special Seminar 太子敏則（長） taishi＠ 2 X29A3

特別演習 （金子） Special Seminar

金子克己（長)（特
特）（環境エネルギ
ー材料科学研究所）

kkaneko＠ 2 X29D5

特別演習 （村松） Special Seminar 村松 寛之（長） muramatsu＠ 2 X2979

特別演習 （師玉） Special Seminar 師玉康成（長） shidama＠cs. 2 X2965

特別演習 （高野） Special Seminar 高野嘉寿彦（松） ktakano＠ 2 X2978

特別演習 （岡崎） Special Seminar 岡崎裕之（長） okazaki＠cs. 2 X29C9

特別演習 （和崎） Special Seminar 和﨑克己（長） wasaki＠cs. 2 X2975

特別演習 （小形） Special Seminar 小形真平（長） ogata＠cs. 2 X29D1

特別演習 （河邊） Special Seminar 河邊 淳（長） jkawabe＠ 2 X2969

特別演習 （鈴木） Special Seminar 鈴木章斗（長) akito＠ 2 X29C4

特別演習 （岡本） Special Seminar 岡本 葵(長) m okamoto＠ 2 X29C2

特別演習 （大野） Special Seminar 大野博道（長） h ohno＠ 2 X29C3

特別演習 （カワモト） Special Seminar カワモトポーリン（長） pauline＠cs. 2 X2972

特別演習 （山本） Special Seminar 山本博章（長）
yamamoto
＠cs.

2 X2971

特別演習 （香山） Special Seminar 香山瑞恵（長） kayama＠cs. 2 X2988

特別演習 （不破） Special Seminar 不破 泰（長） fuwa＠ 2 X2970

特別演習 （新村） Special Seminar 新村正明（長） niimura＠cs. 2 X2976

特別演習 （國宗） Special Seminar 國宗永佳（長） kunimune＠cs. 2 X2997

特別演習 （丸山） Special Seminar 丸山 稔（長）
maruyama
＠cs.

2 X2974

特別演習 （宮尾） Special Seminar 宮尾秀俊（長） miyao＠cs. 2 X2977

特別演習 （白井） Special Seminar 白井啓一郎（長) keiichi＠ 2 X29C6

特別演習 （乙部） Special Seminar 乙部厳己（松） otobe＠math. 2 X29C1

特別演習 （高木） Special Seminar 髙木啓行（松） takagi＠math. 2 X2961

特別演習 （佐々木格） Special Seminar 佐々木 格（松） isasaki＠ 2 X2963

特別演習 （一ノ瀬） Special Seminar 一ノ瀨 弥（松）
ichinose
＠math.

2 X2953

特別演習 （谷内） Special Seminar 谷内 靖（松）
taniuchi
＠math.

2 X2983

特別演習 （筒井） Special Seminar 筒井容平（松） tsutsui＠ 2 X29E4

特別演習 （花木） Special Seminar 花木章秀（松） hanaki＠math. 2 X2959

特別演習 （佐々木洋
城）

Special Seminar
佐々木洋城（育）
（教育学部）

sasakitk＠ 2 X29B9

特別演習 （和田） Special Seminar 和田堅太郎（松) wada＠math. 2 X29D4

特別演習 （沼田） Special Seminar 沼田泰英（松) nu＠math. 2 X29D2

特別演習 （玉木） Special Seminar 玉木 大（松）
rivulus
＠math.

2 X2960

特別演習 （栗林） Special Seminar 栗林勝彦（松） kuri＠math. 2 X2958
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特別演習 （五味） Special Seminar 五味清紀（松）
kgomi
＠math.

2 X2998

特別演習 （境） Special Seminar 境 圭一（松)
ksakai
＠math.

2 X29D3

特別演習 （中山一昭） Special Seminar 中山一昭（松）
nakayama
＠math.

2 X2962

特別演習 （山崎 浩） Special Seminar 山﨑 浩（長)
yamazaki
＠cs.

2 X29C5

特別演習 （謝 賓） Special Seminar 謝 賓（松） bxie＠ 2 X2907

特別演習 （片長） Special Seminar
片長敦子（松）
（全学教育機構）

katanaga＠ 2 X2908

特別演習 （藤原） Special Seminar 藤原 洋志（長） fujiwara＠cs. 2 X29E2

特別演習 （岡野） Special Seminar 岡野浩三（長） okano＠cs. 2 X29E3

特別演習 （杉岡） Special Seminar 杉岡秀行（長） hsugioka＠ 2 X29E5

特別演習 （阿部） Special Seminar 阿部 誠（長） abe＠cs. 2 X29E6

特別演習 （松中） Special Seminar 松中大介（長） matsunaka＠ 2 X29E7

特別演習 （MYO） Special Seminar
SAI MYO THAN

 
HTAY（長）

myoth＠ 2 X29E8

全専攻共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別課題研究 Study on Special Task 主・副指導教員 - -

学外研修２単位 Training outside the school 2c 主指導教員 - 2 X9100

学外研修４単位 Training outside the school 4c 主指導教員 - 4 X9200

研究科共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

知財管理
Intellectual Property

 
Managemeat

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9000

科学技術政策特論 ※ Science and Technology Policy

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9001

※隔年間講（平成28年度開講予定）

物質創成科学専攻

物質解析科学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

樋口雅彦（松） higuchi＠ X3103
凝縮系物質科学 Condensed Matter Physics 2

志水 久（松） hshimiz＠ X3116

天児 寧（松） tenjine＠ X3105

特殊環境機能磁性体特論
Advanced Magnetic Material

 
Sciences under Special

 
Conditions

中島美帆（松） mnaka＠ 2 X3117

安達弘通（松）
（全学教育機構）

adachih＠ X3121
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プラズマ分光学 Plasma Spectroscopy 澤田圭司（長） ksawada＠ 2 X3107

竹下 徹（松） tohru＠ X3108
高エネルギー宇宙論 High Energy Universe 2

長谷川庸司（松） hasegaw＠ X3118

川村嘉春（松） haru＠azusa. X3110

小竹 悟（松）
odake
＠azusa.

2 X3111

宇宙量子構造論
Quantum Structure and

 
Cosmology

奥山和美（松）
kazumi
＠azusa.

X3119

三澤 透（松）
（全学教育機構）

misawatr＠ X3122

宗像一起（松） kmuna00＠ X3112
放射線環境科学

Science of Radiation in
 

Environment
2

加藤千尋（松） ckato＠ X3115

時空間光制御構造特論
Structures for spatiotemporal

 
control  of electromagnetic

 
waves

宮丸文章（松） miyamaru＠ 2 X3120

分子基盤科学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

尾関寿美男（松） sozeki＠ X3202

勝木明夫（松）
（全学教育機構）

akatuki＠ X3213

物質構造論 Materials Chemistry 2

濵﨑亜富（松） atom＠ X3219

伊藤冬樹（育） fito＠ X3225

大木 寛（松） h-ohki＠ X3215

物質構造解析論 Analysis of Materials Structure 2

竹内あかり（松） taakari＠ X3221

同位体科学 Isotope Science 石川 厚（松） ishikaw＠ 2 X3216

樋上照男（松） thinoue＠ X3204
分子精密計測学

Highly Sensitive Methods in
 

Analytical Chemistry
2

巽 広輔（松） tatsumi＠ X3206

金 継業（松） jin＠ X3205
分子分離分析化学

Molecular Separation in
 

Analytical Chemistry
2

髙橋史樹（松） takahashi＠ X3208

小田晃規（松） mituoda＠ X3207

高機能分子合成論
Organic Synthesis of Advanced

 
Functionalized Molecules

村上好成（松）
（全学教育機構）

muramas＠ 2 X3214

庄子 卓（松） tshoji＠ X3220

分子設計理論 Theory of Molecular Design 野村泰志（上） nomuray＠ 2 X3212

高機能分子構造論
Structural Organic Chemistry of

 
Advanced Functionalized

 
Molecules

太田 哲（松） aohta＠ 2 X3217
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飯山 拓（松） tiiyama＠

界面構造科学 Science of interfacial structure 2 X3218
マクナミー キャシ
ー エリザベス（上）

mcnamee＠

分子機能材料工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

酒井俊郎（長） tsakai＠ X3302
応用分子設計論 Applied Molecular Design 2

篠原直行（長） nshinoh＠ X3303

菅 博幸（長） sugahio＠ X3305

精密合成化学特論 Advanced Synthetic Chemistry 山口朋浩（長） mtmouth＠ 2 X3325

戸田泰徳（長） ytoda＠ X3326

先端無機材料工学特論
Advanced Ceramic Materials

 
Processing

樽田誠一（長） staruta＠ 2 X3317

機能結晶変換論
Functional  and Crystalline

 
Materials

奥村幸久（長） okumura＠ 2 X3309

単結晶材料工学
Materials Engineering of Single

 
Crystals

林 文隆（長） fhayash＠ 2 X3323

固体表面統計熱力学
Solid Surface Statistical

 
Thermodynamics

鈴木孝臣（長） takaomi＠ 2 X3310

高機能物質設計
Photochemical Design of

 
Functional Materials

田中伸明（長） ntanaka＠ 2 X3319

応用触媒設計工学
Applied Catalyst Design

 
Technology

岡田友彦（長） tomohiko＠ 2 X3327

光機能分子工学
Photofunctional  Molecular

 
Engineering

錦織広昌（長） nishiki＠ 2 X3321

無機有機機能材料設計
Development of Functional

 
Inorganic/Organic Materials

内田博久（長） uchida＠ 2 X3316

膜分離工学
Membrane Separation

 
Technology

清野竜太郎（長） rkiyono＠ 2 X3322

手嶋勝弥（長） teshima＠ X3324

結晶表面工学 Surface Engineering of Crystals 是津信行（長） zettsu＠ 2 X3330

田中厚志（長） attanaka＠ X3331

極限材料工学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

Physical Properties of
 

Polymeric Materials
髙橋正人（上） mhataka＠ X3402

繊維材料構造解析特論
Structure and Properties of

 
Polymers

谷上哲也（上） tanigam＠ 2 X3403

Structure and Properties
 

of Fiber Materials
後藤康夫（上） ygotohy＠ X3412

Multiphase System Engineering 福長 博（上） fuku＠ X3413

工業物理化学特論 ２
Heat and Mass Transfer in

 
Porous Materials

高橋伸英（上） novhide＠ X3414
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光材料化学特論 Photochemistry of Materials 宇佐美久尚（上） hisayan＠ 2 X3417

杉本 渉（上） wsugi＠
無機ナノ材料工学特論 Nanomaterials Engineering 2 X3418

望月 大（上） daim＠

Reaction Process System 長田光正（上） osadam＠ X3419反応プロセスシステム工
学特論

2
Chemical Reaction Engineering 嶋田五百里（上） iori＠ X3422

Advanced Surface Chemistry 佐藤高彰（上） takaakis＠ X3406

繊維界面制御学特論 ２
Chemical Modification of Fiber

 
Surface

瀧澤辰洋（上） ttakiz1＠ X3407

無機構造化学特論 Structural Inorganic Chemistry 沖野不二雄（上） fuokino＠ 2 X3420

Inorganic-Organic Hybrid
 

Materials
村上 泰（上） yasmura＠ X3408

無機材料触媒化学特論 ２
Inorganic-organic materials

 
interfaces

森 正悟（上） shogmori＠ X3415

超伝導工学 Superconducting Technology 小西 哉（上） konishi＠ 2 X3421

分子化学特論 Molecular Chemistry 服部義之（上） hattoriy＠ 2 X3416

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （宗像） Special Seminar 宗像一起（松） kmuna00＠ 2 X3804

特別演習 （竹下） Special Seminar 竹下 徹（松） tohru＠ 2 X3806

特別演習 （天児） Special Seminar 天児 寧（松） tenjine＠ 2 X3807

特別演習 （樋口） Special Seminar 樋口雅彦（松） higuchi＠ 2 X3808

特別演習 （小竹） Special Seminar 小竹 悟（松） odake＠azusa. 2 X3809

特別演習 （川村） Special Seminar 川村嘉春（松） haru＠azusa. 2 X3810

特別演習 （澤田） Special Seminar 澤田圭司（長） ksawada＠ 2 X3812

特別演習 （尾関） Special Seminar 尾関寿美男（松） sozeki＠ 2 X3816

特別演習 （伊藤冬樹） Special Seminar 伊藤冬樹（育） fito＠ 2 X3819

特別演習 （樋上） Special Seminar 樋上照男（松） thinoue＠ 2 X3817

特別演習 （巽） Special Seminar 巽 広輔（松） tatsumi＠ 2 X3811

特別演習 （高橋史樹） Special Seminar 高橋史樹（松） takahashi＠ 2 X3813

特別演習 （小田） Special Seminar 小田晃規（松） mituoda＠ 2 X3818

特別演習 （金） Special Seminar 金 継業（松） jin＠ 2 X3821

特別演習 （菅） Special Seminar 菅 博幸（長） sugahio＠ 2 X3831

特別演習 （奥村） Special Seminar 奥村幸久（長） okumura＠ 2 X3832

特別演習 （樽田） Special Seminar 樽田誠一（長） staruta＠ 2 X3834

特別演習 （鈴木） Special Seminar 鈴木孝臣（長） takaomi＠ 2 X3835

特別演習 （田中） Special Seminar 田中伸明（長） ntanaka＠ 2 X3836

特別演習 （清野） Special Seminar 清野竜太郎（長） rkiyono＠ 2 X3837

特別演習 （小西） Special Seminar 小西 哉（上） konishi＠ 2 X3842

特別演習 （高橋） Special Seminar 髙橋正人（上） mhataka＠ 2 X3843
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特別演習 （沖野） Special Seminar 沖野不二雄（上） fuokino＠ 2 X3845

特別演習 （村上） Special Seminar 村上 泰（上） yasmura＠ 2 X3846

特別演習 （野村） Special Seminar 野村泰志（上） nomuray＠ 2 X3847

特別演習 （大木） Special Seminar 大木 寛（松） h-ohki＠ 2 X3849

特別演習 （石川） Special Seminar 石川 厚（松） ishikaw＠ 2 X3850

特別演習 （竹内） Special Seminar 竹内あかり（松） taakari＠ 2 X3885

特別演習 （内田） Special Seminar 内田博久（長） uchida＠ 2 X3851

特別演習 （後藤） Special Seminar 後藤康夫（上） ygotohy＠ 2 X3852

特別演習 （杉本） Special Seminar 杉本 渉（上） wsugi＠ 2 X3853

特別演習 （宇佐美） Special Seminar 宇佐美久尚（上） hisayan＠ 2 X3854

特別演習 （太田哲） Special Seminar 太田 哲（松） aohta＠ 2 X3855

特別演習 （飯山） Special Seminar 飯山 拓（松） tiiyama＠ 2 X3856

特別演習 （高橋伸） Special Seminar 髙橋伸英（上） novhide＠ 2 X3857

特別演習 （福長） Special Seminar 福長 博（上） fuku＠ 2 X3858

特別演習 （服部） Special Seminar 服部義之（上） hattoriy＠ 2 X3859

特別演習 （森正悟） Special Seminar 森 正悟（上） shogmori＠ 2 X3860

特別演習 （錦織） Special Seminar 錦織広昌（長） nishiki＠ 2 X3861

特別演習 （酒井俊郎） Special Seminar 酒井俊郎（長） tsakai＠ 2 X3864

特別演習 （マクナミ
ー）

Special Seminar
MCNAMEE CATHY

 
ELIZABETH（上）

mcnamee＠ 2 X3865

特別演習 （佐藤高） Special Seminar 佐藤高彰（上） takaakis＠ 2 X3866

特別演習 （奥山） Special Seminar 奥山和美（松）
kazumi
＠azusa.

2 X3867

特別演習 （手嶋） Special Seminar 手嶋勝弥（長） teshima＠ 2 X3870

特別演習 （山口） Special Seminar 山口朋浩（長） mtmouth＠ 2 X3871

特別演習 （岡田） Special Seminar 岡田友彦（長） tomohiko＠ 2 X3874

特別演習 （宮丸） Special Seminar 宮丸文章（松） miyamaru＠ 2 X3875

特別演習 （是津） Special Seminar 是津信行（長） zettsu＠ 2 X3876

特別演習 （田中厚） Special Seminar 田中厚志（長） attanaka＠ 2 X3877

特別演習 （長田） Special Seminar 長田光正（上） osadam＠ 2 X3878

特別演習 （三澤） Special Seminar
三澤 透（松）
（全学教育機構）

misawawatr
＠

2 X3884

特別演習 （林） Special Seminar 林 文隆（長） fhayash＠ 2 X3886

特別演習 （望月） Special Seminar 望月 大（上） daim＠ 2 X3887

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （宗像） Special Seminar 宗像一起（松） kmuna00＠ 2 X3904

特別演習 （竹下） Special Seminar 竹下 徹（松） tohru＠ 2 X3906

特別演習 （天児） Special Seminar 天児 寧（松） tenjine＠ 2 X3907

特別演習 （樋口） Special Seminar 樋口雅彦（松） higuchi＠ 2 X3908

特別演習 （小竹） Special Seminar 小竹 悟（松） odake＠azusa. 2 X3909
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特別演習 （川村） Special Seminar 川村嘉春（松） haru＠azusa. 2 X3910

特別演習 （澤田） Special Seminar 澤田圭司（長） ksawada＠ 2 X3912

特別演習 （尾関） Special Seminar 尾関寿美男（松） sozeki＠ 2 X3916

特別演習 （伊藤冬樹） Special Seminar 伊藤冬樹（育） fito＠ 2 X3925

特別演習 （樋上） Special Seminar 樋上照男（松） thinoue＠ 2 X3917

特別演習 （巽） Special Seminar 巽 広輔（松） tatsumi＠ 2 X3911

特別演習 （高橋史樹） Special Seminar 高橋史樹（松） takahashi＠ 2 X3913

特別演習 （小田） Special Seminar 小田晃規（松） mituoda＠ 2 X3918

特別演習 （金） Special Seminar 金 継業（松） jin＠ 2 X3921

特別演習 （菅） Special Seminar 菅 博幸（長） sugahio＠ 2 X3931

特別演習 （奥村） Special Seminar 奥村幸久（長） okumura＠ 2 X3932

特別演習 （樽田） Special Seminar 樽田誠一（長） staruta＠ 2 X3934

特別演習 （鈴木） Special Seminar 鈴木孝臣（長） takaomi＠ 2 X3935

特別演習 （田中） Special Seminar 田中伸明（長） ntanaka＠ 2 X3936

特別演習 （清野） Special Seminar 清野竜太郎（長） rkiyono＠ 2 X3937

特別演習 （小西） Special Seminar 小西 哉（上） konishi＠ 2 X3942

特別演習 （高橋） Special Seminar 髙橋正人（上） mhataka＠ 2 X3943

特別演習 （沖野） Special Seminar 沖野不二雄（上） fuokino＠ 2 X3945

特別演習 （村上） Special Seminar 村上 泰（上） yasmura＠ 2 X3946

特別演習 （野村） Special Seminar 野村泰志（上） nomuray＠ 2 X3947

特別演習 （大木） Special Seminar 大木 寛（松） h-ohki＠ 2 X3949

特別演習 （石川） Special Seminar 石川 厚（松） ishikaw＠ 2 X3950

特別演習 （竹内） Special Seminar 竹内あかり（松） taakari＠ 2 X3985

特別演習 （内田） Special Seminar 内田博久（長） uchida＠ 2 X3951

特別演習 （後藤） Special Seminar 後藤康夫（上） ygotohy＠ 2 X3952

特別演習 （杉本） Special Seminar 杉本 渉（上） wsugi＠ 2 X3953

特別演習 （宇佐美） Special Seminar 宇佐美久尚（上） hisayan＠ 2 X3954

特別演習 （太田哲） Special Seminar 太田 哲（松） aohta＠ 2 X3955

特別演習 （飯山） Special Seminar 飯山 拓（松） tiiyama＠ 2 X3956

特別演習 （高橋伸） Special Seminar 髙橋伸英（上） novhide＠ 2 X3957

特別演習 （福長） Special Seminar 福長 博（上） fuku＠ 2 X3958

特別演習 （服部） Special Seminar 服部義之（上） hattoriy＠ 2 X3959

特別演習 （森正悟） Special Seminar 森 正悟（上） shogmori＠ 2 X3960

特別演習 （錦織） Special Seminar 錦織広昌（長） nishiki＠ 2 X3961

特別演習 （酒井俊郎） Special Seminar 酒井俊郎（長） tsakai＠ 2 X3964

特別演習 （マクナミ
ー）

Special Seminar
MCNAMEE CATHY

 
ELIZABETH（上）

mcnamee＠ 2 X3965

特別演習 （佐藤高） Special Seminar 佐藤高彰（上） takaakis＠ 2 X3966

特別演習 （奥山） Special Seminar 奥山和美（松）
kazumi
＠azusa.

2 X3967
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特別演習 （手嶋） Special Seminar 手嶋勝弥（長） teshima＠ 2 X3968

特別演習 （山口） Special Seminar 山口朋浩（長） mtmouth＠ 2 X3969

特別演習 （岡田） Special Seminar 岡田友彦（長） tomohiko＠ 2 X3972

特別演習 （宮丸） Special Seminar 宮丸文章（松） miyamaru＠ 2 X3975

特別演習 （是津） Special Seminar 是津信行（長） zettsu＠ 2 X3976

特別演習 （田中厚） Special Seminar 田中厚志（長） attanaka＠ 2 X3977

特別演習 （長田） Special Seminar 長田光正（上） osadam＠ 2 X3978

特別演習 （三澤） Special Seminar
三澤 透（松）
（全学教育機構）

misawawatr
＠

2 X3984

特別演習 （林） Special Seminar 林 文隆（長） fhayash＠ 2 X3986

特別演習 （望月） Special Seminar 望月 大（上） daim＠ 2 X3987

全専攻共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別課題研究 Study on Special Task 主・副指導教員 - -

学外研修２単位 Training outside the school 2c 主指導教員 - 2 X9100

学外研修４単位 Training outside the school 4c 主指導教員 - 4 X9200

研究科共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

知財管理
Intellectual Property

 
Managemeat

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9000

科学技術政策特論 ※ Science and Technology Policy

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9001

※隔年間講（平成28年度開講予定）

山岳地域環境科学専攻

大気･水･生物環境科学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

大気雪氷圏科学 Glaciological Science 鈴木啓助（松） kei＠ 2 X4105

光遠隔大気計測特論
Optical Remote Sensing  for

 
Atmosphere

川原琢也（長） kawahara＠cs. 2 X4117

環境地水工学
Advances in Environmental

 
Hydrology

寒川典昭（長） nsogawa＠ 2 X4102

環境影響評価特論
Advanced Course of

 
Environmental Impact

 
Assessment

宮原裕一（松）
（山地）

miyabar＠ 2 X4106

集水域物質循環特論
Biogeochemical Cycle in

 
Watershed

戸田任重（松） h-toda＠ 2 X4103

花里孝幸（松）
（山地）

thanaza＠ X4108

陸水生態学特論
Advanced Course in

 
Limnoecology

2

朴 虎東（松） pparkhd＠ X4109
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地水域微生物学
Soil and Freshwater

 
Microbiology

國頭 恭（松） kunito＠ 2 X4110

佐藤利幸（松） toshibo＠ X4111
地域多様性生態学 Ecological Diversity 2

島野光司（松） shimano＠ X4112

進化多様性生物学
Diversity and Evolutionary

 
Biology

東城幸治（松） ktojo＠ 2 X4118

共生生物学 Symbiology 市野隆雄（松） itinot＠ 2 X4113

生物環境適応論
Environmental Adaptation

 
Biology

高橋耕一（松） koichit＠ ２ X4115

大気境界層気象学
Atmospheric Boundary-Layer

 
Meteorology

岩田拓記（松） hiwata＠ ２ X4120

地殻環境科学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

中屋眞司（長） nakayas＠ 2 X4203
地質災害科学特論 Geohazards Mitigation Science

齋藤武士（松） saitou＠ X4202

山地形成科学特論
Advanced Science of Mountain

 
Building Processes

原山 智（松） shara＠ 2 X4204

大塚 勉（松）
（全学教育機構）

otsukat＠ 2 X4205

山地地殻変動論 Tectonics of Mountains

常盤哲也（松） tokiwa＠ 2 X4206

森清壽郎（松） xmoriki＠ X4207
地殻物質相平衡論 Petrologic Phase Equilibria 2

牧野州明（松） makinox＠ X4208

保柳康一（松） hoya101＠ X4209
環境変動解析論 Stratigraphic Sequence Analysis 2

山田 桂（松） katsurai＠ X4216

地球環境変遷学特論
Paleoenvironmental change and

 
historical geology

吉田孝紀（松） kyosida＠ 2 X4217

古環境科学特論 Paleoenvironmental Science 村越直美（松） nao＠ 2 X4215

地域環境共生学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

岡野哲郎（伊） teokano＠ X4301
森林立地学特論 Advanced Silviculture 2

小林 元（伊） kobaafc＠ X4319

環境評価学特論
Advanced Environmental

 
Evaluation

荒瀬輝夫（伊） tearase＠ 2 X4303

武田孝志（伊） takeda＠ X4305

木材物理学特論 Advanced Wood Physics 安江 恒（伊） yasue＠ 2 X4306

細尾佳宏（伊） Hosoo＠ X4304

植木達人（伊） tatueki＠ X4309

森林計画学特論 Advanced Forest Planning 加藤正人（伊） mkatoh＠ 2 X4310

齋藤仁志（伊） m saito＠ X4314

平松晋也（伊） shira＠ X4316
治山砂防学特論

Advanced forest conservation
 

and erosion control
2

福山泰治郎（伊） tjrfkym＠ X4317
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佐々木邦博（伊） ksasaki＠ X4312
緑地計画学特論 Advanced Landscape Planning 2

上原三知（伊） ueharam＠ X4321

緑地生態学特論 Advanced Landscape Ecology 大窪久美子（伊） zuiko＠ 2 X4313

農村計画学特論 Advanced Rural Planning 藤居良夫（長） fujiiyo＠ 2 X4315

生産環境学特論
Advanced Environmental

 
Biophysics

鈴木 純（伊） jsuzuki＠ ２ X4318

野生動物管理学特論 Wildlife Management 泉山茂之（伊） izumiy＠ 2 X4320

地域文化学特論 History and Area Studies
笹本正治（松）
（人文学部）

sasamot＠ 2 X4322

環境創生構築学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

大上俊之（長） tohkami＠ X4403

構造システム工学特論
Advanced Structural  System

 
Engineering

小山 茂（長） koyama＠ 2 X4419

曹 西（長） xicaoca＠ X4423

構造設計論
Design Methods and Seismic

 
Safety of Connectionsia Steel

 
Structures

金子洋文（長） hkaneko＠ 2 X4404

橋梁計画設計論 Planning and design of bridges 清水 茂（長） shims00＠ 2 X4420

運輸交通システム論 Transportation system 高瀬達夫（長） ttakase＠ 2 X4421

浅野良晴（長） yasanok＠ X4409

水環境計画
Urban and Architecture

 
Planning to Water Environment

松本明人（長） amatsu1＠ 2 X4410

豊田政史（長） mtoyo＠ X4424

都市保全再生論
On Urban Conservation and

 
Rehabilitation

土本俊和（長） tsuch01＠ X4411

髙木直樹（長） kaklabo＠ X4413
環境情報システム論

Environmental Information
 

System
2

柳瀬亮太（長） ryota＠ X4414

梅崎健夫（長） umezaki＠ X4415

軟弱地盤防災論
Disasters Prevention of

 
Soft Ground

田守伸一郎（長） tamoris＠ 2 X4416

河村 隆（長） t kawa＠ X4425

寺内美紀子（長） terauchi＠ X4427
建築意匠特論

Advanced Architectural Design
 

Theory
2

梅干野成央（長） hoyano＠ X4426

サスティナブル建築論 Sustainable Building 高村秀紀（長） takam＠ 2 X4422

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （花里) Special Seminar 花里孝幸（松） thanaza＠ 2 X4801

特別演習 （佐藤） Special Seminar 佐藤利幸（松） toshibo＠ 2 X4802

特別演習 （市野） Special Seminar 市野隆雄（松） itinot＠ 2 X4803

特別演習 （戸田） Special Seminar 戸田任重（松） h-toda＠ 2 X4805

特別演習 （鈴木啓） Special Seminar 鈴木啓助（松） kei＠ 2 X4806

特別演習 （朴） Special Seminar 朴 虎東（松） pparkhd＠ 2 X4807
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特別演習 （宮原） Special Seminar 宮原裕一（松） miyabar＠ 2 X4808

特別演習 （國頭） Special Seminar 國頭 恭（松） kunito＠ 2 X4809

特別演習 （島野） Special Seminar 島野光司（松） shimano＠ 2 X4810

特別演習 （高橋） Special Seminar 高橋耕一（松） koichit＠ 2 X4811

特別演習 （岩田） Special Seminar 岩田拓記（松） hiwata＠ 2 X4812

特別演習 （齋藤） Special Seminar 齋藤武士（松） saitou＠ 2 X4817

特別演習 （原山） Special Seminar 原山 智（松） shara＠ 2 X4820

特別演習 （常盤） Special Seminar 常盤哲也（松） tokiwa＠ 2 X4822

特別演習 （森清） Special Seminar 森清壽郎（松） xmoriki＠ 2 X4821

特別演習 （吉田） Special Seminar 吉田孝紀（松） kyosida＠ 2 X4825

特別演習 （保柳） Special Seminar 保柳康一（松） hoya101＠ 2 X4826

特別演習 （牧野） Special Seminar 牧野州明（松） makinox＠ 2 X4827

特別演習 （中屋） Special Seminar 中屋眞司（長） nakayas＠ 2 X4829

特別演習 （岡野） Special Seminar 岡野哲郎（伊） teokano＠ 2 X4830

特別演習 （植木） Special Seminar 植木達人（伊） tatueki＠ 2 X4835

特別演習 （佐々木） Special Seminar 佐々木邦博（伊） ksasaki＠ 2 X4837

特別演習 （武田） Special Seminar 武田孝志（伊） takeda＠ 2 X4840

特別演習 （安江） Special Seminar 安江 恒（伊） yasue＠ 2 X4841

特別演習 （加藤） Special Seminar 加藤正人（伊） mkatoh＠ 2 X4842

特別演習 （大窪） Special Seminar 大窪久美子（伊） zuiko＠ 2 X4843

特別演習 （浅野） Special Seminar 浅野良晴（長） yasanok＠ 2 X4848

特別演習 （土本） Special Seminar 土本俊和（長） tsuch01＠ 2 X4850

特別演習 （大上） Special Seminar 大上俊之（長） tohkami＠ 2 X4852

特別演習 （田守） Special Seminar 田守伸一郎（長） tamoris＠ 2 X4853

特別演習 （高木） Special Seminar 高木直樹（長） takam＠ 2 X4854

特別演習 （清水） Special Seminar 清水 茂（長） shims00＠ 2 X4855

特別演習 （梅崎） Special Seminar 梅崎健夫（長） umezaki＠ 2 X4856

特別演習 （村越） Special Seminar 村越直美（松） nao＠ 2 X4861

特別演習 （藤居） Special Seminar 藤居良夫（長） fujiiyo＠ 2 X4862

特別演習 （平松） Special Seminar 平松晋也（伊） shira＠ 2 X4863

特別演習 （小山茂） Special Seminar 小山 茂（長） koyama＠ 2 X4867

特別演習 （泉山） Special Seminar 泉山茂之（伊） izumiy＠ 2 X4868

特別演習 （東城） Special Seminar 東城幸治（松） ktojo＠ 2 X4869

特別演習 （細尾） Special Seminar 細尾佳宏（伊） Hosoo＠ 2 X4870

特別演習 （山田） Special Seminar 山田 桂（松） katsurai＠ 2 X4871

特別演習 （寺内） Special Seminar 寺内美紀子（長） terauchi＠ 2 X4872

特別演習 （川原） Special Seminar 川原琢也（長） kawahara＠cs. 2 X4873

特別演習 （曹） Special Seminar 曹 西（長） xicaoca＠ 2 X4874

特別演習 （高瀬） Special Seminar 高瀬達夫（長） ttakase＠ 2 X4875

特別演習 （豊田） Special Seminar 豊田政史（長） mtoyo＠ 2 X4876
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特別演習 （柳瀬） Special Seminar 柳瀬亮太（長） ryota＠ 2 X4878

特別演習 （河村） Special Seminar 河村 隆（長） t kawa＠ 2 X4879

特別演習 （梅干野） Special Seminar 梅干野成央（長） hoyano＠ 2 X4880

特別演習 （高村） Special Seminar 高村秀紀（長） takam＠ 2 X4881

特別演習 （金子） Special Seminar 金子洋文（長） hkaneko＠ 2 X4882

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （花里） Special Seminar 花里孝幸（松） thanaza＠ 2 X4901

特別演習 （佐藤） Special Seminar 佐藤利幸（松） toshibo＠ 2 X4902

特別演習 （市野） Special Seminar 市野隆雄（松） itinot＠ 2 X4903

特別演習 （戸田） Special Seminar 戸田任重（松） h-toda＠ 2 X4905

特別演習 （鈴木啓） Special Seminar 鈴木啓助（松） kei＠ 2 X4906

特別演習 （朴） Special Seminar 朴 虎東（松） pparkhd＠ 2 X4907

特別演習 （宮原） Special Seminar 宮原裕一（松） miyabar＠ 2 X4908

特別演習 （國頭） Special Seminar 國頭 恭（松） kunito＠ 2 X4909

特別演習 （島野） Special Seminar 島野光司（松） shimano＠ 2 X4910

特別演習 （高橋） Special Seminar 高橋耕一（松） koichit＠ 2 X4911

特別演習 （岩田） Special Seminar 岩田拓記（松） hiwata＠ 2 X4912

特別演習 （齋藤） Special Seminar 齋藤武士（松） saitou＠ 2 X4917

特別演習 （原山） Special Seminar 原山 智（松） shara＠ 2 X4920

特別演習 （常盤） Special Seminar 常盤哲也（松） tokiwa＠ 2 X4922

特別演習 （森清） Special Seminar 森清壽郎（松） xmoriki＠ 2 X4921

特別演習 （吉田） Special Seminar 吉田孝紀（松） kyosida＠ 2 X4925

特別演習 （保柳） Special Seminar 保柳康一（松） hoya101＠ 2 X4926

特別演習 （牧野） Special Seminar 牧野州明（松） makinox＠ 2 X4927

特別演習 （中屋） Special Seminar 中屋眞司（長） nakayas＠ 2 X4929

特別演習 （岡野） Special Seminar 岡野哲郎（伊） teokano＠ 2 X4930

特別演習 （植木） Special Seminar 植木達人（伊） tatueki＠ 2 X4935

特別演習 （佐々木） Special Seminar 佐々木邦博（伊） ksasaki＠ 2 X4937

特別演習 （武田） Special Seminar 武田孝志（伊） takeda＠ 2 X4940

特別演習 （安江） Special Seminar 安江 恒（伊） yasue＠ 2 X4941

特別演習 （加藤） Special Seminar 加藤正人（伊） mkatoh＠ 2 X4942

特別演習 （大窪） Special Seminar 大窪久美子（伊） zuiko＠ 2 X4943

特別演習 （浅野） Special Seminar 浅野良晴（長） yasanok＠ 2 X4948

特別演習 （土本） Special Seminar 土本俊和（長） tsuch01＠ 2 X4950

特別演習 （大上） Special Seminar 大上俊之（長） tohkami＠ 2 X4952

特別演習 （田守） Special Seminar 田守伸一郎（長） tamoris＠ 2 X4953

特別演習 （高木） Special Seminar 高木直樹（長） takam＠ 2 X4954

特別演習 （清水） Special Seminar 清水 茂（長） shims00＠ 2 X4955
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特別演習 （梅崎） Special Seminar 梅崎健夫（長） umezaki＠ 2 X4956

特別演習 （村越） Special Seminar 村越直美（松） nao＠ 2 X4961

特別演習 （藤居） Special Seminar 藤居良夫（長） fujiiyo＠ 2 X4962

特別演習 （平松） Special Seminar 平松晋也（伊） shira＠ 2 X4963

特別演習 （小山茂） Special Seminar 小山 茂（長） koyama＠ 2 X4967

特別演習 （泉山） Special Seminar 泉山茂之（伊） izumiy＠ 2 X4968

特別演習 （東城） Special Seminar 東城幸治（松） ktojo＠ 2 X4969

特別演習 （細尾） Special Seminar 細尾佳宏（伊） Hosoo＠ 2 X4970

特別演習 （山田） Special Seminar 山田 桂（松） katsurai＠ 2 X4971

特別演習 （寺内） Special Seminar 寺内美紀子（長） terauchi＠ 2 X4972

特別演習 （川原） Special Seminar 川原琢也（長） kawahara＠cs. 2 X4973

特別演習 （曹） Special Seminar 曹 西（長） xicaoca＠ 2 X4974

特別演習 （高瀬） Special Seminar 高瀬達夫（長） ttakase＠ 2 X4975

特別演習 （豊田） Special Seminar 豊田政史（長） mtoyo＠ 2 X4976

特別演習 （柳瀬） Special Seminar 柳瀬亮太（長） ryota＠ 2 X4978

特別演習 （河村） Special Seminar 河村 隆（長） t kawa＠ 2 X4979

特別演習 （梅干野） Special Seminar 梅干野成央（長） hoyano＠ 2 X4980

特別演習 （高村） Special Seminar 高村秀紀（長） takam＠ 2 X4981

特別演習 （金子） Special Seminar 金子洋文（長） hkaneko＠ 2 X4982

全専攻共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別課題研究 Study on Special Task 主・副指導教員 - -

学外研修２単位 Training outside the school 2c 主指導教員 - 2 X9100

学外研修４単位 Training outside the school 4c 主指導教員 - 4 X9200

研究科共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

知財管理
Intellectual Property

 
Managemeat

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9000

科学技術政策特論 ※ Science and Technology Policy

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9001

※隔年間講（平成28年度開講予定）

生物・食料科学専攻

生物・生命科学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

久保浩義（松） hkubo77＠ X5102

伊藤靖夫（松）
（全学教育機構）

ysoitoh＠ X5117
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遺伝情報制御論
Regulation of Genetic

 
Information

2

柴田直樹（松） oryzias＠ X5118

高梨功次郎（松） takanashi＠ X5120

浅見崇比呂（松） asami99＠ X5103
進化生態遺伝学特論

Evolutio n a r y E c o l o g i c a l
 

Genetics
2

髙田啓介（松） keisuke＠ X5104

動物発生学特論
Advanced Developmental

 
Biology

小野珠乙（伊） tamaoon＠ 2 X5105

植物資源育種学特論
Advanced Plant Breeding

 
Science

松島憲一（伊） matuken＠ 2 X5119

花卉園芸学特論
Advanced of Floriculture and

 
Ornamental Horticulture

杉本光公（松）
（全学教育機構）

sugi-26＠ 2 X5108

動物生殖学特論
Advanced Animal

 
Biotechnology

鏡味 裕（伊） kagami＠ 2 X5109

福田正樹（伊） mf0130y＠ X5110
きのこ育種学特論

Advanced Mushroom
 

Breeding
2

山田明義（伊） akiyosh＠ X5111

濵野光市（伊） khamano＠ X5113

動物発生工学特論
Advanced Animal

 
Biotechnology

髙木優二（伊） ytakagi＠ 2 X5114

鈴木俊介（伊） ssuzuki＠ X5112

果樹生産学特論 Advanced Pomology 伴野 潔（伊） bannoki＠ 2 X5115

分子生命工学特論 Molecular Biotechnology 下里剛士（伊） shimot＠ 2 X5116

食資源生産学部門

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

平松浩二（伊） seitaik＠
動物生体機構学特論

Advanced Animal  Functional
 

Anatomy
2 X5202

渡邉敬文（伊） yosenabe＠

動物生理学特論 Advanced Animal Physiology 米倉真一（伊） yonekura＠ 2 X5203

今津道夫（松）
（全学教育機構）

imazum＠ X5205

植物病理学特論 Advanced Plant Pathology 2

加藤新平（伊） shinpei＠ X5220

土壌生物学特論 Advanced Soil Biology 齋藤勝晴（伊） saitok＠ 2 X5200

蔬菜生産学特論 Advanced Vegetable Crop Science 未定（ ） ― 2 X5207

植物栄養学特論 Advanced Plant Nutrition 井上直人（伊） inoue55＠ 2 X5208

萩原素之（伊） mothagi＠ X5209
作物生産学特論

Advanced Crop Production
 

Science
2

春日重光（伊） skasuga＠ X5210

神 勝紀（伊） kkkohss＠ X5212
動物栄養学特論 Advanced Animal Nutrition 2

上野 豊（伊） ytkuyeno＠ X5214

動物行動管理学特論
Advanced Ethology and Animal

 
Management

竹田謙一（伊） ktakeda＠ X5219

農業経営経済学特論
Advanced Agricultural

 
Economics and Management

佐々木 隆（伊） tsasaki＠ 2 X5215

雑草生態管理学特論 Advanced Weed Management 渡邉 修（伊） wtnabe＠ 2 X5217
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食品科学講座

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

光植物工場特論 Advanced Plant Photofactory 小嶋政信（伊） mkojima＠ 2 X5301

真壁秀文（伊） makabeh＠ X5304

食品有機化学特論
Advanced organic chemistry for

 
food

一ノ瀬仁美（伊） hichinose＠ 2 X5305

伊原正喜（伊） m ihara＠ X5307

青果物機能学特論
Advanced Food Science on

 
Fruits and Vegetables

濵渦康範（伊） hamauzu＠ 2 X5306

食品機能学特論 Advanced Food Bioscience 河原岳志（伊） tkawafb＠ X5308

食品酵素化学特論
Advanced Enzyme Chemistry

 
for Food Processing

藤井 博（伊） hfujii＠ 2 X5317

池田正人（伊） m ikeda＠ X5310

食品微生物学特論 Advanced Food Microbiology 保坂 毅（伊） thosaka＠ 2 X5320

竹野誠記（伊） stakeno＠ X5322

中村宗一郎（伊） snakamu＠ X5311
食品分子化学特論 Advanced Food Chemistry 2

片山 茂（伊） skata＠ X5321

千 菊夫（伊） kik1000＠ X5312
食品遺伝子工学特論

Advanced Genetic Engineering
 

for Food
2

田渕 晃（伊） tabuchi＠ X5313

食品分子工学特論 Advanced Food Biotechnology 中村浩蔵（伊） knakamu＠ 2 X5315

食品機能分子解析学特論
Advanced Chemistry of

 
Functional  Biomolecules for

 
Food

藤田智之（伊） tfujita＠ 2 X5316

食品創製学講座（連携講座）

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

食品創製学特論
Advanced Science of Functional

 
Food Creation

加藤真晴（客）（伊）
kato.masaharu
＠so.fujioil.
co.jp

2 X5401

食品創製学特論
Advanced Science of Functional

 
Food Creation

高松清治（客）(伊)
takamatsu.
kiyoharu
＠so.fujioil.co.jp

2 X5402

食品創製学特論
Advanced Science of Functional

 
Food Creation

前渕元宏（客）（伊）
maebuchi.
motohiro
＠so.fujioil.co.jp

2 X5403

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （高田） Special Seminar 髙田啓介（松） keisuke＠ 2 X5802

特別演習 （浅見） Special Seminar 浅見崇比呂（松） asami99＠ 2 X5803

特別演習 （久保） Special Seminar 久保浩義（松） hkubo77＠ 2 X5804

特別演習 （髙梨） Special Seminar 髙梨功次郎（松） takanashi＠ 2 X5856

特別演習 （小野） Special Seminar 小野珠乙（伊） tamaoon＠ 2 X5805

特別演習 （濵野） Special Seminar 濵野光市（伊） khamano＠ 2 X5809

特別演習 （伴野） Special Seminar 伴野 潔（伊） bannoki＠ 2 X5810
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特別演習 （福田） Special Seminar 福田正樹（伊） mf0130y＠ 2 X5811

特別演習 （鏡味） Special Seminar 鏡味 裕（伊） kagami＠ 2 X5813

特別演習 （山田） Special Seminar 山田明義（伊） akiyosh＠ 2 X5814

特別演習 （加藤） Special Seminar 加藤新平（伊） shinpei＠ 2 X5815

特別演習 （井上） Special Seminar 井上直人（伊） inoue55＠ 2 X5819

特別演習 （萩原） Special Seminar 萩原素之（伊） mothagi＠ 2 X5820

特別演習 （神） Special Seminar 神 勝紀（伊） kkkohss＠ 2 X5822

特別演習 （佐々木隆） Special Seminar 佐々木 隆（伊） tsasaki＠ 2 X5825

特別演習 （平松） Special Seminar 平松浩二（伊） seitaik＠ 2 X5827

特別演習 （米倉） Special Seminar 米倉真一（伊） yonekura＠ 2 X5828

特別演習 （春日） Special Seminar 春日重光（伊） skasuga＠ 2 X5831

特別演習 （小嶋） Special Seminar 小嶋政信（伊） mkojima＠ 2 X5832

特別演習 （池田） Special Seminar 池田正人（伊） m ikeda＠ 2 X5838

特別演習 （真壁） Special Seminar 真壁秀文（伊） makabeh＠ 2 X5840

特別演習 （渡邉） Special Seminar 渡邉 修（伊） wtnabe＠ 2 X5845

特別演習 （中村宗） Special Seminar 中村宗一郎（伊） snakamu＠ 2 X5846

特別演習 （藤田） Special Seminar 藤田智之（伊） tfujita＠ 2 X5848

特別演習 （藤井） Special Seminar 藤井 博（伊） hfujii＠ 2 X5850

特別演習 （松島） Special Seminar 松島憲一（伊） matuken＠ 2 X5851

特別演習 （竹田謙一） Special Seminar 竹田謙一（伊） ktakeda＠ 2 X5852

特別演習 （下里） Special Seminar 下里剛士（伊） shimot＠ 2 X5853

特別演習 （齋藤） Special Seminar 齋藤勝晴（伊） saitok＠ 2 X5854

特別演習

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別演習 （髙田） Special Seminar 髙田啓介（松） keisuke＠ 2 X5902

特別演習 （浅見） Special Seminar 浅見崇比呂（松） asami99＠ 2 X5903

特別演習 （久保） Special Seminar 久保浩義（松） hkubo77＠ 2 X5904

特別演習 （高梨） Special Seminar 髙梨功次郎（松） takanashi＠ 2 X5956

特別演習 （小野） Special Seminar 小野珠乙（伊） tamaoon＠ 2 X5905

特別演習 （濵野） Special Seminar 濵野光市（伊） khamano＠ 2 X5909

特別演習 （伴野） Special Seminar 伴野 潔（伊） bannoki＠ 2 X5910

特別演習 （福田） Special Seminar 福田正樹（伊） mf0130y＠ 2 X5911

特別演習 （鏡味） Special Seminar 鏡味 裕（伊） kagami＠ 2 X5913

特別演習 （山田） Special Seminar 山田明義（伊） akiyosh＠ 2 X5914

特別演習 （加藤） Special Seminar 加藤新平（伊） shinpei＠ 2 X5915

特別演習 （井上） Special Seminar 井上直人（伊） inoue55＠ 2 X5919

特別演習 （萩原） Special Seminar 萩原素之（伊） mothagi＠ 2 X5920

特別演習 （神） Special Seminar 神 勝紀（伊） kkkohss＠ 2 X5922

特別演習 （佐々木） Special Seminar 佐々木 隆（伊） tsasaki＠ 2 X5925
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特別演習 （平松） Special Seminar 平松浩二（伊） seitaik＠ 2 X5927

特別演習 （米倉） Special Seminar 米倉真一（伊） yonekura＠ 2 X5928

特別演習 （春日） Special Seminar 春日重光（伊） skasuga＠ 2 X5931

特別演習 （小嶋） Special Seminar 小嶋政信（伊） mkojima＠ 2 X5932

特別演習 （池田） Special Seminar 池田正人（伊） m ikeda＠ 2 X5938

特別演習 （真壁） Special Seminar 真壁秀文（伊） makabeh＠ 2 X5940

特別演習 （渡邉） Special Seminar 渡邉 修（伊） wtnabe＠ 2 X5945

特別演習 （中村） Special Seminar 中村宗一郎（伊） snakamu＠ 2 X5946

特別演習 （藤田） Special Seminar 藤田智之（伊） tfujita＠ 2 X5948

特別演習 （藤井） Special Seminar 藤井 博（伊） hfujii＠ 2 X5950

特別演習 （松島） Special Seminar 松島憲一（伊） matuken＠ 2 X5951

特別演習 （竹田） Special Seminar 竹田謙一（伊） ktakeda＠ 2 X5952

特別演習 （下里） Special Seminar 下里剛士（伊） shimot＠ 2 X5953

特別演習 （齋藤） Special Seminar 齋藤勝晴（伊） saitok＠ 2 X5954

特別演習 （髙梨） Special Seminar 髙梨功次郎（松） takanashi＠ 2 X5956

全専攻共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

特別課題研究 Study on Special Task 主・副指導教員 - -

学外研修２単位 Training outside the school 2c 主指導教員 - 2 X9100

学外研修４単位 Training outside the school 4c 主指導教員 - 4 X9200

研究科共通

授業科目 英語表記 担当教員(所属キャンパス) E-Mail 単位数 履修登録コード

知財管理
Intellectual Property

 
Managemeat

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9000

科学技術政策特論 ※ Science and Technology Policy

国内招聘教員等（単
位認定者：研究科
長）

- 2 X9001

※隔年間講（平成28年度開講予定）
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生命機能・ファイバー工学専攻

生物機能科学部門

植物生理分子機能学特論

＜野末雅之教授・野川優洋准教授＞

多種多様な二次代謝系の発現は，高等植物の代謝生理学的特徴のひとつである。その発

現には，外界の環境要因の影響とともに植物細胞に特徴的な細胞構造やオルガネラ機能が

重要な役割を果している。二次代謝系の発現機構に関わる遺伝子機能や細胞機能の解析を

通して，植物細胞の分子生物学について講義する。

遺伝子機能工学特論

＜林田信明教授・海老沼宏安教授・野村隆臣助教・新井亮一助教＞

核酸中の塩基配列から成る遺伝情報は，タンパク質のアミノ酸配列を決定するのみなら

ず，遺伝子の発現調節にも重要な関与をしている。また，高等生物においては，特定細胞

で遺伝子の再構成が起こる例も知られ，遺伝子のダイナミックな挙動に関心が集まってい

る。これら遺伝子の機能についての知見は，遺伝子工学を用いた応用研究の展開に欠かせ

ぬものである。本特論では，遺伝子の構造と機能について最新の報告も含めて概説する。

機能ゲノム学特論

＜松村英生准教授＞

最新のゲノム科学および遺伝子発現や遺伝子機能解析の技術を紹介するとともに，それ

らの技術を利用したアプローチによる植物の生殖，環境応答，病原体との相互作用などに

ついて論じる。

微生物資源工学特論

＜下坂 誠教授＞

化石資源に依存せずバイオマスに立脚した物質生産・エネルギー利用システムを構築す

ることは重要な課題である。微生物は多様な代謝系を有しており，生物反応を利用した反

応システム構築のための貴重な資源である。本特論では，未知の微生物も含めて，微生物

由来の遺伝子・酵素資源を探索利用する方法論について講義する。

微生物細胞工学特論

＜志田敏夫教授・山本博規准教授・小笠原寛助教＞

微生物細胞の仕組や機能を分子遺伝学，細胞工学，生物化学的側面より講義し，工学的

利用法について考察する。特に細胞壁溶解酵素の遺伝子構造，微生物細胞のゲノム工学，

細胞分化のモデルとしての胞子形成，細胞の分泌メカニズムと蛋白質生産，二次代謝物生

合成経路を基礎とした新物質生産への誘導について述べる。
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環境生態学特論

＜平林公男教授・森脇 洋教授＞

各種生態系を比 し，その機能と構造を解析する方法について講義する。また，生物群

集とヒトとの係わりについて論じ，生態系保全の方法論およびその技術論について触れる。

さらに環境汚染問題についても概説し，汚染物質が生物や生態系に与える影響について，

生物学的および化学的な観点から論じる。加えて，環境浄化技術についても解説する。

蚕機能学特論

＜白井孝治准教授＞

昆虫は地球上で最も繁栄している生物種である．物質生産・分解および増殖に関し高い

機能を有し，さらに様々な環境への適応能力等も優れている。本特論では，主としてカイ

コでなされた脱皮・変態・休眠及び多型性制御機構並びに吐糸や交尾・産卵等の行動制御

機構に関するこれまでの研究例を紹介しつつ，生体機能の発現に係わる細胞形態・生理・

神経・内分泌機構について論述する。

蚕利用工学特論

＜梶浦善太教授・塩見邦博准教授＞

蚕を中心とした昆虫利用のこれまでの分野とこれからの分野を概説する。とくに，昆虫

病理学の研究成果のバイオテクノロジーへの多様な応用例，昆虫の生産物や生体分子の利

用，昆虫遺伝子とその利用の将来像などを詳しく紹介する。

酵素工学特論

＜天野良彦教授・水野正浩助教＞

酵素の生産から反応機構および速度論的解析などの基本的な事項について説明し，つい

で酵素応用技術の現状および今後の展望について解説する。

酵素機能学特論

＜野﨑功一准教授＞

主にバイオマス資源糖質の利用に有用な糖質関連酵素について，その構造と機能および

有用物質生産への応用について説明する。また，酵素遺伝子について，微生物を宿主とし

た発現と分泌の方法論について解説する。

分子生命科学

＜片岡正和准教授＞

微生物から神経まで，統合システムとしての生命活動のしくみを，機能分子を中心とし

た応用的視点で解説する。

生殖工学特論

＜保地眞一教授・高島誠司助教＞
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トランスジェニック技術による外来遺伝子の機能解析，受精メカニズムの解明と補助受

精技術の開発，核移植によるクローン動物の作製とその応用，等々，精子・卵子・胚とい

った生殖細胞を用いた発生工学的技術の社会的貢献の有り方を伝授する。

昆虫生体高分子特論

＜玉田 靖教授＞

カイコ由来のシルクが持つ多様な機能特性を活用し，医用分野で利用できるバイオ材料

の開発を進展させることは重要な課題である。天然生体高分子として魅力あるシルクは新

しい医用材料として関心が寄せられている。本特論では，シルクの化学構造，物理学的特

性ならびにシルクの多目的な利用技術の開発を解説しながら，医用分野におけるシルクの

多目的な応用，将来展望に関する総合的な講義を行う。

植物分子生物学特論

＜田口悟朗准教授＞

植物のもつ様々な機能を分子生物学及び生物化学的側面から講義し，さらに工学的な利

用法について考察する。特に，その作り出す多種多様な物質に焦点を当てて，それに関わ

る酵素機能や遺伝子機能の解析と，物質生産に応用する取り組みについて最新の事例を含

めて講義する。

植物生産学特論

＜堀江智明准教授＞

近年，地球温暖化に伴う気候変動によって農業環境は悪化し，農作物の収量の維持は危

機に晒されようとしている。深刻な食糧・環境問題を解決するために植物工学的技術を駆

使してどのような技術が現在，そしてこれから導入されようとしているか論ずる。

進化情報工学特論

＜松村嘉之准教授＞

タンパク質の立体構造と機能は密接な関係を持つことから，タンパク質の立体構造の解

明は，その機能を解明するために重要である。将来の望ましい機能にあわせたタンパク質

の立体構造を設計することを目標に，タンパク質の立体構造予測のための進化型計算手法

を用いた最適化について論ずる。

ファイバー機能工学部門

ナノファイバー化学特論

＜英 謙二教授・鈴木正浩教授・撹上将規助教＞

長い年月の末に獲得した生物のもつ優れた機能をナノファイバー化学の視点で捉え，そ

の生成機構を講義するとともに，各種の機能材料への工学的な応用の可能性について説明

する。
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超分子機能工学

＜木村 睦教授・吉田裕安材助教＞

多数・多種分子の集合および組織化による超分子材料の設計と工学的応用に関する講義

を行う。

立体選択的合成化学特論

＜藤本哲也准教授・西井良典准教授＞

生体中の酵素は，極めて巧みな作用機構により生体反応を触媒し立体選択的に生成物を

生じる。本授業では，酵素の触媒機構を模倣した有機合成化学における不斉有機触媒の発

展を中心に，近年開発された立体選択的反応および不斉触媒について講義する。

繊維集合体加工学特論

＜鮑 力民教授・木村裕和教授・若月 薫准教授＞

絹や綿などの天然繊維材料をはじめ，繊維の構造と特徴について述べ，一次元，二次元

ならびに三次元繊維集合体の高性能化，高付加価値化，機能化に必要な物理的特性を考察

するとともに繊維集合体の設計・加工手法について講述する。また，繊維集合体の性能試

験・評価法についても論じる。

繊維構造創成学特論

＜大越 豊教授・田中稔久准教授・金 慶孝准教授＞

繊維の微細構造を紡糸・延伸・熱処理の各工程によって制御する方法について述べる。

繊維を構成する高分子がこれらの工程中に受ける変形（応力）履歴およびエネルギー移動

（温度変化）によってどのような相変化（配向結晶化）を引き起こし，その結果どのよう

な繊維構造を形成し，どのような繊維物性を示す様になるかを現象論・分子論の両面から

解説する。

絹形成基礎解析特論

＜森川英明教授＞

絹及び絹糸製品の製造される過程一般に関する統計確率的モデルの作成法並びに解析法

について行う。更に，過程管理を行う際の具体的データの統計的処理法についても講義す

る。

絹形成応用解析特論

＜坂口明男助教＞

絹製品の計量に関して切断・たたみこみ分布による分析法の詳細について論ずる。また，

絹を含む各種繊維集合体の形成技術についても言及する。

天然高分子有機化学

＜大川浩作教授＞
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生物繊維・接着タンパク質・ポリペプチド類の構造・機構解明のための生化学・有機化

学に関する講義を行う。主に節足動物門および軟体動物門に属する生物由来繊維・接着タ

ンパク質・ポリペプチド類・配糖体における翻訳後修飾様式とそれらの生物学的意義につ

いて，分光・有機化学的分析および力学特性解析を中心に講義するため，高分子有機化

学・物理・物性に関する基礎知識を有することを履修前提とする。

高分子機能工学

＜伊藤惠啓教授・平田雄一准教授・髙坂泰弘助教＞

生体モデル高分子や種々の構造・機能を有する高分子の合成及び性質，触媒挙動や鋳型

としての機能等について講義する。また，これらの特性を生かした機能性材料の実例をそ

の設計・合成法とともに紹介する。

スマート材料工学部門

医用高分子機能学特論

＜小駒喜郎准教授・寺本 彰准教授＞

医療材料のように生体と接触する状況で用いられる材料は，タンパク質のような生体高

分子，生体組織を形成する細胞との接触が避けられないため，これらについての十分な理

解が必要である。本講義では，生体高分子の構造と機能，また，分子生物学的な観点から

細胞機能について学ぶ。また，これらの知識を元に医用高分子材料の開発について講述を

行う。

生体反応特論

＜藤井敏弘教授＞

生体反応は特異性と触媒作用の主に２つの要素から成り立っている。前者に関しては，

抗原―抗体反応とその応用，細胞内情報伝達系，細胞骨格蛋白質の構造と機能，遺伝子発

現の具体例とそれらの経路を説明する。後者については，運動に関するエネルギー転換系

を概説する。また，ヒトゲノムプロジェクトと遺伝子多型が体質，性格，生活習慣に関わ

る事例も講義する。

繊維強化複合材料特論

＜ 慶清教授＞

繊維強化複合材料の開発と応用に関して，スマート材料，ナノ複合材料，材料性能評価，

材料のヘルスモニタリング技術などに関わる材料のスマート化とナノ複合化技術を中心に

紹介する。また，複合材料における機能発現と形成のメカニズムについて実験と理論の両

面から講述する。

材料の機能と複合化設計

＜夏木俊明准教授＞

材料の高性能・機能化は，材料の有効利用，小型化において重要な課題である。また軽
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量および機械力学の向上には，複合設計と構造化手法が必要となる。この授業では，材料

力学などの観点から複合化による機械構造材の高機能化，高性能化を考え，これらの特性

を目指す構造材料の設計，製品の設計について検討を行う。そして，材料や製品に関わる

高機能化を踏まえ，基礎となる技術について検討する。

ナノ融合材料学特論

＜金 翼水准教授＞

ナノ材料の構造および性質の科学である材料の解析や評価を始め，有・無機ナノ材料の

合成によるニューハイブリットナノ構造材料等の開発・応用研究について論ずる。

材料の微視的構造がどのように材料の巨視的性質を決定するのかについて工夫しながら，

材料学が過去の積み重ねによる改良の時代を終え，理論に基づいた開発の段階にあること

を理解してもらう。特にエレクトロスピニング法によるナノファイバーの創製や新たな用

途開発までいわゆる材料からモノづくりまでの総論について共に考える。

エネルギー変換材料化学

＜荒木 潤准教授＞

エネルギー変換機能を持つ化合物の具備すべき条件を現在までに知られているものを系

統的に紹介しながら明らかにする。さらに分子集合体の構造制御によって発現する機能と

その原理を紹介し，新規なエネルギー変換材料を設計する方法論を，膜，アクチュエータ，

酵素リアクター関連材料を中心に講述する。

高分子電子工学特論

＜市川 結教授＞

電子の関与する機能高分子には高分子の分子構造と共に高分子の集合状態，組合せ構造

の構築が重要である。そのための分子配列制御技術，薄膜化技術，物性解析技術などの基

礎を講義する。これらの基礎技術を駆使して構築される高度な機能素子，機能デバイスの

例を紹介しながら新素材としての機能高分子の可能性，機能実現のための指針を講述する。

液晶材料工学

＜太田和親教授＞

近年従来のブラウン管テレビがほとんど液晶テレビに置き換わり，液晶材料は我々の非

常に身近な材料となった。このように先端表示材料として利用される液晶について，広く

深い知識を教授する。本講義では，液晶の分子構造や液晶相の構造，物理化学的材料評価

法，新しい液晶材料およびそれらの液晶テレビ以外の画期的な応用や機能性などについて

講義する。

高分子デバイス材料工学

＜小山俊樹准教授・渡邊真志教授・鈴木大介准教授＞

生体の効率の良い光・電子機能システムを材料工学的に論じ，それらに基づいた光・電
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子機能デバイスの材料（分子構造解析，電子化学的特性・光物理特性評価），システム構

成（材料集積構造解析，集積法，デバイス設計・構築法），機能発現機構（材料特性と機

能，構造と機能），について論じる。

有機機能化学

＜本吉谷二郎教授＞

種々のクロミズム，分子認識，電気電動性，生物に対する活性等の機能を有する新しい

有機分子の開発，応用が現在盛んに行われている。これらの有機分子の機能発現の要因と

なる分子構造，電子状態について述べる。また，このような機能分子合成に必要な精密合

成の手法について論述する。

感性生産システム工学部門

感性繊維設計法

＜堀場洋輔准教授＞

近年におけるコンピューターの飛躍的な性能向上を背景に，快適性・審美性等の感性を

繊維・アパレル製品へ効率的に付与する技術としてコンピューターシミュレーションが注

目されている。本講義では，シミュレーションを利用した繊維製品の個人対応設計技術を

中心に講義を行う。また，個人対応設計と関連の深い感性情報処理についても論述する。

アパレル素材設計

＜高寺政行教授・乾 滋教授・金 屋助教＞

アパレルシミュレーションに必要な素材の力学的特性について，異方性大変形などの非

線形性を考慮したモデル化について講義を行う。また，シミュレーションに必要な物理特

性の測定法と数値計算モデルへの導入について講義する。さらに，それらの特性を考慮し

た衣服設計について論ずる。

感性評価法

＜西松豊典教授＞

アパレル製品の機能を設計する際に必要となる繊維・布に関する物理量の計測・評価法，

布やアパレル製品からの物理的刺激を感性情報へ変換する人間の生理的機能，視覚・触覚

によって認識された感性評価情報量の数量化手法，繊維・布・アパレル製品について計測

された物理量により客観的な感性評価量および機能性を予測・設計する手法について講述

する。

衣服快適性評価

＜上條正義教授＞

衣服の着衣快適性をはじめとしたモノ（製品）の利用快適性を評価するためにモノから

受ける刺激，その刺激に伴う人間の生理反応と心理反応を計測し，モノにおける快適性を

評価する感性計測手法を考究する。感性計測を活用し，感性価値の高いモノつくりのしく
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みを創造する。

感性ロボティックス

＜橋本 稔教授・森山 徹助教＞

工学の対象としてのロボットが世の中に現れてからほぼ30年余が経過したが，この間ロ

ボット工学は剛体を中心とした理論に基づいて構築され，柔軟物を扱う手法については十

分研究されてこなかった。しかし，人間の周囲には多くの柔軟物が存在し，日常的にこれ

らの操作を行っている。そこで，この授業ではロボットによる柔軟物操作の理論について

講述する。これらの理論はロボットによる自動縫製作業などへ応用することができる。

繊維機械力学特論

＜河村 隆准教授・鈴木 智准教授＞

新しい創成法，生物に学ぶスマートメカトロニクス，表面の機械機能付与，分離／分解

機能等さまざまな工学のフロンティアに関わる優れた科学技術論文を輪読し，21世紀循環

型社会が必要とする新しいものづくりの概念を考究する。

製品開発特論

＜和田 功教授・細谷 聡教授＞

我々の生活に役立ち，心に喜びを与える製品は，多くの技術と各種マネジメントの集大

成ということができる。複雑な要素を積み重ねて出来上がった製品を開発するときの，プ

ロセスおよび成果の評価方法に関して論じる。

応用流体工学

＜小林俊一教授・山口昌樹教授＞

生物流体力学は，鳥や昆虫の飛行および魚などの水棲動物の推進に関わる生体外の流れ

と血液循環器系，泌尿器系，呼吸器系などの物質移動をともなう生体内の流れを対象にし

ている。生物流体力学の広範な課題の中から流れと柔軟体との連成問題を取り上げて講述

する。また工学・医学分野への応用についても述べる。

ソリッドバイオメカニクス

＜小関道彦准教授・PATAKY TODD COLIN准教授＞

生体組織の機械的な特徴を個体別に評価することができれば，診断や治療に有用な情報

が提供可能になると期待される。本講では，三次元医用画像から得られる情報に基づいて

生体骨の応力状態を解析する技術について講述する。そして，医用画像や解析手法などに

おける課題について考究する。

バイオロボティクス特論

＜西川 敦教授・秋山佳丈准教授＞

ロボティクス・メカトロニクス分野とバイオ・メディカルエンジニアリング分野の融合
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領域として近年着目されているバイオロボティクスに関する最新の研究課題を，バイオイ

ンスパイアード・アプローチならびにバイオハイブリッド・アプローチの観点から，紹

介・議論する。前者については，特に，ゆらぎ（ノイズ）を積極的に用いた巧妙な自己制

御により極めて少ないエネルギーで秩序あるシステムを作り上げている生体の巧みな制御

方式に学ぶロボットの構築法を理論・実例の両面から解説する。後者については，半導体

微細加工技術等を用いて作製した微小電気機械システムＭＥＭＳ（Micro Electro
 

Mechanical Systems）について概説した後に，その医療およびバイオ分野との融合領域

であるBioMEMSと呼ばれる最先端研究に関する講義を行う。

感性・生体機能計測特論

＜金井博幸准教授＞

感性評価を目的とした生体機能をモニタリングする計測・評価法およびモニタリングシ

ステムの構築に関する教育・研究。

製品快適性評価

＜吉田宏昭准教授・佐古井智紀准教授＞

人間と工業製品が関わりをもつとき，そこに心地という感性が生じる。その心地を生理

計測や官能検査だけでなく，数値解析を用いて統合的にかつ定量的に心地の明示化を追求

し，製品の心地評価が可能なシステムをコンピューター上に構築することを目指す。快適

性などの感性の統合的な呈示手法に関する教育および研究を行う。

スマートデバイス産業技術総合研究所連携講座（連携講座）

スマートデバイス工学特論（隔年開講）

＜斎籐毅客員教授・安積欣志客員教授・持丸正明客員教授＞

ヒトと人工システムとが理想的に協調できるユビキタス社会実現のために必要となるナ

ノ素材からデバイス，ＩＴシステムまで一連の科学技術を講究する。

共通

生命機能・ファイバー工学特別講義 ～

＜国内外招聘教員等（単位認定者：玉田 靖教授，鮑 力民教授，渡邊真志教授，乾 滋

教授・平林公男教授）＞

ファイバー工学は，衣料を中心とした伝統的な繊維技術のみならず，現在ではさまざま

なハイテク産業に関連する重要技術のひとつとして位置づけられる。本講義では，ファイ

バー工学に関連する幅広い学問分野の研究者・教員を国内外から招聘し，最先端の知見や

技術を解説する。

全専攻共通

特別演習

＜主指導教員＞
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高度な基礎力と深い専門性の養成を目的として，研究課題に直接関係する領域について

ゼミナール方式の演習を行う。

特別演習

＜主指導教員＞

専門分野以外の領域への研究の展開が図れるよう関連する他専攻，他大講座の教員，学

生等を加えた研究会に参加させ，新しい分野への研究展開，新領域開発能力，新分野への

挑戦能力を身につけさせることを目的とした演習を行う。

特別課題研究

＜主・副指導教員＞

主指導教員と協議のうえ決定された研究テーマについて，主指導教員及び副指導教員の

もとに，自主的，積極的に研究を行い公表（学位論文）する。

学外研修（国内)・(国外）

＜主指導教員＞

教育上有益と認められた場合には，官公庁や企業等の研究機関における実務訓練を受け

る。

研究科共通

知財管理

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

知的財産権とは，知的創造活動によって生み出されたものを財産として保護するという，

法律に基づいた権利である。基礎内容を時事的・具体的事例と共に学ぶことで，社会にお

ける重要性を十分に理解することを目標とする。知的財産の定義とその重要性，位置づけ

を学んで理解し，現在の研究および将来の業務に活用できるようにする。また，知的財産

制度を理解することで，成果の創出や保護を的確に行えるよう講義する。

科学技術政策特論

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

研究開発に取り組むうえで承知しておくべき科学技術政策上のトピック（例：政策，科

学技術史，産学官連携，地域活性化）に関して，必要に応じて外部有識者による講義も交

えて紹介することにより，大学や社会で行われる研究開発と社会・経済との関連について

の理解を深める。
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システム開発工学専攻

機械システム工学部門

流体機械要素特論

＜飯尾昭一郎准教授＞

流体を媒体としてエネルギーを授受する流体機械のうち，ターボ形流体機械について主

要要素の作動理論や技術動向等について論ずる。

乱流

＜松原雅春教授＞

乱流輸送に関する基礎方程式を導き，乱流に関する統計量とその物理的解釈を行う一方，

様々な乱流モデルの特徴について講義する。

計算流体工学

＜吉田尚史准教授＞

流体の数値シミュレーションは流体工学研究や企業における研究開発に必要不可欠な研

究方法となっている。本講義では計算流体工学の基礎理論から最先端の計算方法まで体系

的に講義する。テンソル解析に基づく一般座標系基礎方程式理論，速度圧力形式の非圧縮

流体の数値計算法理論，計算スキームの保存性や互換性の最新理論等について講義する。

複雑流動計算法

＜吉野正人教授・鈴木康祐助教＞

混相流や移動境界流れなどの複雑流動現象に対して，ミクロスケールの物理モデルを用

いてマクロスケールの複雑流をシミュレーションするための新しい数値計算法を開発する

ことを目的に，その理論解析と計算アルゴリズムについて述べる。

機械材料工学特論

＜佐藤運海教授＞

金属・セラミクス・複合材料等における新素材の製造技術・組織・機械的性質・特徴・

各種応用例と将来展望について講述する。

材料加工プロセス工学特論

＜榊 和彦教授＞

各種加工技術のうち，特に機械部材の表面への各種材料の厚膜創生法である溶射技術を

中心に，解析とその応用ならびに新しい加工方法に関する教育・研究について講義する。

精密加工学特論

＜深田茂生教授＞

精密加工システムの性能を支配する精密・超精密位置決め機構および構造体の力学特性

― ―45



とシステムのダイナミクスについて論ずる。

塑性加工学特論

＜北澤君義教授＞

高品質製品の迅速生産を可能にする知能化塑性加工学と，資源の高度循環利用を切り開

く再生塑性加工学について論じる。

先端成形加工学特論

＜中山 昇准教授＞

本講義では，「塑性力学」，「最新の成形加工（塑性加工等）」，「有限要素法」，「成形加工

（塑性加工等）と環境問題（ライフサイクルアセスメント）」について講義する。

最適設計論

＜中村正行教授＞

材料やエネルギーの効率的利用を目的とした機械やシステム，生産プロセスなどの最適

設計に関して，最適化理論およびその応用技術について論じる。

ロバスト制御特論

＜千田有一教授＞

Ｈ∞制御理論，ＬＭＩ設計などロバスト制御理論に関する解説，およびその実システム

への応用例について概説する。

先端ロボティクス特論

＜酒井 悟准教授・山﨑公俊助教＞

ロボットシステムを合理的に設計するために必要かつ有効な新しい物理制御系の基礎と

応用，線形・非線形制御系の応用に関して講義する。

機械デバイス設計

＜辺見信彦教授＞

精密機素やメカトロ部品など，機械デバイス構成要素の設計解析法及び設計モデルの評

価法について講述する。

熱流体工学特論

＜姫野修廣教授＞

熱流体工学の応用分野における最新のトピックスを取り上げ，これら先端領域における

問題点，またはその解決手法や研究状況について講述する。特に，エネルギーの有効利用

技術，環境問題に関する技術，蓄熱技術に関連した多成分系の相変化伝熱などを中心に講

述する。
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材料強度制御論

＜牛 立斌准教授＞

材料の強度を決定する因子は複雑である。ここではその最も基本的因子である変形と破

壊の機構につき，ミクロとマクロの両面から詳述する。つづいてこの両因子を制御する方

法を通して材料の強化法やそれらの実際の応用例につき，金属材料を中心に講述する。

知的センシング論

＜高山潤也准教授＞

優れた機械システムを実現するためのセンシング技術の高度化，特に高精度化・高信頼

性化を達成するための方法論について概説する。さらに機械システムの自動化に必要とさ

れる，適応性を備えた知的センシングシステムの概念を論ずる。

相変化伝熱特論

＜淺岡龍徳准教授＞

沸騰・凝縮，凝固・融解に伴う伝熱現象について論ずる。さらに，それらに関わる実際

の機器の熱設計法について講義する。

数値解析特論

＜藤井雅留太助教＞

大規模科学技術計算に基づいた数値解析と最適設計について講義する。

非線形界面動電現象特論

＜杉岡秀行准教授＞

非線形界面動電現象の基礎及び応用について論ずる。さらに，それらに関わる理論的及

び実験的解析手法について講義する。

先端計算材料科学特論

＜松中大介准教授＞

材料特性や機能についてマルチスケールの視点から解明・設計するための最先端の計算

科学的方法論を論ずる。

先端制御・計測システム特別実習 ～

＜深田茂生教授・中山 昇准教授・松本壮平客員教授＞

材料特性の計測・分析，形状測定，画像処理，組み込みソフトウェア，超精密位置決め

制御などの実習をとおして，計測・分析・処理・制御などの先端制御・計測システム分野

の実践的能力を養成する。
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電気電子システム工学部門

磁気デバイス工学

＜田代晋久准教授＞

非接触給電や環境発電などのエネルギー変換分野における最新の磁気デバイス技術につ

いて学ぶ。

アクチュエータ工学

＜水野 勉教授・卜 穎剛助教＞

リニア電磁アクチュエータとして，リニアモータ（リニア誘導モータ，リニア直流モー

タ，リニアパルスモータ，リニア同期モータ，リニア振動アクチュエータ，リニア電磁ソ

レノイド）および静電リニアアクチュエータと圧電リニアモータに関する設計理論と最新

の応用事例について講述する。

生体情報システム特論

＜橋本昌巳准教授＞

生体情報にはヒトの活動中の種々の情報が含まれており，適切に抽出，解析することは

ライフサイエンス分野の研究において不可欠である。本授業では，視覚，聴覚など感覚系

と手足など運動系のそれぞれの生体情報の計測，解析手法について論ずる。また，応用と

して感覚代行，ヒューマンインタフェースについて学ぶ。

生体情報計測特論

＜阿部 誠准教授＞

医療と工学の融合領域である医工学分野において，先端的な研究を行うための生体情報

の計測方法および解析方法について論ずる。特に心電図，血圧，容積脈波といった循環系

の生体信号の計測方法とその解析手法について取り上げる。

センサデバイス

＜榮岩哲二准教授＞

磁性体を中心とする薄膜（２次元），細線（１次元），孤立超微粒子（０次元），クラス

ター集合体（３次元）などの様々なナノ構造とその構造から発現する磁気抵抗効果等の特

異な電気・磁気特性をセンサデバイスへの観点から講述する。

光センシング工学

＜齊藤保典教授＞

光技術の各種センシングへの応用について講義する。１）光の特徴とセンシングにおけ

る優位性，２）光センシングの実際，３）光技術と電子技術の融合例，等を中心に述べる。

多次元計測工学

＜石澤広明教授＞
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種々の媒体を用いた多次元計測アルゴリズム及び多次元画像構成アルゴリズムについて

講述する。Ｘ線，光，赤外線，ミリ波，マイクロ波，高周波，直流，磁気，超音波等それ

ぞれの媒体及び対象に最適な測定アルゴリズムとデータの処理法について総論及び各論に

ついて展開する。

デジタル情報伝送論

＜杉村立夫教授・アサノ デービッド教授・西新幹彦准教授＞

通信路の信頼性向上の為の通信路符号化および暗号などを用いた情報セキュリティに関

して基礎理論を講述する。

移動体通信工学

＜半田志郎教授・笹森文仁准教授・田久 修准教授＞

移動体及び基地局間の効率的なディジタル情報伝送に関して，主に変調・復調の理論に

焦点を絞って述べる。

非線形情報通信論

＜田中 清教授・AGUIRRE DURAN HERNAN EDUARDO准教授・秋本洋平助教＞

複雑系や生物進化の過程で観測される非線形現象の基礎理論から情報処理・情報通信へ

の応用について教授する。

デジタル信号処理システム特論

＜井澤裕司准教授＞

画像や音声を対象とした情報源符号化や，生体信号等の解析に用いられる直交・双直交

変換，重複直交変換，ウェーブレット変換等の最適化問題や，それらの包括的・統一的表

現形式に関する基礎的検討を行い，それらを基盤とした適応的なディジタル信号処理シス

テムの応用に関する教育・研究を行う。

画像情報センシング特論

＜小林一樹准教授＞

画像情報に基づくセンシングの手法とシステム設計全般に関して論じる。また，システ

ム設計に必要な組み込み機器，ソフトウェア開発，情報通信技術に関する解説も行う。

計算機回路システム設計特論

＜上口 光准教授＞

計算機アーキテクチャの最適化を図りながら、その根幹技術となる集積回路の設計技術

について講述する。特に、デバイス特性に基づき、それを活かした回路・アーキテクチャ

の設計手法について、詳述する。また、これらを通じて、省エネルギー、高信頼、低コス

トなシステムまたはサービスを構築できる能力を養成する。
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リモートセンシングシステム工学

＜冨田孝幸助教＞

リモートセンシングの原理・装置開発・解析および観測応用に関する教育、研究

ナノカーボン先端材料工学部門

有機半導体工学

＜伊東栄次教授＞

エレクトロニクスの立場からみた有機半導体薄膜材料の基礎と物理特性，デバイス，プ

ロセス，評価技術，ならびに各種応用について論ずる。

化合物半導体工学

＜橋本佳男教授・番場教子准教授・MYO THAN HTAY助教＞

化合物半導体薄膜，ヘテロ構造の作製，分析技術について述べる。これからの新材料の

開発，応用に力点をおく。

センシングデバイス工学

＜伊藤秀明教授・松岡浩仁准教授・林 卓哉教授＞

人間の五感にあたる触覚センサや環境モニターに使える水識別センサについて，現在の

到達点と他のセンサの動作原理も含めて応用や問題点を明らかにする。

半導体デバイス工学

＜宮地幸祐准教授＞

半導体デバイスに関して基礎となる物理現象を論ずる。とりわけMOS構造に着目し，

界面物性や素子特性について講述する。

量子炭素材料工学

＜遠藤守信特別特任教授・竹内健司准教授＞

ナノメータレベルで炭素原子配列や形態を制御することによってナノ炭素が得られ，そ

の電子構造を自在に調整できる。ナノ炭素体の材料科学と量子論を学ぶ。

マイクロ磁気工学

＜佐藤敏郎教授・曽根原 誠准教授＞

高周波磁性薄膜デバイスに関する材料，プロセス，評価技術，ならびに各種応用につい

て論ずる。

磁気及び磁性材料工学

＜劉 小晰教授＞

磁性はエレクトロニクスの発展に多大の寄与をしてきた。本科目の内容は下記のように

なります。：物質の構造と磁性（金属，酸化物，アモルファス物質），磁気異方性と磁歪，
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磁区構造の観察方法及び多層薄膜，ナノ磁性体の磁区構造，強磁性体の磁化機構，スピン

エレクトロニクス

複合材料工学特論

＜亀山正樹准教授・西村正臣講師＞

機械構造材料として用いられる様々な複合材料を対象として，その機械的特性の数値解

析による評価手法，ならびに，複合材構造の最適設計，形状・振動制御，ヘルスモニタリ

ングについて講義する。

応用電気化学特論

＜新井 進教授＞

物質の酸化還元反応を電気化学的に計測する方法について講述する。また電気化学的手

法を用いた機能性材料の創製についても論ずる。

単結晶成長工学

＜太子敏則准教授＞

電気・電子・光デバイス応用を目指した機能性バルク単結晶（半導体，酸化物）の成長

と，成長結晶の結晶学的特性および電気的・光学的特性の評価・解析方法，およびデバイ

ス応用について論ずる。

ナノ空間炭素材料工学

＜金子克美特別特任教授＞

活性炭，カーボンナノチューブ，細孔性グラフェンなどの構造と物性について説明する

と同時に，これら物質が有するナノ空間の特別な化学・物理作用、その機構およびその応

用性について論ずる。

カーボンエレクトロニクス工学特論

＜村松寛之助教＞

炭素材料のエレクトロニクス工学分野への展開のため、高機能炭素材料の合成、構造機

能、電気電子物性などを論ずる。

分離システム工学

＜一之瀬 泉客員教授・佐光貞樹客員准教授・藤井義久客員准教授＞

気体や液体，固体の分離技術として，吸着分離と膜分離を取り上げ，その背景にある物

理化学や流体力学を解説する。また，多孔性ナノ材料やナノ分離膜を用いる最先端の分離

技術を工学的な視点から解説し，そのポテンシャルや環境・エネルギー問題への関わり，

資源開発における水処理技術の重要性について議論する。
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先進センサ・デバイス特別実習 ～

＜佐藤敏郎教授・橋本佳男教授・高木秀樹客員教授＞

金属・セラミクス・複合材料・薄膜材料などの各種機能性材料の製造プロセス実習，な

らびに，これらを用いた先進センサ・デバイスの基礎に関する実習をとおして，先進セン

サ・デバイス・材料の実践的能力を養成する。

マイクロ・ナノ加工特別実習 ～

＜佐藤敏郎教授・岡田勝蔵特任教授・廣島 洋客員教授＞

ＭＥＭＳプロセス，ナノインプリント，超精密金型，材料成形，マイクロ熱流体など，

超微細加工技術に関する実習をとおして，マイクロ・ナノ加工分野における実践的能力を

養成する。

数理情報システム学部門

非線形システム

＜師玉康成教授・高野嘉寿彦教授・岡崎裕之助教＞

非線形系の解析法とその制御工学などへの応用，非線形系での最適化問題について論じ

る。

並列計算システム特論

＜和﨑克己教授＞

並列システムモデル，メッセージパッシング型並列計算，プロセス代数，プロセス計算，

Communicating Sequential Processes（CSP），それらの仕様記述言語に関する基礎理論

について講述する。

要求工学特論

＜小形真平助教＞

ビジネス戦略策定や情報システム構築のためには，どのようなゴールのもとに，どのよ

うな機能や品質を，情報システムを含むビジネスに関連するステークホルダが担う必要が

あるかを明確に定義する必要がある。このような分析を行うため要求工学技法の習得と実

践を行う。

無限次元システム解析

＜河邊 淳教授・鈴木章斗准教授・岡本 葵助教＞

自然現象や社会活動における諸問題を，無限自由度をもつ確率システムと捕らえ，測度

論的手法を用いて解析するための基礎理論を講述する。

量子確率論

＜大野博道准教授＞

作用素のなす代数とその上に定義された状態の組で表される代数的確率空間に関する教
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育・研究。

数理情報学応用

＜カワモト ポーリン ナオミ准教授＞

ハードウェアとソフトウェアにおける数理論理設計とMizar。コンピュータ・アーキ

テクチャーとＯＲ。ペトリネットの応用等について講述する。

情報科学基礎論

＜山本博章教授・藤原洋志准教授＞

アルゴリズム論，オートマトンと言語理論，情報検索に関連した計算機科学の理論とそ

の応用に関する教育・研究。

学習情報システム特論

＜香山瑞恵教授＞

学習支援工学としての学習科学（Learning Science）／学習技術（Learning Technol-

ogy）に関する教育・研究。

ネットワークセキュリティ論

＜不破 泰教授・新村正明准教授・國宗永佳助教＞＞

インターネット活用のキーテクノロジーとなっているセキュリティ技術について，その

基礎となっている暗号技術とその応用を中心に学ぶ。

画像認識処理論

＜丸山 稔教授・宮尾秀俊准教授・白井啓一郎助教＞

画像の認識・理解のための特徴抽出，パターン認識手法について講述するとともに２次

元画像中に含まれる３次元情報の取得の原理とこれに基づく３次元モデリング・認識手法

の原理と応用について論ずる。

確率過程論

＜乙部厳己准教授・謝 賓准教授＞

加法過程の概念の一般化を含めて，理論と応用の両面から論ずるとともに，フラクタル

上の確率過程の自己回避過程，自己反発過程について論ずる。

関数空間論

＜髙木啓行教授・佐々木 格准教授＞

解析関数のつくる関数空間について，その特性を論述するとともに，関数解析学の一般

論（Banach空間論・Hilbert空間論・Banach環論）をもとに，さまざまな解析の問題

が解決できることを，解説する。
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偏微分方程式論

＜一ノ瀨 弥教授・谷内 靖教授・筒井容平助教＞

実解析の手法である擬微分作用素理論，Fourier積分作用素理論，FBI変換理論，Stri-

chart評価，Fourier restriction norm法について講義し，これらの偏微分方程式への応

用について論じる。

有限群の表現論

＜花木章秀教授・佐々木洋城教授＞

有限群論について，その指標理論およびモジュラー表現論について論ずる。またその応

用として，アソシエーションスキームを中心として，符号，配置などの理論を学ぶ。

多元環論

＜沼田泰英准教授・和田堅太郎准教授＞

多元環の構造・表現をホモロジー代数的方法により論ずる。

位相幾何学

＜玉木 大教授・栗林勝彦教授・五味清紀准教授・境 圭一准教授・片長敦子准教授＞

可微分多様体の幾何学的構造について論ずると共に，写像空間や多様体の埋め込みのな

す空間の代数的及び組み合わせ論的モデルを様々な観点から解説する。さらに写像空間や

埋め込みの成す空間の位相幾何学的性質と多様体の幾何学的構造との関連および場の理論

の量子化へ応用について述べる。

非線型現象論

＜中山一昭准教授＞

自然界や社会科学，工学などで見られる非線形現象を主にソリトンやカオスといった手

法で捉え記述する数理科学の理論・方法を論ずる。

数理形態学

＜山﨑 浩助教＞

モルフォロジーや有限位相論による事象の幾何構造の分析方法や処理方法に関する教

育・研究。

ソフトウェア解析論

＜岡野浩三准教授＞

ソフトウェアの振る舞い解析をするための技法を静的解析，動的解析など種々の方法論

の最新の技術を紹介し，併せてそれらの技術の利点・欠点を論じる。また，工学的応用を

考慮し研究の観点からの課題や関連研究についても触れる。
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全専攻共通

特別演習

＜主指導教員＞

高度な基礎力と深い専門性の養成を目的として，研究課題に直接関係する領域について

ゼミナール方式の演習を行う。

特別演習

＜主指導教員＞

専門分野以外の領域への研究の展開が図れるよう関連する他専攻，他大講座の教員，学

生等を加えた研究会に参加させ，新しい分野への研究展開，新領域開発能力，新分野への

挑戦能力を身につけさせることを目的とした演習を行う。

特別課題研究

＜主・副指導教員＞

主指導教員と協議のうえ決定された研究テーマについて，主指導教員及び副指導教員の

もとに，自主的，積極的に研究を行い公表（学位論文）する。

学外研修（国内)・(国外）

＜主指導教員＞

教育上有益と認められた場合には，官公庁や企業等の研究機関における実務訓練を受け

る。

研究科共通

知財管理

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

知的財産権とは，知的創造活動によって生み出されたものを財産として保護するという，

法律に基づいた権利である。基礎内容を時事的・具体的事例と共に学ぶことで，社会にお

ける重要性を十分に理解することを目標とする。知的財産の定義とその重要性，位置づけ

を学んで理解し，現在の研究および将来の業務に活用できるようにする。また，知的財産

制度を理解することで，成果の創出や保護を的確に行えるよう講義する。

科学技術政策特論

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

隔年開講のため平成28年度開講予定。研究開発に取り組むうえで承知しておくべき科学

技術政策上のトピック（例：政策，科学技術史，産学官連携，地域活性化）に関して，必

要に応じて外部有識者による講義も交えて紹介することにより，大学や社会で行われる研

究開発と社会・経済との関連についての理解を深める。
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物質創成科学専攻

物質解析科学部門

凝縮系物質科学

＜樋口雅彦教授・志水 久准教授＞

超高圧，超低温，強磁場等特殊環境下の物質の機能を解析し，極限環境下における諸機

能の起源を探究する。遷移金属，合金，化合物の様々な物性をミクロな立場から量子論的

に解析し，電子構造と固体物性との関係について論ずる。

特殊環境機能磁性体特論

＜天児 寧教授・中島美帆准教授・安達弘通准教授＞

希土類金属間化合物，アモルファス等を中心とした磁性材料の超高圧，超低温等の特殊

環境下での新機能を解析し，新しい機能磁性材料の開発を目指す。磁気感受率測定，電気

抵抗測定，メスバウアー効果測定，核磁気共鳴法等の測定手段を用い，特殊環境下での

種々の磁性材料の磁気発生機構，磁気構造，磁性物質内における磁気的相互作用等の起源

を量子論的に論ずる。

プラズマ分光学

＜澤田圭司教授＞

プラズマから発せられる光の解析により，温度・密度などのプラズマパラメータを決定

するプラズマ分光法について論ずる。特に発光線強度解析モデルである衝突輻射モデルに

ついて詳述し，核融合周辺プラズマへの適用例を紹介する。

高エネルギー宇宙論

＜竹下 徹教授・長谷川庸司准教授＞

高エネルギー素粒子に関係した素粒子物理学の様々な理論と実験を比 検討するととも

に，宇宙創成初期の次元や力，物質の創成問題と宇宙論の諸問題を総合的に論ずる。

宇宙量子構造論

＜川村嘉春教授・小竹 悟教授・奥山和美准教授・三澤 透准教授＞

自然現象をミクロな立場から捉え記述する量子力学や場の量子論を論じ，これらの理論

を用いて素粒子の間に動く相互作用に関する（統一）理論，時空構造に関する理論，宇宙

創成初期の問題などについて総合的に論ずる。また，紫外線・可視光・赤外線の分光観測

を通して，クェーサー，銀河間物質，および星間物質の物理的諸性質を解明する観測天文

学について論ずる。

放射線環境科学

＜宗像一起教授・加藤千尋准教授＞

高エネルギー宇宙放射線強度の観測に基づく宇宙科学を総合的に論ずる。特に宇宙放射
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線強度の変動を引き起こす太陽活動などの宇宙環境を解析し，宇宙放射線が地球環境に及

ぼす影響について論ずる。

時空間光制御構造特論

＜宮丸文章准教授＞

物質の構造による電磁波の時空間での制御を目的とした，基本的な原理，設計・作製手

法，計測原理などを概論する。特に，物質の構造と電磁波の結合により生じる，奇異な光

学応答特性の発現機構を詳説する。また応用展開と実際の例についても述べる。

分子基盤科学部門

物質構造論

＜尾関寿美男教授・勝木明夫准教授・濵﨑亜富助教・伊藤冬樹准教授＞

物質の物性を支配する物質構造と物質中の原子，分子の運動状態，および凝縮相の構造

および物性を解説するとともに，それらと電磁波，磁場との相互作用について論ずる。

物質構造解析論

＜大木 寛教授・竹内あかり助教＞

物質の機能性の根本的理解に必要な，物質の微視的構造を詳細に解析するための研究手

法および解析方法について論ずる。

同位体科学

＜石川 厚准教授＞

同位体を利用する科学について解説する。質量分析器によるネオン同位体の発見，固体

水素の蒸発濃縮による重水素の発見から始めて，主として安定同位体の物理学および化学

を，量子力学と統計力学をふまえて明らかにする。物理学および化学研究に加え，地球科

学，生物，医療，人文科学など同位体を利用する現代科学の研究状況もあわせて紹介する。

分子精密計測学

＜樋上照男教授・巽 広輔准教授＞

環境中の微量物質の定量分析，状態分析，および化学分離法に関連して，固液および液

液（界面）の電気分析化学法，光熱変換分光法，界面反射分光法などの原理と利用につい

て論ずる。

分子分離分析化学

＜金 継業教授・高橋史樹助教＞

生体および環境中の超微量成分の分離・分析法とその理論について論ずる。

高機能分子合成論

＜小田晃規教授・村上好成教授・庄子 卓助教＞
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新規芳香族化合物を基盤とした高機能性化合物の合成手法の開発とその物性について論

ずる。

分子設計理論

＜野村泰志准教授＞

特定の構造や機能を有する分子ないしは分子集合体の設計理論として，量子力学や分子

力学理論を学ぶとともに，計算機を利用できる力を養う。合わせて，光の吸収・放出や電

子・エネルギーの移動などの機能発現についても学ぶ。

高機能分子構造論

＜太田 哲准教授＞

機能性有機分子とその集合体の基盤となるπ電子系化合物や複素還化合物について，

その基礎理論（構造，物性，反応性，分子間相互作用等）ならびに研究手法を，構造有機

化学的見地から論ずる。

界面構造科学

＜飯山 拓准教授・マクナミー キャシー エリザベス准教授＞

界面はバルクとは異なるエネルギーおよび構造を持つ特殊な領域である。それらを理解

するための方法と，Ｘ線構造解析法などによる実際の解析法について概説する。

分子機能材料工学部門

応用分子設計論

＜酒井俊郎准教授・篠原直行准教授＞

複素環化合物の合成方法の系統的な流れと新しい分子設計の理論ならびに新しい機能性

無機材料の設計とその先端技術について論じる。

精密合成化学特論

＜菅 博幸教授・山口朋浩准教授・戸田泰徳助教＞

多くの有機材料や無機材料が合成されている。これら新素材に関連した精密合成法・性

質並びに応用について論じる。

先端無機材料工学特論

＜樽田誠一教授＞

セラミックスの機械的性質は，そのセラミックスの微構造に依存しており，その微構造

は原料から焼成までのプロセスに強い影響を受ける。これら本講義では先端セラミック材

料の機械的性質，微構造および製造プロスとの関係について論じる。

機能結晶変換論

＜奥村幸久教授＞
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有機分子集合体もしくは有機結晶による構造形成，機能発現および物質変換反応場構築

に関して，背景，進展，将来の展望を論じる。

単結晶材料工学

＜林 文隆助教＞

機能性無機単結晶材料の創成，評価および応用を講述する。

固体表面統計熱力学

＜鈴木孝臣准教授＞

界面に囲まれた微小空間の性質および，その空間における分子の状態について分子間相

互作用に関する量子化学的，統計力学的性質について理論面から論じる。さらに実験結果

と理論とを結びつけるための一連の試みについて，例えば，モンテカルロ法や分子動力学

法のようなコンピューターシミュレーションを用いる方法について具体的に論じる。

高機能物質設計

＜田中伸明准教授＞

最近の気相および液相における光誘起高機能触媒作製法・金属ナノ粒子作製法を紹介す

るとともに，そのキャラクタリゼーションについて学ぶ。また，これらの高機能物質を用

いた環境浄化についての研究例，実施例を講義する。

応用触媒設計工学

＜岡田友彦准教授＞

固体酸・塩基触媒，金属触媒及び吸着活性を有する無機及び有機材料の表面設計とキャ

ラクタリゼーションに関する教育・研究，触媒および吸着剤の調製のための機能性物質合

成論に関する教育・研究，並びに触媒・吸着剤の気相触媒反応，液相触媒反応への応用と

触媒・吸着剤の環境技術への応用に関する教育・研究などを取り扱う。

光機能分子工学

＜錦織広昌教授＞

光が関与する固相・液相・気相の物理化学，材料化学，および環境化学物質の分解反応

機構について論述する。

無機有機機能材料設計

＜内田博久准教授＞

無機，有機機能性材料の開発と特殊化学反応場の設計に関する講義を行う。

膜分離工学

＜清野竜太郎准教授＞

環境保全や資源の有効活用の観点から，様々な分野で膜を利用した分離技術が展開され
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ている。本講義では，膜分離工学に関する幅広い知見を得る目的で，機能性高分子膜の作

製と膜透過現象の解析等に関する教育・研究を行う。

結晶表面工学

＜手嶋勝弥教授・田中厚志教授・是津信行准教授＞

原子・分子配列制御した機能性単結晶層による無機・有機材料表面デザインを講述する。

極限材料工学部門

繊維材料構造解析特論

＜高橋正人准教授・谷上哲也准教授・後藤康夫准教授＞

新規繊維材料の開発には動植物を構成するか，それらが作り出す繊維状を含む高分子の

構造に関する知見が有用である。本講義ではこの方面の最近の研究を解説する。

工業物理化学特論

＜高橋伸英教授・福長 博准教授＞

熱化学反応，触媒反応，電気化学反応等の各ケースを事例として平行論と速度論の両面

から具体的に議論を展開する。

光材料化学特論

＜宇佐美久尚教授＞

光化学に基いた光機能材料の分子設計とナノスケールの組織構造について講ずるととも

に，光触媒や光合成モデルなど各種機能を有する材料について機能発現機構，製法，並び

に応用について議論する。

無機ナノ材料工学特論

＜杉本 渉教授・望月 大准教授＞

各種機能を有する無機材料について，機能発現要因，製法，並びに応用を，材料物性学

の立場から講述する。主に電気化学的なエネルギー変換と蓄積に用いるナノ材料をとりあ

げる。

反応プロセスシステム工学特論

＜長田光正准教授・嶋田五百里助教＞

各種バイオマスを機能性材料やエネルギーに変換する技術を，化学工学を基盤とした反

応プロセスおよびシステムの観点から論ずる。

繊維界面制御学特論

＜佐藤高彰准教授・瀧澤辰洋助教＞

低分子および高分子の相互作用と構造形成ならびに繊維表面の改質に関して論ずるとと

もに，繊維複合材料界面の物理化学について論ずる。
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無機構造化学特論

＜沖野不二雄教授＞

無機フッ素化合物の構造，グラファイトをホストとした層間化合物の構造，フラーレン

やカーボンナノチューブのフッ素化による構造の変化などについて講述する。ナノカーボ

ン材料の電池やキャパシタへの応用についても述べる。

無機材料触媒化学特論

＜村上 泰教授・森 正悟准教授＞

有機無機複合材料，無機材料，有機材料に関して，化学，物性，プロセス，システムの

観点から論ずる。触媒を用いた材料設計法や，色素増感太陽電池のシステムの設計法など

について具体的に述べる。

超伝導工学

＜小西 哉教授＞

液体窒素温度あるいはそれ以下の極低温において出現する超伝導の科学と技術について，

材料学と電磁気学の両面から講ずる。また，超伝導技術を利用した種々の超伝導電子機械

システムの原理／構造／動作についても論ずる。

分子化学特論

＜服部義之准教授＞

制約空間において強調化された分子場の諸物性と機能性に関して，基礎科学的な観点か

ら論じる。制約空間の創製方法，制約空間の評価方法，制約空間の機能性発現メカニズム

に関して論じることにより，制約空間の機能性が反映されナノ材料に関して解説する。

全専攻共通

特別演習

＜主指導教員＞

高度な基礎力と深い専門性の養成を目的として，研究課題に直接関係する領域について

ゼミナール方式の演習を行う。

特別演習

＜主指導教員＞

専門分野以外の領域への研究の展開が図れるよう関連する他専攻，他大講座の教員，学

生等を加えた研究会に参加させ，新しい分野への研究展開，新領域開発能力，新分野への

挑戦能力を身につけさせることを目的とした演習を行う。

特別課題研究

＜主・副指導教員＞

主指導教員と協議のうえ決定された研究テーマについて，主指導教員及び副指導教員の
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もとに，自主的，積極的に研究を行い公表（学位論文）する。

学外研修（国内)・(国外）

＜主指導教員＞

教育上有益と認められた場合には，官公庁や企業等の研究機関における実務訓練を受け

る。

研究科共通

知財管理

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

知的財産権とは，知的創造活動によって生み出されたものを財産として保護するという，

法律に基づいた権利である。基礎内容を時事的・具体的事例と共に学ぶことで，社会にお

ける重要性を十分に理解することを目標とする。知的財産の定義とその重要性，位置づけ

を学んで理解し，現在の研究および将来の業務に活用できるようにする。また，知的財産

制度を理解することで，成果の創出や保護を的確に行えるよう講義する。

科学技術政策特論

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

隔年開講のため平成28年度開講予定。研究開発に取り組むうえで承知しておくべき科学

技術政策上のトピック（例：政策，科学技術史，産学官連携，地域活性化）に関して，必

要に応じて外部有識者による講義も交えて紹介することにより，大学や社会で行われる研

究開発と社会・経済との関連についての理解を深める。

山岳地域環境科学専攻

大気・水・生物環境科学部門

大気雪氷圏科学

＜鈴木啓助教授＞

大気環境指標としての山岳雪氷に関して講じる。

光遠隔大気計測特論

＜川原琢也准教授＞

レーザーを用いた大気遠隔計測技術とその応用に関して講述する。

環境地水工学

＜寒川典昭准教授＞

環境中における有害物質の動態解明，温暖化に伴う地水環境の変化，地下水資源の利用

と保全，汚染された土壌・地下水の修復，帯水層熱エネルギー貯留について講じる。
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環境影響評価特論

＜宮原裕一准教授＞

人為的化学物質の水圏における環境影響に関して述べる。

集水域物質循環特論

＜戸田任重教授＞

集水域における天然物質の循環機構解析に関して講述する。

陸水生態学特論

＜花里孝幸教授・朴 虎東教授＞

水域生態系に及ぼす人間活動の影響評価や陸水生物起源の環境毒性物質に関して講述す

る。

地水域微生物学

＜國頭 恭准教授＞

山岳土壌系における生物と環境の相互作用に関して講述する。

地域多様性生態学

＜佐藤利幸教授・島野光司准教授＞

地域や森林内における生物の多様性の構築されかたを概観し，これらをどのように利用，

保全していったら良いかについて講じる。

進化多様性生物学

＜東城幸治准教授＞

生物の多様性を概観し，系統進化に伴う生物の体づくりの変遷と多様性創出の実態につ

いて教育・研究する。

共生生物学

＜市野隆雄教授＞

生物同士がいかにうまく共存しているかを概観し，とくに密接な協力関係にある生物種

間の相互作用の実態を解説し，生物の共生のあり方について述べる。

生物環境適応論

＜高橋耕一教授＞

生物の環境への適応のメカニズムについて解析すると共に，生物の環境適応のあり方と

地域生物の生物生産，保全のあり方について講述する。

大気境界層気象学

＜岩田拓記助教＞
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地表面に接している下層大気である大気境界層内での気象，乱流輸送現象を取り扱う。

また，大気境界層中での熱やガスの乱流輸送の基礎方程式や乱流特性，乱流輸送の測定や

モデリングについての講義を行い，乱流輸送データの解析を実習する。

地殻環境科学部門

地質災害科学特論

＜中屋眞司教授・齋藤武士准教授＞

火山災害や地盤災害の原因となるマグマ活動や大小の地質構造，岩盤亀裂について論じ，

個々の災害予測や防災・減災対策の実践例についても講じる。

山地形成科学特論

＜原山 智教授＞

地球上で山岳地帯が形成されるプロセスについて長時間現象の捉え方やマクロな視点の

重要性と併せて講述する。

山地地殻変動論

＜大塚 勉教授・常盤哲也助教＞

山岳地域とその地質構造が形成され改変される過程を，その生成過程と，現在の中部山

岳地域の地殻活動の両面から関連させて講述する。

地殻物質相平衡論

＜森清壽郎教授・牧野州明教授＞

地殻・マントル物質を，天然において多成分・多相平衡が成立している系ととらえ，そ

こに貫徹している法則性に基づき，岩石の形成条件や形成史，深成岩などの組織形成メカ

ニズムを解明する方法を講じる。

環境変動解析論

＜保柳康一教授・山田 桂准教授＞

砕屑物の生産から堆積，地層形成に至るプロセスを論じた上で，堆積物から過去の気候

変動・海水準変動を読みとるための様々なプロキシーについて，具体的な解析例をもとに

解説する。

地球環境変遷学特論

＜吉田孝紀教授＞

堆積物・堆積岩中に記録されている地質学的情報をもとに，地球環境の変遷を解析する

方法を解説する。

古環境科学特論

＜村越直美准教授＞
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地球表層の古環境変遷を論ずるとともに，湖沼堆積物などに記録されている各種の指標

を読み，環境変遷を予測する方法論を講ずる。

地域環境共生学部門

森林立地学特論

＜岡野哲郎教授・小林 元准教授＞

森林土壌は人為の干渉が行われない自然物である。そのため地形，母材，気候，生物等

の土壌生成に関与する因子に着目し森林樹木の生産基盤および水資源涵養の場としての土

壌特性について論ずる。

環境評価学特論

＜荒瀬輝夫准教授＞

昆虫類の群集生態学的解析をもとに，自然環境と人為環境の生態系について環境評価を

行う意義とその手法を講義する。特に山岳域から里地・里山までの環境傾度を指標生物種

や生物目録などにより各種生態系と生物多様性の関係を述べるとともに，多様度指数や多

変量解析を使った群集構造の分析など，環境を数理統計的に解析・評価する手法を論述す

る。さらにこれらの手法を使って，地球温暖化や人的影響による環境変動を里山から高山

域までの地域で実際に評価した研究例を紹介する。

木材物理学特論

＜武田孝志教授・安江 恒准教授・細尾佳宏准教授＞

生物材料としての木材（樹木の成長と環境要因の関係，成長と材質の関係），木材の物

性と水分（メカノソープティブクリープ，木材乾燥に関連する木材物性），構造材料とし

ての木材（木材及び木質材料の強度特性，木質構造）を論ずる。

森林計画学特論

＜植木達人教授・加藤正人教授・齋藤仁志助教＞

森林資源の管理・利用について，地域の社会経済的条件による多様な展開を検討し，計

測・計画・作業等の最先端の技法について解説していく。

治山砂防学特論

＜平松晋也教授・福山泰治郎助教＞

中部山岳における表面侵食，崩壊，地すべり，土石流などの土砂生産現象および河川へ

の土砂流出現象について，そのメカニズムと対策について論じていくほか，生活環境保全

のための森林と河川の管理についても考察する。

緑地計画学特論

＜佐々木邦博教授・上原三知准教授＞

昔から人々が自然地形を活かしながら整備してきた空間である都市や農村，そして周囲
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の農地や林地を対象に，地域の社会・自然環境の変容過程を探りながら，緑のスペースと

諸要素の関連を分析，解明し，今後の計画，管理手法を解説する。

緑地生態学特論

＜大窪久美子教授＞

緑地空間や自然環境の保全と再生，創出についての管理および計画に関して，生態学的

理論に基づいた知見や技術，手法等について述べる。

農村計画学特論

＜藤居良夫准教授＞

人口減少時代の中で，都市周辺部および中山間地域における土地利用の諸問題を整理し，

持続可能な生活環境・生産環境の整備や維持管理の社会システムの構築を目指して，今後

の適切な土地利用と管理のあり方，環境整備のあり方について論じる。

生産環境学特論

＜鈴木 純准教授＞

生物生産は多様な環境下における生物と環境の相互作用である。ここでは，生物生産に

関わる物理的素過程の解釈を通して，農山村の生産環境を正確に捉え，生産環境を持続的

に整備する方法を論じ，その適用技術を培うことを目的とする。

野生動物管理学特論

＜泉山茂之教授＞

中部山岳地帯に生息する野生動物の生息状況，個体群動態等，各種の生態についての理

解を深める。その上で，野生動物による農林業被害の現状，鳥獣行政実施上の問題点等，

人と野生動物の間に引き起こされるさまざまな問題点について理解し，具体的な解決策を

提案する。

地域文化学特論

＜笹本正治教授＞

人間が活動している地域環境は，歴史的所産としてできあがっている。歴史学の立場か

ら，集落の環境について山村を中心に据えながら，古文書や記録，現在の景観などを素材

にして多面的に論じていく。

環境創生構築学部門

構造システム工学特論

＜大上俊之教授・小山 茂准教授・曹 西助教＞

構造システムにおける構造解析，構造設計について，最近の研究成果から最新の研究動

向について理解を深めるとともに，必要な理論を学ぶ。
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構造設計論

＜金子洋文教授＞

中高層建築物の構造設計及び耐震設計を講義する。鉄骨構造を中心に大規模建築の安全

な設計・施工方法について研究成果を踏まえて論述する。

橋梁計画設計論

＜清水 茂教授＞

特に鋼橋に注目し，その計画・設計において必要となる，景観問題，および座屈・耐震

設計について論述する。景観問題では，橋の形状や色彩と周辺環境との調和の考え方につ

いて述べる。座屈・耐震設計については，鋼製橋脚に注目し，原稿の設計基準で用いられ

ている１方向地震動による挙動と，３方向に地震動による挙動の相違などを論述する。

運輸交通システム論

＜高瀬達夫准教授＞

人々が生活したり他の地域と係わりあったりしていくためには，何らかの交通運輸手

段が必要である。また近年の高度技術化によって交通運輸システムも大きく変貌を遂げて

いる。本講義では地域特性や経済・環境を考慮した交通運輸システムについてのより専門

的な知識について学ぶ。

水環境計画

＜浅野良晴教授・松本明人准教授・豊田政史助教＞

都市・地域のレベル，建物のレベル，設備のレベルでの「水利用システム」を論ずる。

都市保全再生論

＜土本俊和教授＞

都市環境の形成過程を踏まえつつ，その保全と再生の論理を検討し，山林と農村を含め

た広域の環境デザインを総合的に扱う。

環境情報システム論

＜高木直樹教授・柳瀬亮太准教授＞

地域の環境資源を系統的・構造的に捉え，その有効な保全と活用を図る地域環境管理を

目的として，環境資源の特性を分析・評価するために，地理情報システムやリモートセン

シング技術などを応用した環境情報システムについて講述する。さらに，地域環境管理の

あり方を示す環境計画の策定への活用についても解説する。

軟弱地盤防災論

＜梅崎健夫教授・田守伸一郎准教授・河村 隆准教授＞

軟弱地盤の物理的性質および静的・動的力学特性を踏まえて，その変形・破壊機構およ

び地盤の改良・補強，地震時の応答解析，液状化対策，に関して講述する。
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建築意匠特論

＜寺内美紀子准教授・梅干野成央准教授＞

建築意匠の創造的な理論構築のためには，都市のコンテクスト分析は欠かせないプロセ

スである。都市のコンテクストから建築のデザインを導くために，最新の分析方法および

都市理論について講述する。さらに，分析課題を通じて都市空間の分析能力を高めるとと

もに，都市と建築の双方をつなぐデザインの理解を深める。

サスティナブル建築論

＜高村秀紀准教授＞

地球環境への負荷を少なくする建築物は持続可能な循環型社会でなくてはならないもの

である。本講義では，建築物の資材製造時，建設時，運用時，解体時の各段階において地

球環境への負荷を少なくする技術について解説する。また，建築物の長寿命化に関する技

術についても解説する。

全専攻共通

特別演習

＜主指導教員＞

高度な基礎力と深い専門性の養成を目的として，研究課題に直接関係する領域について

ゼミナール方式の演習を行う。

特別演習

＜主指導教員＞

専門分野以外の領域への研究の展開が図れるよう関連する他専攻，他大講座の教員，学

生等を加えた研究会に参加させ，新しい分野への研究展開，新領域開発能力，新分野への

挑戦能力を身につけさせることを目的とした演習を行う。

特別課題研究

＜主・副指導教員＞

主指導教員と協議のうえ決定された研究テーマについて，主指導教員及び副指導教員の

もとに，自主的，積極的に研究を行い公表（学位論文）する。

学外研修（国内)・(国外）

＜主指導教員＞

教育上有益と認められた場合には，官公庁や企業等の研究機関における実務訓練を受け

る。

研究科共通

知財管理

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞
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知的財産権とは，知的創造活動によって生み出されたものを財産として保護するという，

法律に基づいた権利である。基礎内容を時事的・具体的事例と共に学ぶことで，社会にお

ける重要性を十分に理解することを目標とする。知的財産の定義とその重要性，位置づけ

を学んで理解し，現在の研究および将来の業務に活用できるようにする。また，知的財産

制度を理解することで，成果の創出や保護を的確に行えるよう講義する。

科学技術政策特論

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

隔年開講のため平成28年度開講予定。研究開発に取り組むうえで承知しておくべき科学

技術政策上のトピック（例：政策，科学技術史，産学官連携，地域活性化）に関して，必

要に応じて外部有識者による講義も交えて紹介することにより，大学や社会で行われる研

究開発と社会・経済との関連についての理解を深める。

生物・食料科学専攻

生物・生命科学部門

遺伝情報制御論

＜久保浩義教授・伊藤靖夫准教授・柴田直樹准教授・高梨功次郎助教＞

微生物や動植物の系における蛋白質―蛋白質，核酸―核酸，蛋白質―核酸などの生体高

分子間の相互作用による遺伝情報の発現調節に関して講述する。

進化生態遺伝学特論

＜浅見崇比呂教授・髙田啓介准教授＞

生物集団に実在する遺伝的変異の進化学的役割を追及する生態遺伝学の分野で現在注目

される研究課題をとりあげ，その背景と意義を理解する上で不可欠の理論的基礎と研究手

法について議論する。

動物発生学特論

＜小野珠乙教授＞

細胞分化とその仕組みに関して，分子的なアプローチと形態学的なアプローチが統合さ

れて，どのように形態形成の研究が発展してきたかについて論じる。

植物資源育種学特論

＜松島憲一准教授＞

高度な育種研究者，育種技術者を養成することを目的として，食料資源となる植物の育

種的改良，特に機能性成分の育種に重点を置いて，集団遺伝学に基づく選抜理論と育種方

法について講義する。
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花卉園芸学特論

＜杉本光公准教授＞

花卉の利用に関わる最新の知見について講義するとともに，園芸活動を通じた心身の健

康維持について解説する。

動物生殖学特論

＜鏡味 裕教授＞

哺乳動物の初期発生と生殖のしくみなどについて解説を行う。さらに，核移植やクロー

ン動物の作出など近年のバイオテクノロジーに関するトピックスを取り上げて解説し，そ

の意義を考察する。

きのこ育種学特論

＜福田正樹教授・山田明義准教授＞

高度なきのこの育種研究者，育種技術者を養成することを目的として，きのこの育種条

件や育種的改良などを中心に解説する。

動物発生工学特論

＜濵野光市教授・髙木優二准教授・鈴木俊介助教＞

最近話題になっているＥＳ細胞，トランスジェニクアニマル，クローンアニマルなどに

ついて概説し，器官および臓器形成ならびに臓器移植など将来展望についての内外の文献

ならびに研究進展などを解説する。

果樹生産学特論

＜伴野 潔教授＞

落葉果樹における高品質果実生産のための樹体生理や新品種育成のための新しい細胞育

種技術について解説する。

分子生命工学特論

＜下里剛士准教授＞

バイオサイエンスの基盤となる分子生物学ならびに細胞生物学分野の学術的背景と最新

技術について解説する。

食資源生産学部門

動物生体機構学特論

＜平松浩二教授・渡邉敬文助教＞

家畜・家禽の効率的生産のために，動物の生体機構，特に細胞レベルの機能形態につい

て細胞生物学を中心に講説し，高等生物のバイオメカニズムに対する新しい視点を追求す

る。
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動物生理学特論

＜米倉真一助教＞

生命科学を基盤とした革新的な食料生産技術体系を確立するための理論の構築と技術の

発展を目標に，動物生理学分野が貢献してきた数々の業績とそれによりもたらされた動物

生産技術の発展について考察する。

植物病理学特論

＜今津道夫准教授・加藤新平准教授＞

植物に病気を引き起こす病原微生物の分類・生態について詳述するとともに，植物と病

原体の相互関係や植物体における抵抗性の作用機作，病原性の発現機構などの問題につい

て最新のトピックスを交えて解説する。

土壌生物学特論

＜斎藤勝晴准教授＞

農業環境保全や食料生産基盤の確立のための理論構築や技術論の展開を目標とし，食料

生産における土壌や土壌微生物の機能について最新の研究知見をもとに考察するとともに，

持続的食料生産システムへの応用について議論する。

蔬菜生産学特論

＜未定＞

種子繁殖性蔬菜類では，交配育種や遺伝子導入技術について，また，栄養繁殖性蔬菜類

では，栄養繁殖特有の繁殖法と稔性回復のために取り組まれている最先端技術について解

説する。

植物栄養学特論

＜井上直人教授＞

植物の栄養特性を非破壊で把握する方法を論じるとともに，作物の植物栄養学的特性に

ついて解説する。

作物生産学特論

＜萩原素之教授・春日重光教授＞

作物生産の安定性・持続性の向上には，栽培環境の諸要素のエネルギー依存型の制御に

偏らず，作物の環境への適応能力を発揮させることが重要となる。そのような立場から，

作物生理生態学的な見方，考え方を講述する。

動物栄養学特論

＜神 勝紀教授・上野 豊助教＞

環境に配慮した畜産物の効率的な生産のために必要な，栄養学的な知識と基本的な原理

及び技術について解説する。合わせて，今後の研究の動向について詳述する。
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動物行動管理学特論

＜竹田謙一准教授＞

家畜の放牧並びに舎飼い時の生体情報及び行動要素を長期間記録する各種電子機器の開

発の概要を解説し，これらの装置を用いて得られた情報をもとに家畜の生産効率の向上と

省力的・福祉的な飼育管理技術を考察する。

農業経営経済学特論

＜佐々木 隆教授＞

経済発展により生じている東アジアの農業構造変化を食料需給，農業労働力，土地利用

等から解説するとともに，農業経営及び地域農業における経営管理問題やイノベーション

問題を組織論，情報論等の視点から考察する。

雑草生態管理学特論

＜渡邉 修准教授＞

生態学的視点から耕地雑草の適応様式を探るとともに，個体群の変動，埋土種子動態の

モデリングを統計的手法によって記述し，雑草の総合的管理技術を考察する。

食品科学部門

光植物工場特論

＜小嶋政信教授＞

光波長特性を利用して植物成長・形態を高度に制御する最新技術開発について解説する。

またバイオ技術の工業化例を取り上げて，日本における今後の農業経営の展開について議

論する。

食品有機化学特論

＜真壁秀文教授・一ノ瀬仁美助教・伊原正喜助教＞

近年，生活習慣病の増加に伴い，食品の持つ機能性が注目されている。特に，様々な生

物活性を持つポリフェノール類や糖質は機能性成分として有望である。本講義では，健康

保持に役立つ化合物の特徴，生物活性発現機構，さらに微生物などによる有効化合物生産

に関する応用研究について解説する。

青果物機能学特論

＜濵渦康範准教授＞

植物性の食材，特に果実・野菜を中心に，これらの摂取による体調調節効果，生理活性

成分の分布，種類，食品機能を解説すると共に，食材の貯蔵・加工に伴う有効成分の変化

についても解説する。

食品機能学特論

＜河原岳志准教授＞
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種々の食品タンパク質消化物から様々な生物活性ペプチドが特性づけされている。本講

義では，それら食品タンパク質由来の生理活性ペプチドの探索技術や機能性食品素材とし

ての利用性について解説する。

食品酵素化学特論

＜藤井 博教授＞

ヒトゲノムの解析から，疾患の多くは遺伝因子だけではなく，環境因子（食品など）と

の複雑な相互作用によって引き起こされると考えられているが，その分子基盤は解明され

ていない。本講義では，食シグナルによるゲノム情報の発現および機能制御に関する最新

の知見を紹介する。

食品微生物学特論

＜池田正人教授・保坂 毅准教授・竹野誠記准教授＞

食品に関わる産業微生物に焦点をあて，微生物の生理や遺伝学的特性などの基礎から，

育種技術や育種の方法論などの応用まで，広く微生物バイオロジーの世界を紹介する。

食品分子化学特論

＜中村宗一郎教授・片山 茂准教授＞

食品構成成分の生理・生化学的機能を分子レベルで解明し，それらの機能を化学的，酵

素化学的及び遺伝子工学的手法によって高機能化するための戦略について学ぶ。また得ら

れた産物の食品学的安全性を評価する方法についても議論し，商品化への道筋を説明，立

案できるようにする。

食品遺伝子工学特論

＜千 菊夫教授・田渕 晃准教授＞

ＤＮＡの二重らせん構造が明らかにされてから，わずか50年間でヒトの全ゲノム構造が

明らかにされ，ますます遺伝子科学の裾野は広がっている。本講義では，組換えＤＮＡ技

術による新規有用生物の創製の方法と意義について述べる。遺伝子組換え作物をはじめと

する遺伝子利用の具体例を解説するとともに，組換えＤＮＡ技術の安全性と将来展望につ

いて議論する。

食品分子工学特論

＜中村浩蔵准教授＞

食品由来の種々の機能性成分の更なる高度利用のための分子設計に関する事柄について

論じる。

食品機能分子解析学特論

＜藤田智之教授＞

天然成分には抗酸化性物質や酵素阻害物質などの既知，未知の機能性分子が含まれてい
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る。本講義では食品を中心として生物資源に含まれる機能性分子の化学的解析およびそれ

らの生体調節機能（食品の三次機能）について解説する。

食品創製学講座（連携講座）

食品創製学特論

＜加藤真晴客員准教授＞

油脂は，石鹼や合成樹脂などの工業用原料として重要なだけでなく，蛋白質や炭水化物

と共に三大栄養素の一つとされ，食品のおいしさにも大きく影響している。本講義では食

用油脂の機能や加工技術といった基礎的知見から，油脂を使用した食品（チョコレート・

クリームなど）といった応用までを講述する。

食品創製学特論

＜高松清治客員教授＞

食品及びその構成成分は消化吸収・代謝・排泄の過程を通して，生体の様々な機構と相

互作用をしている。本講義では，食品の機能性を探索・創造するに際し，これらの相互作

用を念頭に置いた企業における研究事例や最近の進歩について紹介し，食品の機能発現と

その利用について講述する。

食品創製学特論

＜前渕元宏客員教授＞

食品の機能性とは人体に対する食品の作用や働きの事で栄養機能，嗜好・触感機能，生

体調節機能の三つの機能がある。本講義では，主に生体調節機能に着目し，企業における

機能性食品の研究開発，臨床試験等を紹介し，その評価方法について講述する。

全専攻共通

特別演習

＜主指導教員＞

高度な基礎力と深い専門性の養成を目的として，研究課題に直接関係する領域について

ゼミナール方式の演習を行う。

特別演習

＜主指導教員＞

専門分野以外の領域への研究の展開が図れるよう関連する他専攻，他大講座の教員，学

生等を加えた研究会に参加させ，新しい分野への研究展開，新領域開発能力，新分野への

挑戦能力を身につけさせることを目的とした演習を行う。

特別課題研究

＜主・副指導教員＞

主指導教員と協議のうえ決定された研究テーマについて，主指導教員及び副指導教員の

― ―74



もとに，自主的，積極的に研究を行い公表（学位論文）する。

学外研修（国内)・(国外）

＜主指導教員＞

教育上有益と認められた場合には，官公庁や企業等の研究機関における実務訓練を受け

る。

研究科共通

知財管理

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

知的財産権とは，知的創造活動によって生み出されたものを財産として保護するという，

法律に基づいた権利である。基礎内容を時事的・具体的事例と共に学ぶことで，社会にお

ける重要性を十分に理解することを目標とする。知的財産の定義とその重要性，位置づけ

を学んで理解し，現在の研究および将来の業務に活用できるようにする。また，知的財産

制度を理解することで，成果の創出や保護を的確に行えるよう講義する。

科学技術政策特論

＜国内招聘教員等（単位認定者：研究科長）＞

隔年開講のため平成28年度開講予定。研究開発に取り組むうえで承知しておくべき科学

技術政策上のトピック（例：政策，科学技術史，産学官連携，地域活性化）に関して，必

要に応じて外部有識者による講義も交えて紹介することにより，大学や社会で行われる研

究開発と社会・経済との関連についての理解を深める。
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２ 研究指導，修了要件及び履修方法

⑴ 指導体制

⑵ 成績の認定

⑶ 修了の要件

⑷ 在学期間

⑸ 学位の授与

⑹ 授業科目及び履修方法

⑺ 他の大学院等において履修した単位の取扱い

⑻ 他の大学院等における研究指導について

⑼ 大学院共通教育用科目について

２―１ システム開発工学専攻「精密工学社会人
コース」履修およびコース修了認定要件

２―２ 国際ファイバー工学コースの履修および
コース修了認定要件

２―３ サスティナブルソサイエティグローバル
人材養成プログラム履修生の博士課程修
了認定要件

２―４ リーディングプログラム「ファイバール
ネサンスを先導するグローバルリーダー
の養成」履修およびプログラム修了認定
要件



２ 研究指導，修了要件及び履修方法

⑴ 指導体制

研究指導は，主となる指導教授または准教授（主指導教員）１名と副となる指導教授ま

たは准教授（副指導教員）２名以上からなる指導体制の下で行われる。研究課題は，主指

導教員，副指導教員及び学生で構成される「テーマ研究会」において設定され，学生は，

それに基づいて研究指導を受ける。

なお，学生の研究指導を受ける場所は，主指導教員の所属するキャンパスとする。

主指導教員は，学生の所属する専攻・部門の教員に限られるが，副指導教員については，

学生の所属する部門や専攻にかかわらず，他の部門や他の専攻の教員が担当することもあ

る。

⑵ 成績の認定

① 授業科目の試験は，学期末又は学年末に筆記試験，口頭試問，研究報告書等によって

行い，その合否は，当該科目担当教員が決定する。

② 各授業科目の試験又は研究報告等の成績は，秀，優，良，可及び不可をもって表わし，

秀，優，良，可を合格とし，不可を不合格とする。

③ 試験に合格した者には，所定の単位を与える。

⑶ 修了の要件

博士課程修了の要件は，必要な修業年限以上在籍し，４単位以上の必修科目を含む10単

位以上を修得し，必要な研究指導を受け，かつ学位論文を提出し，本研究科が行う学位論

文審査及び最終試験に合格することである。なお，講義と研究指導の標準年限は３年であ

るが，「優れた研究業績」を上げたと認められる者の在学期間に関しては，当該課程に１

年以上在学すれば足りるものとする。ただし，修士課程（他大学院も含む）を修了した者

にあっては，大学院に３年（修士課程における２年（上限）の在学期間を含む）以上在学

すれば足りるものとする。ここで「優れた研究業績」とは，以下の条件全てを満たしてい

ることである。

１）所属部門の学位審査基準の目安を満たしていること

２）博士課程在学期間中に研究指導を受け，少なくとも１編の学位論文に関連した筆頭著

者（主著者）論文が掲載（掲載予定も含む）されていること

３）博士学位論文に関連した論文も含めた全ての研究業績や実績から，博士課程の修了要

件を満たしていると部門会議において認められた者

⑷ 在学期間

博士課程の在学期間は，６年を超えることはできない。

⑸ 学位の授与

① 授与する学位は，博士とする。

② 専攻，部門の教育研究分野の別により授与される博士に付記する専攻分野の名称は，
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学術とする。ただし，学位論文の内容によっては，理学，工学又は農学とする。

③ 博士の学位は，本総合工学系研究科の博士課程を修了した者に授与するものと

する。（課程博士）

④ 前号に該当する以外の者であっても，本学に学位論文を提出し，博士論文審査に合格

し，かつ，大学院の博士課程を修了したものと同等以上の学力があると認定された者に

も博士の学位を授与するものとする。（論文博士）

⑹ 授業科目及び履修方法

各専攻の部門，授業科目及び単位数は，「信州大学大学院総合工学系研究科規程」に定

めるとおりである。なお，履修方法は次の表による。

博士課程における履修方法

区 分 履 修 要 目 単位数 備 考

授業科目Ⅰ 当該専攻の部門の授業科目 ２～４単位

（選択）

高度な基礎力と深い専門性の

養成

特別演習Ⅰ 研究課題に直接関係する分野

のセミナー形式の演習

２単位

（必修）

主となる指導教員が主催する

セミナーにおいて，学生に自分

のテーマに関係ある国際的最先

端の論文等の内容を紹介させ，

討議し高度な深い専門的基礎力

と方法論を涵養する。

特別課題研究 複数教員による研究指導 学位論文についての研究指導

授業科目Ⅱ 他専攻，他部門の授業科目 ２～４単位

（選択）

多角的学際領域における総合

力と実践的プロセス展開力の養

成

特別演習Ⅱ 特別演習Ⅰとともにテーマに

関連する他専攻，他部門の教

員，学生及び企業の研究者を加

えた研究会等に参加

２単位

（必修）

自己の専門分野以外の領域分

野への研究の展開が図れるよう

研究会等で研究発表やリサーチ

プロポーザルを行い研究企画及

び報告書を提出させ他の新しい

分野への研究展開，開発能力，

挑戦能力を身につけさせる。

学外研修 官公庁，企業等の研究機関に

おける実務訓練

２～４単位

（選択）

指導教員が認めた場合研究課

題に関する実験指導，計画，設

計等の実務訓練を受ける。ただ

し，２単位の演習に相当する時

間以上のものでなければならな

い。

上記の表に掲げた授業科目Ⅰ，Ⅱ，特別演習Ⅰ，Ⅱ，特別課題研究及び学外研修の授業

科目の内容は，以下のとおりである。

① 授業科目Ⅰ：主となる指導教員が研究テーマに関係する高度な専門を講義し，専門的
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な学識を深める。

② 授業科目Ⅱ：他専攻，他部門の教員が，高度な専門を講義し，多角的学際領域におけ

る幅広い識見を修得させる。

③ 特別演習Ⅰ：主となる指導教員が主催するセミナーにおいて，学生に自分のテーマに

関係ある国際的最先端の論文等の内容を紹介させ，討議し，高度な深い専門的基礎力と

方法論を涵養する。

④ 特別演習Ⅱ：研究の細分化，研究に対する考え方の狭隘化を避け，広く問題を発見す

る能力やその実践プロセス展開を行えるようにする。そのために自己の専攻分野以外の

領域への研究の展開が図られるように，テーマに関連する他専攻，他部門の教員，学生

及び企業の研究者を加えた研究会等に参加し，ここで研究発表を持ち，リサーチプロポ

ーザル（研究企画立案）を行う。これにより，新しい分野への研究展開，新領域開発能

力，新分野への挑戦能力を身につけさせる。

本研究会等には，画像情報ネットワークシステムを利用する場合もある。

各部門から提出された研究会等は，別紙のとおりである。

⑤ 特別課題研究：複数教員による学位論文についての研究指導を行う。

⑥ 学外研修：所属部門又は主指導教員・副指導教員が認めた場合に，官公庁・企業等の

研究機関において，特定の研究課題に関する実験指導，計画，設計等の実務訓練を受け

ることができる。

⑺ 他の大学院等において修得した単位の取扱い

教育上有益と認められ許可されたときに限り，他の大学院又は信州大学大学院の他の研

究科において修得した単位は６単位を超えない範囲で，大学院における課程の修了に必要

な単位に算入することができる。

⑻ 他の大学院等における研究指導について

教育上有益と認められた場合には，他の大学院や研究所等又は外国の大学院や研究所等

で，特定の課題について研究指導（１年以内）を受けることができる。

⑼ 大学院共通教育用科目について

本学では，専門によらず大学院生にとって有意な科目を全大学院学生に開放することに

より，自研究科以外で開講されている科目を受講することで，広い視野を身につけてもら

うことを目的に，大学院共通教育用科目を開講しています。平成27年度の開講科目は以下

のとおりです。

平成28年度大学院共通教育用科目一覧

開講

研究科
科目名

開講

時期
担当教員名

単位

数

開講キャンパス

教室
備考

経済・社

会政策科

学研究科

地方自治と地域

社会 （地域の

政治文化）

後期後半

火６・７
都築 勉 ２

松本キャンパス

経済学部大学院講義室

― ―79



科学英語
後期

金５
加藤 鉱三 ２

松本：全学教育機構32番講

義室

長野（教育）：教育学部実践

センター遠隔講義室

長野（工学）：工学部200番

教室

上田：繊維学部32番講義室

伊那：農学部 ※講義室未

定

SUNS

開講

総合理工

学研究科

大学院と社会
前期

火５
李 敏 ２

松本：全学教育機構211演

習室

長野（教育）：教育学部実践

センター遠隔講義室

長野（工学）：工学部200番

教室

上田：繊維学部32番講義室

伊那：農学部12番講義室

SUNS

開講

食と緑の科学特

論

前期

水３
佐々木 隆 ２

伊那キャンパス

農学部17番講義室

履修登録及び記入上の注意

＊受講を希望する場合は，「大学院共通教育用科目受講登録票」を所属研究科の指定する履修

登録期日までに，所属研究科の学務担当窓口に提出してください。大学院共通教育用科目一

覧にある科目であっても，自分の所属研究科の科目については，必ず所属研究科における履

修登録を行ってください。

＊科目によっては，本受講登録票を利用せず受講登録を行う科目があります。必ず掲示等や所

属研究科の学務担当窓口で確認してください。

＊履修にあたっては，必ず事前に指導教員と相談し履修計画を立てた上，登録を行ってくださ

い。

＊大学院共通教育用科目は全研究科で単位として認められますが，修了要件に含まれるか否か

は研究科毎に異なります。必ず所属研究科の学務担当窓口で確認してください。

＊各科目のシラバスは，「信州大学シラバス検索システム」から確認できます。

http://campus-2.shinshu-u.ac.jp/syllabus/syllabus.dll/top
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〔別紙〕

特別演習Ⅱにかかる各部門の研究会等一覧

専 攻 名 部 門 名 研 究 会 等 名

浅間バイオマスリファイナリー研究会

セルラーゼ研究会

糖質科学懇話会

グラム陽性菌研究会

日本陸水学会年次大会・若手研究者会，同甲信越支部研究
発表会

日本ペストロジー学会年次大会・若手談話会
生物機能科学

日本環境動物昆虫学会年次大会

進化計算学会・進化計算フロンティア研究会

日本蚕糸学会学術講演会

日本蚕糸学会中部支部研究発表会

国際野蚕学会

計測自動制御学会スワームシステム部会

日本育種学会

繊維学会年次大会・同秋季研究発表会

日本蚕糸学会学術講演会

生命機能・

ファイバー

工学

日本シルク学会研究発表会

シルクシンポジウム

日本化学会春季年会

高分子学会年次大会・討論会

繊維連合研究発表会

中部化学関係学協会支部連合秋季大会

高分子学会ポリマー材料フォーラム

プラスチック成形加工学会年次大会
ファイバー機能工学

計測自動制御学会年次大会，同中部支部研究発表会

自動制御連合研究発表会

繊維機械学会年次大会

日本複合材料合同会議

日本複合材料学会

日本機械学会講演会

日本材料力学講演会

感性工学年次大会

日本蚕糸学会中部支部研究発表会

ARECプラザリレー講演会
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専 攻 名 部 門 名 研 究 会 等 名

成形加工シンポジア

プラスチック成形加工学会伸長プロセス研究会

ナノファイバー研究会

信州大学有機化学ジョイントセミナー

運動機能研究セミナー ICAFTM
 

polymer processing  society annual  meeting，同
regional meeting

ファイバー機能工学 バイオテクノロジー研究会

蚕糸・昆虫機能及び繊維技術研究会

機能高分子研究会

バイオメカニズム研究会

先端繊維材料技術研究会

先端材料研究会

機能デバイス研究会

（中）有機エレクトロニクス材料研究会

日本液晶学会分子配向エレクトロニクス研究フォーラム

日本液晶学会物理・物性研究フォーラム

生命機能・

ファイバー

工学

日本液晶学会化学材料研究フォーラム

日本電磁波エネルギー応用学会

生物発光化学発光研究会

先端材料研究会

日本複合材料合同会議

日本複合材料学会
スマート材料工学

スマート材料研究会

日本機械学会講演会

日本機械学会北陸信越支部講演会

グリーンコンポジット研究会

日本材料学会講演会

ナノコンポジットセミナー

複合材料界面科学研究会

ナノファイバー研究会

生物高分子学会年度大会

資源エネルギー学会

産学連携学会
感性生産システム工学

繊維機械学会年次大会

日本産業技術史学会
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専 攻 名 部 門 名 研 究 会 等 名

長野県感性産業研究会

日本感性工学会アパレル研究会

化粧品と感性研究会

感性情報検索研究会

快適衣服素材研究会

領域横断型研究発表会

MOT（Management of Technology）研究会

日本感性工学会感覚工学部会

生命機能・

ファイバー

工学

繊維学会感覚と計測研究委員会

感性生産システム工学 感性応用計測研究会

日本感性工学会感性計測評価部会研究会

感性ロボティクス研究会

エアロ・アクアバイオメカニズム学会

日本ロボット学会

日本機械学会講演会

日本生体医工学会

日本工学教育協会

日本デザイン学会

日本繊維製品消費科学会

誘導と制御に関する研究会

ロバスト制御研究会

CAEシステム研究会

逆問題解析手法研究会
機械システム工学

多変量力学研究会

水利用システム研究会

材料セミナー

最適設計研究会
システム開

発工学
生体計測制御研究会

信州大学自然災害科学研究会

計測自動制御学会関連講演会

レーザセンシングシンポジウム

電気電子システム工学 大気ライダー観測研究会

応用物理学会関連講演会

人工知能学会関連学会

レーザー学会関連講演会

電気学会関連研究会
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専 攻 名 部 門 名 研 究 会 等 名

電子情報通信学会関連研究会

IEEE関連Conference
電気電子システム工学

照明学会関係研究会

生体医工学会関連研究会

電子部品・材料研究会

誘電・絶縁材料研究会

光エレクトロニクス研究会

加工硬化と組織研究会

マイクロ加工研究会

接合・複合分科会

電子デバイス研究会ナノカーボン先端材料

工学 有機エレクトロニクス材料研究会

有機エレクトロニクス研究会システム開

発工学 フラーレン・ナノチューブ研究会

先進デバイス研究会

機能性材料研究会

磁性および磁性材料・磁気デバイス関連電気学会

日本磁気学会研究会

数理情報解析研究会

電子情報通信学会関連研究会

情報処理学会関連研究会

人工知能学会関連研究会
数理情報システム学

教育システム情報学会関連研究会

教育工学会関連研究会

IEEE関連Conference
 

ACM 関連Conference

物性研究会

素粒子・宇宙物理学研究会

テラヘルツ先端分光の産業応用研究会

フラクタル科学研究会

物質解析科学 日本物理学会物質創成

科学 日本物理医学学会

地球電磁気・地球惑星圏学会

日本地球惑星科学連合合同大会

日本天文学会

分子基盤科学 日本化学会春期年会
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専 攻 名 部 門 名 研 究 会 等 名

錯体化学討論会

日本中性子補足療法学会学術大会

分子科学討論会

中部化学関係学協会支部連合秋季大会
分子基盤科学

物質基礎化学研究会

コロイドおよび界面化学討論会

日本吸着学会研究発表会

炭素材料学会年会

日本化学会春季年会

中部化学関係学協会支部連合秋季大会

高分子学会年次大会・討論会
分子機能材料工学

プラスチック成形加工学会年次大会

信州大学有機化学ジョイントセミナー
物質創成

科学
分析化学会中部支部夏期セミナーおよび高山フォーラム

日本化学会関連研究会・講演会

化学工学会関連研究会・講演会

高分子学会関連研究会・講演会

応用物理学会関連研究会・講演会

電気化学会関連研究会・講演会

繊維学会関連研究会・講演会

触媒学会関連研究会・講演会
極限材料工学

日本セラミックス協会関連研究会・講演会

日本ゴム協会関連研究会・講演会

アイオノマー研究会

複合材料界面科学研究会

ものづくりをつなぐ会

信州大学グリーンイノベーション研究会

物質循環懇話会

生物科学研究会

大気・水・生物環境科学 中部山岳地域環境変動研究機構研究会

上高地研究会
山岳地域環

境科学
山岳科学総合研究所研究報告会

地殻環境科学 自然災害研究会

信州伝統的建造物保存技術研究会

環境創生構築学 人口減少化社会地域整備研究会

橋梁メンテナンス技術研究会
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専 攻 名 部 門 名 研 究 会 等 名

人間環境研究会

信州経済地域研究会

鋼橋の設計上の問題点に関する研究会

建築鉄骨接合技術研究会

信州の快適な住まいを考える会
環境創生構築学

公共政策・地域計画研究会

地盤工学研究発表会

土木学会全国大会年次学術講演会

土木学会中部支部研究発表会

信州ジオテクセミナー

伊那谷の林業を考える研究会
山岳地域環

境科学
「森に学ぶ」ネットワーク

次世代フォレスト・イノベーション研究会

カラマツ林業等研究会

中部山岳地域環境変動研究機構研究会

日本環境動物昆虫学会年次大会

地域環境共生学 オオルリシジミ研究会

リモートセンシングセミナー

森林GISフォーラム

樹木年輪研究会

日本木材学会 組織と材質研究会

信州大学中山間セミナー

アルプス圏域砂防研究会

家畜育種学研究会

精子研究会（農学，医学，理学分野）

REG（Reproductive technology,Embryo manipulation and Gene recombination）部会

日本実験動物学会
生物・生命科学

日本トキシコロジー学会

日本家禽学会生物・食料

科学 北信越畜産学会

日本畜産学会

信州実験動物研究会

生協研究会

食資源生産学 家畜栄養生理研究会

鳥類内分泌研究会
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専 攻 名 部 門 名 研 究 会 等 名

雑穀研究会

飼料懇談会

土壌微生物研究会

北陸作物・育種学会

日本草地学会

日本育種学会

日本作物学会

園芸学会

日本芝草学会

日本農作業学会

日本熱帯農業学会

食資源生産学 日本土壌肥料学会

植物微生物研究会

日本植物生理学会

日本植物病理学会

日本家禽学会
生物・食料

科学
北信越畜産学会

日本畜産学会

日本雑草学会

システム農学会

応用動物行動学会

日本哺乳類学会

日本獣医学会

有機化学ジョイントセミナー

健康長寿長野研究会

日本農芸化学会

日本生物工学会

日本生化学会

日本分子生物学会
食品科学

日本畜産学会

日本栄養食料学会

日本食品化学学会

日本化学会

天然有機物化合物討論会

植物微生物研究会
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２―１ システム開発工学専攻「精密工学社会人コース」履修およびコース修了認定要件

⑴ 履修学生としての認定

信州大学大学院総合工学系研究科『システム開発工学専攻「精密工学社会人コース」』

の入学許可者とする。（※出願時に希望指導教員の承諾書が添付されていること）

⑵ コース修了認定の要件

① 博士課程修了要件を満たしていること。

② 必須科目を含む20単位以上（博士課程修了に必要な単位を含む）を修得していること。

⑶ コース修了の授与

『システム開発工学専攻「精密工学社会人コース」』を修了したものに授与するものと

する。（博士課程）

⑷ 授業科目及び科目の選択方法

授業科目及び単位数は下記のとおり（総合工学系研究科規程別表２）に定める。

なお，科目の選択方法は下記のとおり及び別途ガイダンス資料『システム開発工学専攻

「精密工学社会人コース」特別実習科目細目一覧』による。

【科目の選択方法】

◆特別演習 （必修）〔◎：総合工学系（既設授業科目）〕 【２単位】

◆特別演習 （必修）〔◎：総合工学系（既設授業科目）〕 【２単位】

■授業科目 ・ （選択）〔◎：総合工学系（既設授業科目）〕

〔※◎授業科目Ⅰから，２単位以上修得〕

【８単位】

◆学外研修（必修）〔◎：総合工学系（既設授業科目）〕 【２～４単位】

●特別実習（必修） 新規授業科目>＝「精密工学社会人コース」のみ対象

とする。

※【ａ～ｃ分野；各「特別実習 ～ 」】９科目（１科目／２単位）から，

３科目を修得する。】

＜内訳＞

〔ａ分野〕

・先進センサ・デバイス特別実習 【２単位】

・先進センサ・デバイス特別実習 【２単位】

・先進センサ・デバイス特別実習 【２単位】

〔ｂ分野〕

・マイクロ・ナノ加工特別実習 【２単位】

・マイクロ・ナノ加工特別実習 【２単位】

・マイクロ・ナノ加工特別実習 【２単位】

〔ｃ分野〕

・先端制御・計測システム特別実習 【２単位】

・先端制御・計測システム特別実習 【２単位】

・先端制御・計測システム特別実習 【２単位】

【６単位】

コース修了要件：◆，●（必修），■（選択）を修得する。 計【20単位以上】

〔◎は，総合工学系：修了要件（計10単位以上）〕

２―２ 国際ファイバー工学コースの履修及びコース修了認定要件

⑴ 履修学生としての認定
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生命機能・ファイバー工学専攻，システム開発工学専攻，物質創成科学専攻の入学学生

の「国際ファイバー工学コース」履修志願書及び研究申請書の提出により，国際ファイバ

ー工学コース運営委員会が選考し，学長が認定した者とする。

⑵ 履修科目

〇 特別演習 （既設授業科目） ２単位（必修）

〇 特別演習 （既設授業科目） ２単位（必修）

① 繊維科学基盤領域

繊維科学に関する英語の授業科目 ２単位以上（選択）

② 素材科学領域

素材科学に関する英語の授業科目 ２単位以上（選択）

③ 高次機能科学領域

高次機能科学に関する英語の授業科目 ２単位以上（選択）

④ 感性システム領域

感性システムに関する英語の授業科目 ２単位以上（選択）

⑤ 共通領域

共通領域などに関する英語の授業科目 ２単位以上（選択）

● 学外研修

主指導教員等が認めた外国の研究機関で特定の研究課題に関する実験指導，計画，設

計等の実務訓練 ２～４単位（選択）

なお，開講授業科目については年度当初に提示する。

⑶ 科目の選択方法

・特別演習 ，特別演習 から４単位

・①～⑤領域から各２単位（選択）以上

・合計：22単位以上

⑷ 授業及び研究指導に用いる言語

原則として英語で行う。

⑸ コース修了認定の要件

① 博士課程修了要件を満たしていること。

② ４単位の必修科目を含む22単位以上（博士課程修了に必要な単位を含む）を修得して

いること。

③ 博士課程在学期間中に，少なくとも１編の英語による論文（筆頭著者）が掲載（掲載

予定も含む）されていること。

④ 英語による学位論文（博士）が作成されていること。

⑤ 英語による公聴会での発表を行っていること。

⑥ 語学力（英語）について，TOEIC 730点以上，TOEFL（iBT） 80点以上を目標

とし，ｅ ラーニング・特別講義・講演会（英語による）への参加，国際会議での口頭

発表，海外派遣等の実績から，修了認定要件を満たしていると国際ファイバー工学コー

ス運営委員会において認められること。

⑹ コース修了の授与
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修了認定者に「国際ファイバー工学コース修了証」を授与する。

２―３ サスティナブルソサイエティグローバル人材養成プログラム履修生の博士課程修了認

定要件

⑴ 博士課程履修生としての認定

修士課程・博士課程５年一貫学位プログラムであるサスティナブルソサイエティグロー

バル人材養成プログラム（以下「プログラム」という。）において，修士課程から博士課

程に進級するための要件を満たしている者をプログラムの博士課程履修生（以下「履修

生」という。）として認定する。

⑵ 履修生が所属する博士課程における所属専攻・部門

履修生は，当該履修生を主に指導する教員が担当する研究科の専攻・部門に所属する。

⑶ 博士課程における履修科目及び選択方法

履修生は，信州大学大学院総合工学系研究科博士課程（以下「総合工学系研究科」とい

う。）が開講する授業科目の中から次の区分により履修科目を選択し，必要な単位を修得

する。

◎ プログラムの博士課程で修得を要する単位 計 18単位以上

内訳は次のとおり。

● 授業科目 計 10単位以上

○ 所属部門科目：授業科目 （主専門分野） ４単位以上

○ 他部門・他専攻科目：授業科目 （履修するコースの関連科目） ４単位以上

○ 科学技術政策特論：研究科共通科目 ２単位（必修）

● 特別演習 計 ４単位

○ 特別演習 （リーディングコース合同ゼミを含む。） ２単位（必修）

○ 特別演習 （研究発表会） ２単位（必修）

● 学外研修（海外留学 ３か月以上） ４単位（必修）

グローバルに活躍できる人材の養成のため，３か月以上の長期海外留学を実施し，国

際的な研究・開発能力やコミュニケーション能力を養う。

⑷ プログラムの博士課程修了認定の要件

① 信州大学大学院学則第42条に規定する総合工学系研究科の修了要件を満たしているこ

と。

② プログラムの博士課程の所定の科目を履修し，単位を修得していること。

③ 信州大学大学院経済・社会政策科学研究科イノベーションマネジメント専攻が開講す

るグリーンMOTジョイントディグリープログラムに係る授業科目を履修し，修士課

程在学時に修得した単位と合わせて８単位を修得していること。

④ プログラムの最終試験Qualifying Examination２に合格すること。

⑸ プログラムの修了判定

プログラムの修了判定は，プログラム運営委員会が行う。
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２―４ リーディングプログラム「ファイバールネサンスを先導するグローバルリーダーの養

成」履修およびプログラム修了認定要件

⑴ 履修学生としての認定

「ファイバールネサンスを先導するグローバルリーダーの養成」プログラム運営会議に

おいて履修を許可された者とする。

⑵ 履修科目

必修科目

特別実験 ２単位

特別演習 ２単位

海外特別実習 ２単位

専修実験 ２単位

専修演習 ２単位

インターンシップ ２単位

専修実験 ２単位

専修演習 ２単位

選択科目 ：以下の５つの分野から各１科目（２単位）以上を選択

① 共通分野 ２単位

② フロンティアファイバー分野 ２単位

③ バイオ・メディカルファイバー分野 ２単位

④ スマートテキスタイル分野 ２単位

⑤ 感性・ファッション工学分野 ２単位

合計 26単位以上

⑶ 授業及び研究指導に用いる言語

日本語および英語

⑷ プログラム修了認定の要件

１．本プログラム修了に必要な単位数を修得していること。

２．大学院総合工学系研究科の所定の単位を修得していること。

３．博士論文を提出してその審査及び最終試験に合格していること。

４．TOEIC800点相当以上のスコアを獲得していること。
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３ 信州大学大学院学則及び規程関係

⑴ 信州大学大学院学則

⑵ 信州大学学位規程

⑶ 信州大学大学院総合工学系研究科規程
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４ その他の取扱要項等

⑴ 信州大学大学院総合工学系研究科における博士の
学位に関する取扱細則

次に掲げる取扱，要項等については，総合工学系研究科のウェブサイ

トの（在学生の方へ）を参照してください。

URL:http://www.shinshu-u.ac.jp/graduate/interdisciplinary/current/

〇 他の大学院等における研究指導に関する取扱要項

〇 学外研修の取扱

〇 特別研究学生の受入れ取扱要項

〇 信州大学大学院総合工学系研究科博士課程博士課程学位論文審査

及び最終試験の評価基準

〇 信州大学大学院総合工学系研究科（博士課程）における学位論文

の作成要領

〇 長期履修学生制度の取扱いについて

〇 信州大学大学院総合工学系研究科転専攻等に関する申合せ
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５ 履修プロセス概念図
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６ 各種手続き等について



６．各種手続き等について

⑴ 学生への連絡について

本研究科から学生への通知及び連絡は，主指導教員の所属するキャンパスに掲示すると

ともに，ウエブ上のキャンパス情報システムに掲載しますので，随時確認してください。

キャンパス情報システム https://campus.shinshu u.ac.jp/pcss/campusWeb dll/

⑵ 証明書が必要なとき…証明書自動発行機を利用して下さい。

名 称 手 続 き 先

在 学 証 明 書

学生旅客運賃割引書

成 績 証 明 書

修 了 見 込 証 明 書

健 康 診 断 証 明 書

⎫
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
⎭

証明書自動発行機を利用して下さい。

（和文のみ）

通 学 証 明 書

そ の 他 の 証 明 書

⎫
⎬
⎭
主指導教員の所属するキャンパスの担当係

⑶ その他の願い出について

名 称 手 続 き 先

休学・退学の願い出

住 所 変 更 届 等
主指導教員の所属するキャンパスの担当係

⑷ 授業料の納付について

本学では，授業料のお支払いは，預貯金口座自動振替方式を採用しております。

年２回（前期分４月及び後期分10月）指定された口座から授業料を引き落とします。

⑸ 学生の身分等に変更を生じた場合の取り扱いについて

① 学生（一般選抜）が在学のまま，各種研究機関，教育機関，企業等の研究者又は技術

者として就職する場合は，主指導教員の所属するキャンパスの担当係に所定様式により，

願い出ること。

② 身分等に変更があった場合には，主指導教員の所属するキャンパスの担当係に所定様

式により，届け出ること。

⑹ 各キャンパスの担当係

松本キャンパス 理学部学生支援グループ

長野（工学）キャンパス 工学部学務グループ（大学院担当）

伊那キャンパス 農学部学務グループ（教務）

上田キャンパス 繊維学部学務グループ（大学院担当）
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ハラスメント（嫌がらせ）にあったら

【ハラスメント相談員】に相談してください

～信州大学イコール・パートナーシップ委員会から学生の皆さんへ～

ハラスメントって何

◎ハラスメントとは，信州大学では，「ハラスメントの防止等に関する規程」で，ハラスメントを次の４つ

に分類しています。（規程全文は，信州大学HP「大学案内」→「国立大学法人信州大学規則集」→「第

１編 全学 第５章 人事」に掲載。）

：セクシュアル・ハラスメント……

・修学・就業上の地位や権限を背景とした異性への誘い掛け・嫌がらせや，性的意味を持つ言動で相手を

不快にさせることのほか，卑猥なポスターなどで修学環境を損ねるようなことも含まれます。

・セクシュアル・ハラスメントかどうかは，基本的には受け手が不快に感じるかどうかです。当事者間の

認識や意識のズレが原因となることが少なくないだけに，相手を思いやる配慮が根絶の第一歩です。

：アカデミック・ハラスメント……

・教員等が教育・研究において，地位・職務権限を利用して学生等に著しい不利益を与えたり，不適切な

言動で環境を害する行為を言います。

・典型的な事例は，人格まで否定するような言葉の暴力，正当な理由なくまったく指導してもらえない，

研究・論文執筆等の妨害，非常識なノルマや雑用・私用の命令，極度のえこひいき，などです。

：パワー・ハラスメント， ：その他のハラスメント……

・パワー・ハラスメントとは，職員（上司―部下）間の，就業上のハラスメントです。

・その他のハラスメントとは，セクハラ，アカハラ，パワハラに準じる行為や学外者によるハラスメント

です。

ハラスメントを受けて辛いと感じたら，ハラスメント相談員に相談してください。

◎ハラスメント相談員は，本学の教職員で構成され，全学教育機構，各学部等の男女それぞれ複数名からな

ります。ハラスメント相談員はあなたの立場に立って相談に乗ります。

・秘密は厳守されます。相談したからといって，不利益な取扱いをされることもありません。

・ハラスメントを受けていることを聴いてもらいたいときだけでも連絡して構いません。

・相談は友人と一緒でも構いません。

・他学部の相談員に相談しても構いません。

・相談内容によっては総合健康安全センターのカウンセリングを受けることができます。

◎ハラスメント相談員は，ハラスメント行為を受けているあなたのサポーターのような立場の人です。あな

たとの相談の結果，行為者への「申入れ」や「ハラスメント相談調査対策委員会」の設置（裏面※①，

②）をあなたが望んだ場合，イコール・パートナーシップ委員会（下記参照）への申請手続について助言

してくれます。イコール・パートナーシップ委員会は関係の部局長と協力して「申入れ」や「ハラスメン

ト相談調査対策委員会」の設置を実施します。

ハラスメント相談員への連絡先は

氏名一覧と連絡先は，ACSU（握手）内でご覧になるか，各学務窓口あるいは「学生相談センター（0263-

37-3165）」にお問い合わせください。
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「イコール・パートナーシップ（EP）委員会」とは

本学の教職員各４名（男女同数）で構成され，ハラスメントのない信州大学にするために学長の下に設置

された委員会です。しかし，真偽を調査する委員会ではありません。学生一人一人の人権を擁護するととも

に，修学にふさわしい環境が確保されることを目的とする委員会です。差別・人権などについても疑問や問

題があれば，epiinkai＠shinshu-u.ac.jpか委員いずれかに気軽に相談してください。

※① 行為者への「申入れ」とは

イコール・パートナーシップ委員会が，行為者に対してハラスメントの原因となった事態の解消を依頼

することをいいます。事実調査はせず，相手に相談者が傷ついたことを理解して，今後同じことをしない

ようにしてもらえばよい，と考えるときに適しています。その際，行為者に対して匿名を希望すれば，そ

のような配慮をします。

※②「ハラスメント相談調査対策委員会」の設置とは

行為者に「申入れ」をしても事態が解消しない，または事実調査をした上で，それに対して判断し，ハ

ラスメント解消のための適切な措置を求めたいときは，あなたの要望によって，学長の下に「ハラスメン

ト相談調査対策委員会」が設置されます。行為者とあなたの双方からの言い分を聞いた上で問題の所在を

把握し，それに応じてその後の措置が決まっていきます。

学外にも相談窓口があります。

① 主に女性のための相談窓口

施設等名 各相談 電話番号 曜日・時間等

長野県男女共同参画セ

ンターあいとぴあ

一般相談，法律相談

（要予約）

0266-22-8822 【一般】

火～木・土 ８：30～17：00，金 ８：30～19：00

【法律】予約方法，実施日等は直接確認願います。

女性のためのカウセ

リング（要予約）

第２木，第４土10：00～15：50（一人50分）

場所：男女共同参画センターあいとぴあ

詳細については電話で直接確認願います。

パレア松本・女性セン

ター

一般相談，女性弁護

士による法律相談

（要予約）

0263-39-1105 【一般】

（電話）火，第１・第３水，金９：00～12：00，

（面接）月・火・木・金13：00～16：00，

第４金16：00～19：00（要予約）

【法律】予約方法，実施日等は直接確認願います。

長野県警・女性被害犯

罪ダイヤルサポート

110

相談電話 026-234-8110 月～金 ９:00～17:00

上田市市民プラザ・ゆ

う

専任相談員による一

般相談，女性弁護士

による法律相談

（要予約）

0268-27-3123 【一般】火11：00～18：00

木10：00～17：00，第２，４土10:00～17:00

（土曜の相談及び面接相談は要予約）

【法律】予約方法，実施日等は直接確認願います。

伊那市人権男女共同参

画係

女性のための相談 0265-78-4111

（内線2145）

（電話）平日 ８：30～17：15

（面接）火，木８：30～17：00（要予約）

女性の人権ホットライ

ン

女性をめぐる人権相

談

0570-070-810

（全国共通）

月～金 ８：30～17：15※PHS，IP電話からの場

合 026-232-8145（長野地方法務局）
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② 主に男性のための相談窓口

施設等名 各相談 電話番号 曜日・時間等

長野県男女共同参画セ

ンターあいとぴあ

男性のための相談

（電話相談）

0266-22-7111 金17：00～19：00

パレア松本・女性セン

ター

男性の悩み相談 0263-37-1587 第２・第３・第４火17：00～20：00

③ 男女を問わない相談窓口

施設等名 電話番号 曜日・時間

心の電話相談 （長野県精神保健福祉センター） 026-227-1810 月～金 ８：30～17：15

長野地方法務局人権擁護課 026-235-6634

法務局上田支局人権相談所 0268-23-2001

法務局松本支局人権相談所 0263-32-2571

法務局伊那支局人権相談所 0265-78-3462

さらに詳しくは，県や市町村のホームページなどをご覧ください。

信州大学キャンパス・コード（基本指針）とは……

信州大学では，「人権」に係わって，すばらしい基本的指針を定めています。これをキャンパス・コード

といい，次の６本柱から成っています。わたしたち学生・教職員は，ハラスメントのない信州大学を作る責

務があります。全文は，前記「ハラスメントのない大学にするために」→「信州大学キャンパス・コード」

をご覧下さい。

○個人を人間として等しく尊重します。 ○学問・言論の自由を尊重します。

○性差別の根絶をめざし，男女共同参画を推進します。 ○人権侵害等を防止します。

○権利・権限を適正に行使します。 ○プライバシー等を保護します。
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